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電子版　ファミ通文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　目次







◆１日目

◆２日目

◆３日目

◆４日目

◆５日目

◆６日目

◆８日目

◆９日目

◆同居生活、６週間目（10月）

◆同居生活、７週間目（10月）

◆同居生活、８週間目（11月）

◆同居生活、10週間目（11月）

◆エピローグ

◆ある日の本田さん

あとがき

プロフィール






[image: ]







　家出少女らしきものを拾った。




　本当なら「保護した」と言わなければいけないんだろうが。

　首から『拾ってください』なんて書いた札をさげていたら「拾った」と言わざるをえない。

　彼女はコンビニ前の煙草たばこの自販機の隣に立っていた。どこかから拾ってきたと思われるダンボール製の手作り札を首からさげて。黒ペンで書かれた文字がやたら整っているのが印象的だった。

　俺、比ひ良ら克かつ樹きはコンビニまで煙草と今日の夕食を買いに来た。

　最初は誰だれかを待っているのかと思ったが、首にさげている札の文字が目に入って思わず半歩くらいあとずさりしてしまった。

　が、見知らぬ少女に怯ひるんで煙草が買えなかった、なんて情けない気もする。

　だからできるだけ見ないようにして煙草を買った。

　……横からの視線がきつかった。

　そばに行って初めて気づいたが、少女はけっこう小さかった。身長もだけど胸も。段ボール札以外に持っているものはなにもなかった。

　声くらいかけられるかも、なんて思ったがとくに何事もなく煙草を買い、俺はコンビニの中に入った。

　肉と油多めの明らかに健康に悪そうな唐から揚あげ弁当をつかんでレジに並ぶと、透明なガラス窓の向こうにさっきの少女がおっさんに絡からまれているのが見えた。

「なにやってんだか……」

　知り合いだろうか？　いや会話は聞こえないがそんな感じはしない。

　だけど助けようとする人間は見当たらない。

　少女の反応が気に入らないのか、おっさんのテンションがどんどん上がっていく。まぁしかし、ああいうタイプはどんな反応を返しても勝手に不機嫌になるものだ。おっさんの拳こぶしが握にぎられるのも見えた。

　仕方ねーな。

　コンビニを出るときに、さっき買った弁当の袋をおっさんの後頭部に軽くぶつけた。

「こら、おっさん。いくら夜だからって二四時間営業の店の前で暴力行為におよぼうとしてるんじゃねーよ」

「い、いや、僕はですね、このお嬢さんが危ない目に遭あわないかと思って叱しかりつけていただけで……」

「……お知り合いですか？」

「いえいえいえ初対面です！　ぼ、ぼ、僕にはぜんぜん関係ありません！」

「へー！　知り合いでもない人間を叱りつけるなんて、なかなかできることじゃありませんよー！　しかしですねー、最近は勘違いされやすい世の中ですからこういうときは警察に来てもらったほうがいいんですよ？　呼びましょうか？」

「や、ぼ、僕はいろいろと忙しいから君に任せるよ、それじゃ！」

　おっさんは頭を手で押さえながら転がるように走り去っていった。

　ばーか。ヘタレ。帰り道で頭のヅラ落として泣け。

　……さてと。

　俺はあらためて少女のほうに向き直った。

　やっぱり小さい。

　無地のブラウスにロングスカートというどこかの学校の制服のような恰かつ好こう。きれいに切りそろえられた腰までの艶つやがある黒髪。外見だけはいかにもな優等生だ。

　家出少女かもしれないが平気で身体からだを売るようなキャラにも見えない。

「おまえもさ、こんなところでつっ立ってなきゃおっさんの人生を狂わせそうになることもなかったんだから。もう家に帰りな」

「はぁ、でも大丈夫ですよ」

　少女は淡たん々たんと言い放った。

　お礼を言うというより「よけいなお世話だ」と言外に匂におわせているような気もする。

「なにが」

「私、一八歳ですし自己責任です。それにレイプされてもバレなければ犯罪になりません。被害者が訴えなければいいのでしょう」

　いやいやいや、バレなくても犯罪だろう。

「家の電話番号はなんだ？　保険証は持ってるか？」

「ありませんよ。わかりませんか？」

　くい、と札を見せつけられた。

　いや、わかんねーよ。

　言いたくなる言葉をぐ、と飲み込み、俺は別のことを聞いた。

「携帯電話も？」

　自分の電話があれば家の電話番号くらい登録しているはずだ。履り歴れきをたどって知り合いに連絡するのもいい。

「そのようなものは生まれてこのかた一度も持ったことありません」

「へー……」

　まぁ、そういう家もあるか。

　だからこそ家出したとも考えられる。

　箱入りのお嬢様が初めての反抗期を迎え、自分なりの家出をやってみるがどこかずれてしまっている、と考えると納得できるような気がした。

「でも名前ならあります。麻ま友ゆと呼んでください」

　麻友、と言いながら字のほうは段ボールの裏に指で文字を書きながら教えてくれた。

「苗みよう字じは？」

「さぁ？」

「…………」

　やばい。なにがどうとは言えないけど、とにかくやばい。

　扱い方がわからねー。説明書どこ？

「べつに拾ってくれないのなら用はありません。もしかしたらさっきの人、戻ってくるかもしれませんし」

　わずかに俺に向けていた視線をそらし、少女、麻友はコンビニの駐車場の真正面を無表情に、無感情に見続けた。

「あのなー、さっきのおっさんは明らかにおまえの身体目当てだろうが」

「かまいませんよ。世の中ってそういうものでしょう。ギブアンドテイク、ウインウインの関係です」

　ウインウインってそういう意味だっけ？

　どうやらここで札をさげて立っているのは勘違いさせる意味もあったらしい。

「罰ゲーム、じゃなさそうだな」

「違いますよ。私の意志です」

「でもな、おっさんは戻ってこなくても警察は呼ばれるかもしれないぞ。ほら、店員がこっち見てる」

　俺はガラスの向こうでこっちを迷惑そうに見ている店員を指差した。

　といってもレジの方向からは麻友がさげている段ボール札は見えない。待ち合わせしている少女としか思われてないかもしれない。それにさっき絡まれているときも見ないふりをしていた。

　通報なんてたぶんしないな。

「それは……困りましたね」

　本当に気づいてなかったのか、麻友は途方にくれたような声を出した。

「それでは場所を移動することにします」

　どこかへ歩きだそうとした麻友の肩を思わずつかんでしまった。

　細くて小さくて、強く握れば壊れてしまいそうな肩だった。

「いやいやいや、場所移動すんなって」

　コンビニの前ならともかく、ほかの場所に行かれたら本当に犯罪に巻き込まれかねない。

「ったく……家来るか？　散らかってるけど使ってない部屋ならひとつあるから」

　正確に言えばふたつなんだが。

「なるほど、そういうことですか」

　なにがなるほどなんだ。

　理由を説明する気はないのか、麻友は勝手にふむふむと納得していた。

「飯は？」

「もう食べました」

　本当か？

　とは思ったものの聞かないことにした。なにより面倒くさい。

「……案内するよ。近くだから」

　俺がそう言って歩きだすと、麻友はおとなしくうしろについてきた。少し安心しながらアパートに向かった。

　コンビニから五分ばかり歩けばすぐにつく、古い木造二階建てのアパートに。

　２ＤＫで風ふ呂ろ、トイレは別。ダイニングキッチンはかなり広い。ただし築三○年。改築を重ねているせいか意外と防音はしっかりしている。だがどことなく埃ほこりくさいし、外から見れば小汚い倉庫にも見える。

　高校を卒業して大学にも行けず、フリーターになるしかなかった俺でも払えるくらいに家賃は安い。

　錆さびついた金属の階段を上りながらうしろを見た。変わらず麻友はうしろにいた。

　逃げるかな、まぁ、逃げたほうが面倒くさくなくていいんだけど、そう思いながら俺は自分の部屋の扉を開けた。

　麻友は逃げなかった。その代わり。

「わー、とても汚いですね。人が住むところとは思えません」

　などと言ってくれた。

　目の前にゴミ袋の山が積まれてるんだから言われて当然か？　他人からすれば臭いかもしれないが、ここで寝泊まりしてるからすっかり慣れてわからなくなってしまった。玄関と廊下の境目なんてとっくの昔に埋もれて見えなくなっている。

「素直な感想ありがとう」

　とても片づいてますね、なんて明らかな噓うそよりかは気持ちいい。

「床見えるとこあるだろ。そこだけが安全地帯だ。それ以外のとこを踏んで怪け我がしても知らん」

「刺激的な生活ですね」

「まぁな」

　一回包丁を踏みそうになったことがあるしな。

　ゴミの山を乗り越えて、本来ならキッチンと呼ばれる場所にたどりついた。開きっぱなしのソファベッドがある、ここが俺の生活スペースだ。

　俺はゴミ袋の山兼荷物置き場にバッグやコンビニの袋を適当に投げ置いた。

「あっちの部屋、物置代わりになってるから。散らかってるけど隅に寄せれば寝れるだろ。布団もそっちにあるし。トイレと風呂はあっち」

　すぐそこにある襖ふすまを指差しながら教えた。キッチンの隣には襖で区切られた和室が二つ存在している。だからかなり広いんだが、使えるスペースは一畳じようぶんもないかも。

「ありがとうございます。それでは」

　なのに麻友は移動するどころか、ブラウスのボタンに手をかけてあっという間にすべて外し、ブラウスを脱ぎ捨てた。

「ちょ、いきなりなに脱ぎだしてんだよ！」

「だってこういうことするため、でしょう？　私に声かけてきた人を追い払ったのもこういうことするため」

　あー、コンビニで言った「なるほど」って『なるほど、あなたが私の新しい客なんですね☆』のなるほどかよー。

　麻友が小さい身体で俺を見上げる。

　白い肌に薄いピンクの無地のブラ。胸はそんなに大きくなく、手のひらで包めば覆おおえてしまえそうだ。肉というものはあまりついていないのにところどころが少女らしい丸みを帯びている。




　いつものゴミだらけの生活空間のなかに半裸の少女が立っている。

　まるでひどい幻覚。現実感がない。




　慣れてるんだろうか。ならいいんだろうか。いやよくないだろ。

　と思いつつ肩に両手を置くと……震えていた。

「……おい、震えてるぞ」

「……寒いんですよ」

　ここで凍こごえるんならとっくの昔に凍死してるわ。むしろ夏がすぎたばかりだから外で全裸で寝てもせいぜい風邪をひくくらいだ。

「じゃあ服着れば」

「残念なことに、私の服はこれしかないんです。だから汚されると困るんですよ。着たままがいいのでしたら服の代金をいただくことになりますが」

「そういうことじゃなくって……」

　俺はそこらへんにあった毛布を麻友に放ほうり投げた。

「寝ろ。俺は明日早いから寝る。騒いで起こしてみろ、即叩たたき出すからな」

「……くさいです」

「文句言うな。家なき子」

　ソファベッドに寝転がってうしろを見ないようにした。

　しばらく寝たふりをしていると、背中に「ごめんなさい」と小さく声をかけられ、襖が開いて閉まる音がした。

「ありがとうございます」じゃないのか。どっちでもいいけど。




　なにか忘れてる気がしたけどそのまま寝た。
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　朝の四時にセットしておいた携帯電話のタイマーが鳴った。

　まずは習慣になっている目覚めの一服。枕まくらもとの紙箱とライターを探って火をつけた。

　腹が減りすぎて頭がくらくらする。

　秋になったばかりだがさすがに外はまだ暗い。ゴミの散らばる床を勘を頼りに歩いてトイレへ行った。用を足し、洗面所の鏡に向かう。ヒゲはなかなか伸びないほうだから目立たないかぎり放置。

　なに食べようか、と思いながらリビングに戻ると、和室の襖ふすまが小さく開き、

「おはようございます」

　と、三つ指ついた麻ま友ゆが顔を出した。

「うぉっ」

　少しびびった。

　家出少女を連れ込んでることなんてすっかり忘れてた。そして弁当食うのも忘れてた。どうりで腹が減ってるわけだ。

　ゴミ袋と一体化しかけていたコンビニの袋の中から、すっかり冷えきった唐揚げ弁当を取り出した。

　朝から油ものね……。腹減ってるからいっか。

　弁当を食べていると横からの視線を感じた。

「……腹減ったの？」

「いえ、朝から脂っこいもの食べてよく平気ですね、と」

「ほっとけ」

　こいつはメシはどうするんだろう。昨日は食べたと言ってたが。

「ほれ」

　唐揚げを箸はしでつまんで目の前に持っていった。

「なんの儀式ですか？」

「ちげーよ、口開けろ。あーんだ、あーん」

　小さく口を開けたままにしていたから無理やりねじ込んでやった。

「朝から脂っこいもの食べて平気なんだな」

「……あなたが食べさせたんじゃないですか」

　むぐむぐと嚙かんで飲み込んでから麻友はぼそっとつぶやいた。

　弁当を食べ終えた俺はゴミ袋と融ゆう合ごうしかけているバッグを拾い上げた。バッグの中から鍵かぎ束たばを取り出し、その中のひとつを麻友に向かって放り投げた。












「帰るんなら鍵かけていけよ。かけたら新聞受けから放ほうり込んでおけ。もし腹減ったんならそこの段ボール箱の中にカップ麺めん入ってるから。家の中のものなら勝手に使っていいぞ」

「はぁ」

　聞いているのか聞いていないのかわからない返事をする麻友。

　俺はそのままアパートに麻友を残しバイトに出かけることにした。

　まだ名前しか知らない少女を部屋の中に残すのは、どう考えても無用心なことだ。残した俺が考えることじゃないかもしれんが。

　だけど俺の部屋の中には貴重なものなんてほとんどなかったりする。通帳も財布も常に持ち歩いている。自衛のため、というよりただ面倒くさいから。つか持ち歩くのも面倒くさい。ありとあらゆることが面倒くさい。




　そう面倒だ。

　生きるのは面倒だ。

　働かないと食っていけない。

　食わないと生きていけない。

　他人を助けないと生きていけない。

　他人を見捨てないと生きていけない。

　全部面倒くさいことだ。

　意味なんて聞かれてもきっとないと答え、将来になんの結果も残さないようなバイトを繰り返して、ただ生きている。







　今日は早朝から倉庫で働く予定だ。終わったら適当に昼飯食べて時間をつぶして、そしてドラッグストアのバイトにも行く。生きるための必要最低限しか働きたくない。だから働いている日なんて週に半分くらいだ。

　職場につけば適当に挨あい拶さつをして適当に仕事をする。

「ねー、比ひ良らくん比良くん、これからあそぼーよ」

　ドラッグストアでの仕事の休きゆう憩けい中ちゆう、俺と同じシフトで配属された本ほん田ださんが話しかけてきた。明るく人懐っこい女子短大生。麻友とはまったく違うタイプだ。

　そして俺はこういうタイプが苦手だ。

　悪意もなくこっちが来てほしくない境界に入って来るから。

　俺は誰だれとも深く関わりたくない。

「今日はちょっと……用事あるんで」

　用事があるというか、部屋に残してきた麻友のことが気になる。盗まれるものなんてなにひとつないが、やはり自分の部屋に誰かがいるままというのは落ち着かない。

「えー、なんかいっつもそうじゃん。顔いいのに付き合い悪いなんてもったいないよ？　お金ないなら比良くんち遊びに行こうか？」

「それは本当に勘弁してください。足の踏み場ないですよ、うち」

「あはは、先月に出し忘れたゴミ袋があるとか？」

「まぁ、半年前のがたぶん」

　明るい笑顔を振りまいていたはずの本田さんの顔が凍りつき、急に真ま面じ目めなものになった。

「……比良くん、うち、食品も扱ってるの知ってるよね……？」

「薬もあるでしょう。完かん璧ぺきです」

　なにかに誘われるどころか「さっさと部屋帰ってそれ捨ててきなさい！」と仕事もそこそこに追い出されてしまった。ラッキー、……と言っていいものやら。





　　　❖◇❖






　ほんの少し早い時間だが、俺はアパートに戻ることができた。

　ちょうど午後四時。この季節だとまだ昼間と同じ明るさだ。なのに外から見ても俺の部屋に誰かいるのはわかった。

　なぜなら狭い窓が開いて洗濯物が揺れていたから。あそこに洗濯物が干されるなんていつぶりだ。もしかしたら初めてかも。

　それよりまだ帰ってないのか。

　俺はアパートの階段を上って自分の部屋の扉を開けた。

「……おーい、まだいるのか……」

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　帰った瞬間の第一声。どこのメイドだ、おまえは。

「ご主人様じゃねーし」

　しかも部屋の中がやたらきれいになっていた。玄関からキッチンまではゴミの山が積まれていたはずなのになくなっている。ひさしぶりに磨かれた床を見た。

　全部はさすがに無理だったのか、整理されているのはキッチン周辺だけだ。和室のほうはよく見てないがほとんどそのままだ。自分が寝泊まりしているのはそっちなんだからそっちをすればいいのに。

「ところでご主人様」

「だからご主人様じゃねーって。俺は」

　そこまで言ってまだ名前を教えてないことに気づいた。

「比良克かつ樹き。好きに呼んでいい」

「ご主人様」

「いや、ご主人様はやめろ」

　しつこい。

「好きに呼んでいいって言ったのに……」

　麻友は小さく口をとがらせてすねた。本当に呼びたかったのか？

「名前で呼べ、名前で」

「それでは克樹さん」

「お、おう」

　よりにもよって下の名前か。普通、苗みよう字じじゃないのか。好きに呼べって言ったのは俺だが。

「どうやらこの家にはカップ麺とビールとお米以外の食料はないようですね。克樹さんのお身体からだのことを考えると心配で心配で、やはり若いといっても炭水化物と脂質だけではいつか倒れてしまいます。いえ今朝は唐揚げ弁当というたんぱく質も摂取できるものでしたがやはり野菜、ミネラルが圧倒的に不足しており」

「結論から言え」

「金を出せ。いえ、お金を少々いただきたいのですが」

「……いくら？」

「そうですね、多ければ多いほど個人的にはうれしいのですが……一○○○円ほどでどうでしょうか」

　意外と少なかった。

　掃除の報ほう酬しゆうとしてもっと要求されるかと思ったのに。

　俺は財布から一○○○円札を取り出し、麻友に渡した。麻友はそれを丁てい寧ねいに折り畳み、ポケットの中へと差し込んだ。

「それではお留守番よろしくお願いしますね」

「あー、うん、いってらっしゃい……」

　帰ってくるつもりなんだな、と複雑な気分で見送った。

　三○分ほどすぎたころに麻友は近所のスーパーの袋を持って帰ってきた。

「おかえり」

　帰ってきたから一応声をかけておいた。

「………………ただいま、です」

　ためらいがちに言われた。そりゃ自分の家じゃないから慣れないか。

「これお釣りです。それではすぐできますから待っててくださいねー」

　麻友はどこかから取り出したエプロンをつけて……どこにあったんだ？　磨かれたばかりのキッチンで料理を始めた。

　なにかの歌を口ずさみながら野菜を切る麻友のうしろ姿。エプロンの紐ひもがなにかの生き物のようにぴょんぴょんはねている。コトコトと音を立てて煮えている鍋なべ。

　どれもなじみがなさすぎて、落ち着かない。

　そっと煙草たばこに手を伸ばしたら……。

「ダメですよ」

　振り向いてもいない麻友に言われた。

「料理中に煙草なんか吸われたら材料に煙草の匂においが染みちゃいます」

「……あー、うん」

　煙草で心を落ち着かせることもできない。

　……つか、なんでわかったの？

　時計の長い針が一周もしないうちに麻友は料理を終えた。俺自身はその三倍以上は過ごしたような気がしていたが。

　小さなちゃぶ台の上に並ぶ、味み噌そ汁しるに肉じゃがという俺にとっては豪ごう勢せいな夕飯。

「ごはんも炊いてますからねー」

　しばらく使っていなかった茶ちや碗わんに真っ白な飯が盛られて俺の前に置かれた。

　箸はしでじゃがいもをつまんで口に入れると、うまかった。

　麻友も俺の向かいに座ってにこにこと箸を動かしている。なんでうれしそうなの？

　いつもの俺ならコンビニ弁当とビールとつまみで夕飯をすませてしまうから、夕飯と煙草だけでも一○○○円は超えてしまう。

　おまけに掃除までしてくれるならこいつがいてもいいのかもしれない。

　……んなわけないか。

「ごちそーさまっと。じゃあ食べ終わったし……警察行くか」

「ええ……っ!?」

　茶碗を空にしての俺の言葉に、麻友は口に手をあてて目を見開いた。まるで末期の癌がんか世界の終わりでも告げられたような顔。なぜそんなにショック受ける必要がある。

「捜そう索さく願ねがいとか出てるんじゃないのか」

「あ、その心配はいりませんから」

　だから大丈夫ですよ、ね？　と言わんばかりに麻友はほほえんだ。

「まぁ、いろいろ事情はあるのかもしれないけど……」

　突っ込んで聞くのも面倒くさかった。

　それに俺だって家出じゃないけど似たようなものだ。

「お邪魔ですか？」

「べつに」

　むしろ掃除をやってくれたのはありがたい。

　調子に乗りそうだから絶対に言わんが。

「よく知らんが、帰りたくないなら帰りたくないでどっかに保護してもらったほうがいいんじゃないのか？」

「じつはですね……私の母は天使なんです。一○○○年にわたる天魔戦争を経て、天界の姫である母と魔界の王が結婚することで戦いくさは鎮まりました。ですが人間界に封じ込められた邪神が復活してしまうので、選ばれた戦士として私が」

「そういうのいいから」

「そうですか？　このあと文庫本一○冊くらいの超スペクタクルドラマが始まりますのに」

　やがては映画化です、と拳こぶしを握りしめて麻友は熱く語った。

　えーっと……そういう話だったっけ？

「ですが、いつまでもお世話になるわけにはいきませんし……昨晩から一週間、今日から六日でどうでしょう。一週間、克樹さんのお世話をします。お掃除から食事の用意まで、もちろん望むのでしたら夜のお世話も」

「震えてたくせに」

「あれは寒かったからです」

　まだ言うか。

「まぁ一週間くらいなら」

　自分から連れ込んで追い出すのも気がひけたが、いろいろ首を突っ込んで世話するのも面倒くさかった。

「ありがとうございます。それでは食べ終わりましたことですし、さっそくしっぽり大人の時間を……」

「食器洗え！　風ふ呂ろ掃除！　それから寝ろ！」

「えええー……ご主人様、横暴すぎます……」

　横暴と文句をつけられてしまったが、麻友は俺が言うとおりに食器を洗い、風呂場に向かった。ブラシをこする音とシャワーで浴よく槽そうを流す音が聞こえてくる。

　そして俺は食後の煙草をのんびりと吸った。

　風呂場から戻ってきた麻友はまだ片づけきれていないキッチン周辺を掃除し始めた。

　俺の背後でちょこちょこと働いている昨晩までは赤の他人だった少女と、寝転がりながらぼーっと煙草を吸ってる俺。

　……あれ、なんか俺ってクズじゃね？

　なにか手伝ったほうがいいんだろうか。面倒くさいけど。

「克樹さん。お風呂沸きましたよ、どうぞ」

「あ、ああ……」

　にこにこと麻友がタオルを差し出すものだから、俺はそのまま風呂場に向かった。

　いつもはシャワーですませているから浴槽にお湯をためるのはひさしぶりだ。

　……掃除したのも何ヵ月ぶりなんだろう。相当汚かったはずだろうに。

　まるで他人の部屋に来てしまったかのように落ち着かない。

　面倒なことなんてなにひとつないはずなのに、面倒くさい。

　なんでだ。

「おまえも入れよ」

　風呂からあがって、なぜか和室の布団の上で正座をしている麻友に声をかけた。電気はどこの部屋もついていなかった。

「眠らずに待っててくださいね？」

「いや、寝るし。明日超早いし。おやすみ」

　キッチンのソファベッドを開いて俺は毛布を頭まで被かぶった。

　昨日と同じようにとくに手を出されることもなく、背後の気配は足音も立てずに風呂場に向かった。

　本当に早いから寝るか。

　目を閉じてできるだけ早く眠ろうと思ったのに。

　まず小さな衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。そして風呂場の扉が開く音。お湯が流れる音に、洗面器が軽くぶつかる音。

　…………。

　……落ち着かない。

　いやいや、べつにこれからなにかあるわけじゃないだろ。

　ぎゅ、と目を強く閉じると、よけいに音に集中してしまう。おかげでなにをやっているのか想像できる。

　ああ、いま髪を洗ってるな。そして流した。今度は身体か。

　昨晩見た半裸の姿や、さっき見たエプロンをつけたうしろ姿が強く思い出される。更に白く細いうなじに黒髪がはりつく姿や小さな胸のあいだを水が流れるところまで頭に浮かんできてしまい……。

「……うぁっ！」

　小さくうめいて俺は起き上がった。

　ダメだ、そんなもの想像したらますます寝られなくなる！

　羊だ、羊を数えるんだ、羊が一匹、羊が二匹……。

　二○○匹くらい数えたところで風呂場の扉が開く音が聞こえた。ひた、ひた、と裸足はだしで歩く音が響く。気配は襖の前で止まり、静かに中に入っていった。

　俺は勝手に飲み込んでいた息をゆっくりと吐き出した。




　一週間、正確にはあと六日か。

　……慣れれば大丈夫だろうか。




　なんて思ってたら襖が開く音がした。とたんに、どっ、どっ、と痛いくらいに動き出す心臓。気づかれないように息をひそめるのに必死だった。

　トイレか？　トイレだよな？

「……隣、寝てもいいですか？」

　布団らしきものをひきずる音と一緒に麻友は眠っているはずの俺の背中に聞いた。

「……襲わないなら」

「襲うとしたら克樹さんのほうでしょう」

　いや、どう考えてもおまえのほうだろ。

　でも口ではいろいろ言ってるけどこいつは夜よ這ばいなんてできる性格じゃないと思う。

　さっき想像してしまった風呂場の姿は無理やり頭の中から追い出した。

　麻友は和室から持ってきた布団をソファベッドの隣に敷き、俺の隣に寝た。さっきよりも近くにいるはずなのに、俺の心臓は平常と同じように動きだしていた。

「克樹さんはどうしてひとり暮らししてるんですか？」

　毛布の向こうから小さく声をかけられた。

「どうしてって……とくに理由なんてないけど」

「だって克樹さん、すっごい面倒くさがりだからひとり暮らしなんて向いてませんよ」

「いろいろあるんだよ、いろいろ」

「ないって言ったくせに」

「うるせー、寝ろ」

　むぅ、なんて不満げな声のあと、麻友はためらいがちに俺に聞いた。

「……克樹さんには家族いるんですか？」

「いるさ。……いたな。親父がよその女に手出して、妊にん娠しんさせちゃって、それでいろいろ金とか必要になって……親父は女と逃げて行方不明だし、かと思えばおふくろも男作って帰ってこないし。だから大学にも行けなくなって……」

　ってなんで俺はこんな話をしてるんだ。

「……めんどくさ……」

　ごろんと横に転がった。

　またも「ごめんなさい」と背中につぶやかれた。




　それがおまえの寝る前の挨拶なの？
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　四時少し前、味み噌そ汁しるが煮える匂においで目が覚めた。

「おはようございます。昨日の残りですけど、いいですよね？」

「ん……」

　いいも悪いも俺は気が向いたときにしか食べない。

　だからトイレに行ってヒゲを剃そってきたあとにちゃぶ台の上に並べられていたら食う気分にしかなれなかった。

「たくさん食べてお仕事がんばってきてくださいね」

「お、おう……」

　山のように飯が盛られた茶ちや碗わんを受け取った。

「あ、今日は昨日より早く帰ってくるから」

　だからどうするって話でもあるが。

「はい、わかりました」

　小さく笑いながら麻ま友ゆはうなずいた。




　おまえは俺のなんなんだ。

　つか、俺は家出少女となにやってるんだ。




　むず痒がゆくて、落ち着かなくて、面倒くさい。




「いってらっしゃいませ」

　深々とお辞じ儀ぎをする麻友に見送られて俺はアパートを出た。

　こんなのがあと五日も続くのか。慣れれば大丈夫、なんて思ったが慣れそうにもない。

　なんで家出少女なんて拾ってしまったのか。

　あのとき声なんてかけるんじゃなかった。

　いままでと同じように、誰だれとも深く関わらず、適当に自分が生きるためだけの最低限の付き合いだけしておけばよかった。

　どうして俺は麻友に声をかけたんだ。




　そんなことはよく考えなくても自分がいちばんわかっていたし、考えたくもなかった。




　一週間だ、一週間。正確には今日を含めてあと五日。

　五日後には前と同じ、誰にも気を使わない面倒くさくない生活が戻ってくる。

　もし出ていきそうになかったら今度こそ追い出せばいい。





　　　❖◇❖






　午前中のバイトを終わらせてアパートに戻った。

　部屋の窓からまたも洗濯物が揺れているのが見えた。あいつ、また洗濯したのか。そんなにするものあっただろうかと思ったが、たくさんありそうだな。できるだけ見ないようにして俺はアパートの階段を上り、ドアを開けた。

「お帰りなさい、あ、な、たっ」

　ドアの向こうにはエプロン姿の麻友が立っていた。間違えた、エプロンだけつけた麻友が立っていた。

「うわああっ」

　思わずドアを閉めた。

　な、なんだったんだいまのは……。

「もー、あなたったら仕事先に忘れ物でもしたの？」

「その恰かつ好こうで出てくるな！　入る、入るから！」

　ドアを開けて平気な顔で出てこようとするから俺は麻友の肩を押して部屋へと押し込んだ。

「せっかくマンネリ化を解消しようと思いましたのに……」

「出会って三日目だろーが、なにがマンネリするってんだ。いいから服を着ろ」

「そうしたいところですが、私の服は現在外に干してまして。いえ、濡ぬれた服が肌にはりつくところを堪たん能のうしたいというのなら着ますが。あ、大丈夫ですよ、ちゃんとタオルで隠して干してますから」

　頭痛くなってきた。

「……これ着てろ」

　こめかみを押さえながら適当にズボンと長なが袖そでのシャツを取り出して麻友に渡した。

「サイズ大きいです」

「あたりまえだ」

「なるほど、彼シャツ」

「勝手に言ってろ」

　最初は清せい楚そなお嬢じよう様さまだと思ったのに、なんだこのキャラは。

「そういえば下着は？」

「一緒に干してます。もうすぐ乾くと思いますが」

「最初に着てたやつだけか……買ってこないといけないな」

　俺にはよくわからないけど生理用品とかもいるんだろうか。

「金やるから買ってこいよ」

「いいんですか？　どうせいなくなる子のですよ」

「どうせ金なんてあってもろくなことには使わねーよ」

　麻友が本当に一週間いるというのなら、下着くらい普段使っている食費なんかよりはずっと安い。絶対に言わんが。

　財布から金を出そうとして気づいた。

「……ってそういや俺も煙草たばこ切らしてたんだ。一緒に行くしかないか」

「下着なしで一緒に歩くなんてドキドキしますね」

「下着はつけろ。乾いてなくても」

「……横暴です……」





　　　❖◇❖






　俺たちはスーパーに行くために外に出た。

　シャツとジーンズの袖を大きく折り曲げて、麻友は俺の隣を楽しそうに口ずさみながら歩く。

　通りすがりの何人かが好奇の視線を投げてくる。そりゃいかにも隣の彼の服を着てますって感じだもんな。

　でもこっちは腕に絡みつこうとする麻友を追い払うのに忙しくてにらみ返すことしかできない。

　駅前のスーパーに行こうとしたら、本当に強く腕を引っぱられてしまった。

「あ、あの駅前に行くんですか？　昨日はあっちの店に行きましたし、あっちのほうが野菜も安いですよ」

　あっちと言いながら、麻友は駅前とは逆の方向を指差した。たしかにあっちにもスーパーはある。野菜が安いかどうかは普段行かないからわからん。

「あっちは下着がないだろうが」

「でも……」

　明らかにうろたえている。まるで駅前には行ってほしくないような……。

　……ああ、なるほど。

　こっちに住んでいたわけか。

　持っているものなんて段ボールの札以外なにもなかった。つまり所持金もなく遠くに行くことなんてできない。もちろん電車やタクシーに乗ることさえも。

　そんなことに気づかないふりをしたまま、俺は駅がある方向に向かった。

　俺の袖を軽くつまんだまま黙って歩く麻友。顔はずっと黒いアスファルトを見ている。さっきまでの様子が噓うそのようだ。

「ほれ、着いたぞ」

「え、ええ、そうですね」

　スーパーの前についても俺が声をかけるまで顔を上げようとしなかった。

　だけどやはり行き慣れているのか、麻友は迷うことなくまっすぐに下着売り場に向かった。財布を渡すとワゴンの中のものを見ないままつかんでレジに行き、俺のところに戻ってきた。

「いいのか、それで」

「いいんですよ。それとも黒のレースなんかがお好みだったりしますか？」

「べつに。食料買いに行くぞ」

　俺はこのスーパーで野菜なんてほとんど買ったことないから全部麻友に任せた。麻友はカゴの中に食べ物をさっさと放ほうり込んで一○分以内に買い物を終わらせた。なのに俺が出した金は二○○○円も超えてなかった。

　とくに文句はない。

　とくに文句はないんだがな。

　──期待しているなにかが起こらなくてつまらない。







　買ったものをあっという間に袋に詰め込み、麻友は俺に向かって声をかける。

「克かつ樹きさん、早く帰りましょう」

「あ、ああ」

　麻友は早歩きで出口へと向かい、俺は慌ててその姿を追った。

　だけど不意に麻友の足が止まってしまう。

　明らかに一方向を見ないようにしている。

　やっと知り合いのご登場か。できるなら声をかけてそのまま家族へと引き渡したいものだ。

　なのにいつまで経たっても麻友に声をかける人間はいなかった。

　だけどひとり、ただひとり。

　麻友と同じように、麻友がいる方向を見ないようにしている人間がいた。地味なカーディガンとスカートを着た若いような、年寄りのような、年ねん齢れい不ふ詳しようの女性。

　見ただけで麻友とはどんな関係かわかった。ふたりとも同じような動きをしているからよけいに。

　女性はこっちを見ないまま、スーパーの奥へと消えていった。

「あの人……」

「母です」

「…………」

　やっぱり。

「優しそうな人じゃないか」

「優しい人ですよ。いえ、優しくしないと他人に嫌われると思い込んでるかわいそうな人です。利用されているとわかっているにも拘かかわらず他人の言うことをほいほい聞く、そんな人です。……そう、恋人に自分の娘の身体からだをよこせと言われたらバカ正直に娘に相談に来る、そんな人なんです」

　顔も上げずに麻友は答えた。

「…………」

　捜そう索さく願ねがいはたぶん出ていないという話を思い出す。

　そして『拾ってください』と書かれた段ボール札をぶら下げていた姿も。

　麻友は俺のほうを向き、いつものようににっこり笑った。

「なーんて、全部噓です。さっきの人はただの通りすがりの主婦。私はちょっと妄もう想そう癖へきがある家なき子です。どうです、おもしろかったでしょう」

「それは……」

　おもしろかったと言ってほしいのか？

　それともつまらないとでも。

　なんと答えればいいのかわからないまま俺たちはアパートに戻った。




　ああ、本当に面倒くさい。





　　　❖◇❖






　家に帰ってすぐに麻友はキッチンに立った。

　歌を口ずさむことなく無言で包丁を動かす様は少し怖かった。

　そしてあっという間に並ぶ今日の昼飯。チキンカツにサラダ、味噌汁に玉子焼きと、どこかの定食みたいだ。

　黙ってちゃぶ台の前に座るとやっと麻友は口を開いた。

「……克樹さん、わざと駅前に行ったでしょう？」

「さぁ、なんのことだ？　早く食べないと冷めるぞ」

　一口サイズに切られたチキンカツをつまんで口に入れた。やっぱり揚げ物はできたてがいちばんうまいな。熱いが。

「あなたのせいで傷つきました。なぐさめてもらわないと癒いえそうにありません」

　俺は自分の皿に乗った玉子焼きをひとつ向こうの皿に乗せた。

「そうじゃなくてですね」

　もうひとつ乗せてみた。

「そうじゃなくてですね？」

「なんだ、まだいるのか。わがままだな」

「…………」

　やけになったのか玉子焼き全部取られてしまった。一口も食べてないのに。

「じゃあ、なにやればいいんだよ。ほかのはやらんぞ」

「違いますよ、行動で示したらどうですか」

「行動って？」

　本当になにやればいいんだ。チキンカツか。さすがにそれはな。

「キスとか、キスとか、キスですよ。はいキースキースキースキース」

　手拍子でも叩たたきそうな口調だ。

「なんて色気のないねだり方だ……」

「ぶちゅーっていっちゃいましょうよ、男なら」

「うるせー、黙れ、これでもくらえ」

　これ以上しゃべらせたくもなかったから俺は本当にキスしてやった。

　口が開いたまんまになっていたからついでに舌も入れて。初めて触れる麻友の内側の部分。口こう腔こうの粘ねん膜まくの感かん触しよくがぬるりと心地いい。どうすればいいのかなんてわからなかったけど、舌を絡からめ取ったり、頰ほほの肉を軽く嚙かんだりした。

　どうせ向こうはやり方なんてわかんねーよ。

　なのに同じように俺の舌に絡めてこようとしたり、こっちの舌を軽く嚙んだり、一いつ生しよう懸けん命めい麻友は応こたえようとしていた。

　息をすることも忘れしばらく貪むさぼり合あい、そして離れた。

　離れたとたん、俺たちはバッと反対側を向いた。

「……煙草たばこ臭いです、気持ち悪いー……」

「こっちだって玉子焼きの味しかしなかったぞ。いろんなロマンを返せ、このやろ」

「ロマンってなんですか。おっぱいですか？　おっぱいのことですか？　巨乳系多かったですね。そんなに脂し肪ぼうの塊かたまりにロマンを感じるんですか？」

「ああ？　なんでおまえいきなりそんなこと言い……って見たな!?　人の本勝手に！」

　ゴミの山に埋もれて行方不明になったから存在なんてすっかり忘れていたのに。

「この部屋のものなら勝手に使っていいって言ったのはそっちじゃないですか。あー、つまり克樹さん、ああいう本の知識しかないから私に手を出さないんですね？　この童貞野郎」

「うるせー、決めつけんな処女」

「じゃあ証明してくださいよ、童貞じゃないって。いますぐ。ほら。経けい験けん豊ほう富ふなところを見せてくださいよ、童貞」

「そんなに言うなら見せてやるよ」

　麻友の肩をつかんで開いたままになっていたソファベッドに押し倒した。ぎ、と中身のパイプが悲鳴をあげた。

　抵抗はなかった。

　じ、と黒くまっすぐな目が俺をにらみつけるわけでもなく、ただ見ていた。

「……どうしたんですか、証明するんでしょう」

「いや……だってなんでこんな下手な挑ちよう発はつしたの」

　なんとなくノリで押し倒してしまったが続きをやる気はなかった。

　麻友なりの誘いを避け続けた意地もある。深く関わればもっと面倒くさいことになるのもわかってる。

　ただ理由だけは面倒くさくても聞いておきたかった。

「血がつながってないのなら、身体をつなげたら家族になれるって言われたんです」

　ぽつ、と麻友はつぶやいた。

「身体をつなぐことでしか家族になれないんなら、私は自分で家族を選びたい、そう思ったんです。いけないですか？」

「選びたいんならコンビニの前であんなことするなよ」

「あのときは本当に誰でもよかったんです。処女じゃなくなればあの人の興味もなくなるかもと思いまして。でもいまは」

「いまは？」

「……さぁ？」

　答えそうにもなかったからもう一度軽くキスをした。

　選びたいんなら選ばせてやるよ。

　面倒くさくなる？

　知るか。

「……あの」

　シャツの上から麻友の身体に触れたら、小さく声をかけられた。

「なんだよ。いまさら止めねーぞ」

「カーテンと窓くらいは……閉めてください」

「……わがままなやつ」

　だけど言われたとおりに一度立ち上がり、カーテンと窓を閉めた。遮しや光こうカーテンだから閉めれば夜のように、とは言わないがそれなりに暗くなる。まだ暑いからクーラーのスイッチも忘れずに入れた。ただし古いものだから効果は期待できない。

　薄い光のなかで、ソファベッドに仰あお向けになっている麻友。ぶかぶかのシャツがめくれて白い腰が見えている。

　吸い込まれるように手を差し入れると、少しだけ硬くなっている胸の頂きに爪つめ先さきが触れた。

「……んっ」

「おい、ブラ……」

「だって濡れてるの気持ち悪いじゃないですか」

　ぜんぜん気づかなかった。

　ノーブラというものはもっと胸のかたちがわかりそうな……。

「……そう、だよな……かわいそうに……」

「なんで哀あわれむんですか！　撤てつ回かいしてください！」

　まさか下も穿はいてないんじゃないだろうか。

　ズボンに手を差し込むと湿し気けてるくせに人肌に温ぬくもってる布き地じに触れた。これはたしかに気持ち悪い。

「すごいな……洗濯したあとみたいに濡れている。まだキスしかしてないのに」

「みたいじゃなくてそのとおりでしょう」

「そうだっけ」

　シャツの中に入れたままの手をさらに差し入れ、小さな胸を押さえ込んだ。予想どおりと言うべきか、全部手のひらで覆おおい込めてしまう。触れただけでもその肌はしっとりと吸いついてきて、ああ女の子ってこんなすべすべしてるんだなって的外れなことを思ってしまう。力をわずかに込めれば、ふに、と温かく柔らかいものを押し潰つぶす感触が伝わった。

「……んっ…………！」

　揉もむどころか柔やわく押し込んでるだけなのに、麻友は指をぐっと握り込み、声をこぼさないように唇を嚙みしめてた。

　なんかつまらない。












　胸の突起をおもいきりつまんで揉みつぶした。

「ひぁっ、んんっ」

　白い腰を跳ね上がらせて反応する麻友。その反応を見ながら俺は肉の塊を指の腹でくにくにとはさんで転がす。

「あ、あ、あ、ふぁうぁ……っ」

　刺激を与えるたびに麻友の唇から戸惑うような声がこぼれる。

　戸惑っているのはなにに対してか、身体に走る未知の感覚か、それとも俺が触れていること？

　触れればささやかな弾力を感じさせる乳房。その肉を手のひらで押し込みながら乳首を指の腹で転がす。力を入れすぎれば壊れてしまうかと思ったのに、指で刺激を与えるほどにその屹きつ立りつはぷっくりと張り詰める。

　続けて乳肉の頂きに爪先を強く食い込ませた。

「ふぁっ、もっ、もっと、……んんっ、優しくっ、ひぁっ、して、くださっ」

「善ぜん処しよするかもしれない」

「なんですかその曖あい昧まいなっ、んっ！」

　楽しい。

　いつもは振り回されてるような気がしてるぶん、楽しい。

　胸の膨ふくらみを手の腹全体でこねるように押す。小さいから感触なんて楽しめないと思っていたらむしろ逆で、少女の肉体というものを純粋に感じさせる柔らかさ、そして弾力の塊がかたちを変える様子が感じ取れて、おもしろい。

　なによりも。

「ん、んっ…………は、……あぅ……」

　いつもは面倒くさいことしか口にしない麻友が熱い吐息をこぼし、甘い声を漏らし、瞳ひとみに涙を溜ためてこっちを呆ほうけた目で見つめていることが……。




　気持ちいい。




「あの……なんでそんなに胸ばっかり……」

「育つかなって思って」

「揉んでいきなり育ったら苦労しませんよ……」

　ふ、とどこか遠い目になる麻友。

「……苦労したんだな……かわいそうに……」

「だから哀れまないでください！」

「あー……」

　なにか言い返そうとしたが面倒くさくなった。

　いまはそれよりも、もっと別の姿が見たい。

　麻友が穿いているズボンのチャックを下ろし、手をさっきよりも深く差し込んだ。

「……ひぅっ」

「濡れてるぞ」

「……洗濯したあとですから」

「本当に？」

　どう考えても中指と人差し指に触れる湿り気はほかとは違う。どこか胸の膨ふくらみに似た股こ間かん部ぶの肉の割れ目を指でそっとなぞった。

「あっ……あぅ……」

　布地の上から中指の関節をぐ、と食い込ませて擦こすりつけた。

「んんっ、あっ」

　麻友の腰がびくっと跳ねた。じわ、と下着のあいだから漏れる水気の量も増えた気がする。なによりも熱を感じる。むわりといまにも匂いたちそうな湿気の中の熱を。

「ふむ」

「なにが、ふむなんですかっ」

「べつに」

　良さそうだなと思って。

　言ったら面倒くさいことになるから言わない。

　そのまま薄い溝みぞを撫なで上げるように擦り、布地の上から敏びん感かんな肉を強く押し込んだ。

「んっ、ああっ……はぁ……」

　内うち腿ももが緊張と不安で震えているくせに、腰が浮かんで指に強く花か芯しんが擦りつけられる。たぶん麻友は意識していない。

　薄い溝を上へとなぞると肉の震えも増したような気がする。割れ目の先端を指の腹で潰すように押した。

「ひっ、んんっ！　……ふぁあ……」

　布地の上からもわかるくらい硬くなった肉を、指の腹でこりこりと転がした。布地に染みる蜜みつの量がじゅぷりと増えた。

「洗濯したばっかなのにな」

「あっ、あなたがそのまま触るからっ！」

「え、直接触ってほしかった？」

　手をショーツの中へと差し込んだ。直接触れるせいか熱や湿気をより感じる。火傷やけどしそう、とまでは思わないが、熱のせいで鼓こ動どうが速くなってしまいそうだと思った。濡れた肉が指先に直接触れた。

「やっ！　っだ……そこっ……ふぁああぅっ」

　いままでよりもずっと強い反応を示す麻友。荒い息をはぁはぁと吐きながらソファベッドのそばに落ちていたタオルケットをつかむ姿。

　でもまだ余裕はありそうだ。

　割れ目の奥に指を這はわせると、ひくつく粘膜が指の先に触れた。だからもっと差し入れて指を擦りつけた。

「……ひぁ……んんっ」

　麻友は瞼まぶたをきゅっと閉じて耐えていた。

　濡れた肉の中で指の関節を折り曲げたり、曲げた関節を押し当てるたびに麻友の腰は小さく跳ね、指に秘肉と蜜がとろとろと絡みついた。

　熱を感じる。匂いは……わからないけれどもどことなく甘酸っぱいものが鼻び腔こうをかすめたような気さえする。

　は、は、と熱い吐息をこぼす麻友の唇は唾だ液えきで濡れて、艶つやを帯びていた。

　とろんと揺れる瞳。俺の知らないなにかの感覚を麻友は感じている。それは顔を見ただけではっきりとわかった。

「……どう？」

「……さ、さぁ……」

　なのにこの期におよんで麻友はとぼけようとする。

「じゃあ、これは？」

　いままで一本しか挿し込んでなかった指を三本に増やし、指の出し入れを速めた。質量が増えたせいで狭い秘所の肉の感触をより感じる。奥から溢あふれてくる水気が指にねとりと纏まとわりついた。

「やぁ……っ！　は、あっ、あ、あぁっ、ふぁっ、……ンッあうっ」

　絶え間なく嬌きよう声せいをこぼす麻友に俺はもう一度聞いた。

「いい？　悪い？」

「そ、んなの……っ、んんっ」

　聞かなくてもわかるくせに、と生理的な涙で潤うるんだ瞳がにらみつけてきた。

「まぁいいや」

　俺は麻友の濡れた肉をひたすらにかき回した。

「ひぁっ！　……だ、……やぁ、だっ！　もっ、ああ、あっ」

　手を前後に動かせば動かすほどにぬちぬちとはっきりとした水音が湧わき立つ。そのいやらしい音はこの場の状況なんてほとんど考えることなく、俺の頭を熱くする。興奮させる。

　濡れそぼった花芯を愛しながらも、俺は空いているもう片方の手で麻友が着ているシャツをたくし上げた。

　白く小さい乳房がぽろっとこぼれた。

　仰向けに寝ているのに淡い桃色の乳首がピンと立っている。柔らかさはさっきさんざん触ったから知っている。手のひらに吸いつくようなみずみずしい肌の感触も。

　あらためて、胸の突起を親指でゆっくりと、ただし強く潰した。

「あ、あっ、んんっ！　克樹、さ……そん、な、……やあっ！」

　白い腰をびくびくと跳ねさせて麻友は啼ないた。指に絡みつく秘肉の震えも、熱も、さっきよりずっと増えていた。

　やり方がこれでいいかなんてちっともわからない。

　……だけど、もっと俺の手で翻ほん弄ろうされる麻友の姿が見たい。

　小さな乳房をこねるように潰し、花芯の粘膜を指でいたぶり、気が向くままに手を動かした。

　面倒くさいことなんて、もう忘れた。

「あ、あっあっ、ふぁ、……やぁんぅぅ！　もっ、ダメ、です……っ！　んんんんっ！」

　麻友の腰が強く跳ね、きゅうっと花弁が指を包む。次の瞬間、麻友は糸が切れた操り人形のように力なく身体をくたりと投げ出していた。

　イったか。

「気持ちよかった？」

「……ばか……」

　は、と熱い息をこぼしながら涙目で俺をにらみ上げる麻友。頰は紅を帯び、唇は唾液で濡れている。

　ちっとも怖くなんかない。……というか、ずく、と下半身に響くなにかがあった。

「……あの……」

　不安と期待が入り混じった目で麻友はつぶやいた。

「ああ」

　こんなのは身体をつなげたとは言えない。

　まだ選ばれてなんかいない。

　サイズがまったく合っていない麻友のズボンを引っぱって脱がし、ついでに初日に見たブラと同じ色のショーツを脚あしから脱がせた。

「……ちょ、ちょっと待ってくだ……」

「待たない」

　膝ひざを折りたたませて胸のほうへと押しつけた。

「あ……あの……ほんとに……」

　顔を赤くしてなにかをもごもごと訴えてきた。

　恥ずかしいんだろうな。

　だけどそんなことには気づかないふりをする。面倒くさいから。

「…………」

　とうとう麻友の口から言葉が漏れなくなった。

　シャツを鎖骨までたくし上げられ、膝を折りたたんだままの格好でこちらに濡れた下腹部を見せつける麻友の姿。くち、とわずかな水音がした。

　頰を赤く染めた麻友がこっちを見ながら唇をきゅっと嚙んだ。

　そんなものを見ればいろんなことを本当に忘れてしまいそうになる。

　俺はソファに身体を横たえたままの麻友に覆おおい被かぶさった。ぎち、とソファベッドがふたりぶんの重みに強い悲鳴をあげた。




　唾つばを呑のみ込む白い喉のど。

　じっとりとにじんだ汗で前髪が張りつく額。




　俺はその前髪を指で払いながら聞いた。

「本当に身体をつなげたら家族になれるって思ってるのか？」

「……そんな簡単にいくのなら世の中難しくありません」

「だよな」

　俺はこれ以上しゃべらせない、しゃべらないために、麻友と唇を重ねた。

　なら、これはなんのために？

　瞼を閉じる前の麻友の目がそう聞いたような気がした。




　……これはただの傷の舐なめ合いだ。




　次に残るものなんてきっとなにもない。

　一週間すぎたら、今日から四日すぎれば、元のひとりきりの生活が戻ってくる。

　少なくとも俺にとっては。




　俺自身を麻友の敏感な場所に押し当て、ゆっくりと押し進んだ。

「く、ぅっ……！」

　狭い。そんなことは小柄な麻友の身体のことを考えればわかること。

　このまま無理やり押し進んで、麻友のことなんて考えずにひたすらに腰を動かして性欲を発散させたい。そう本能が訴えていた。

「克樹、さ……」

　なにかに耐えながら俺の名前を呼ぶ麻友。

　俺も唇を嚙みながら耐え、腰を進めると、自身の先端に柔らかい粘膜が触れた。

「我慢、しろよ」

　勢いをつけて一気に突いた。

　び、となにかを裂く感触が伝わった。

　その瞬間。

「え、ええっ、ふぇえ？　……いっっ！　いっったぁあ──いっっ!!　いたい、いたいいたいいたいっ！　もう無理ですってば！　やだっもー、ばかっいたいっ！　ばかばかばか！　ひどい、克樹さんもっと優しくしてっ……いっ………………たぁー…………」

　ぎゃあぎゃあと色気もなく麻友は叫んだ。叫んだ直後にスタミナを使いきったかのようにくたりと首を落とした。

「処女失った直後にそれだけ暴れればなぁ」

「……ひどいです、こういうときってもっと甘く優しくしてもらえるものだって思ってました……」

「や、早めにやったほうが痛みも少ないって……書いてあったから」

　半年前になくしたエロ本に。教訓、つまり百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず？

「……いろんなロマン返してくださいぃ～……」

　しくしくと麻友は泣いた。処女を奪われたことより想像どおりのなにかじゃなかったことに。

「たぶん半分以上おまえが悪い」

　それにロマンで言ったらついさっき俺も奪われた。

「動くから力抜けよ」

「むっ、無理、です……んっ……いたぁ……」

　麻友は眉み間けんに皺しわを寄せ、唇を震わせながら抗議した。その傷ついた小動物のような様を見ると、ひどくしたいなんてさすがの俺も思わない。

　仕方ないから小さく腰を動かす。敏感な個か所しよをこれ以上傷つけないように小さく小さく、少しずつ。優しさというより哀れみのようなものを抱きながら。

「んっ……ふぁ……ん、ん、……あ、あっ、……んく、あうっ」

　本当に痛そうだった麻友の顔が火ほ照てり、声も甘く蕩とろけたものに変わっていく。

　肉の締めつけが緩ゆるみ、奥のほうからとろりと蜜があふれる。

　俺は自分の猛たけりを一度入り口まで引き抜くと、一気に中へと押し込んだ。

「っあっ、ふぁ、あ、ンッ！　あぁぁっ」

　白い喉を仰のけ反ぞらせて麻友は啼いた。

　構わずに行動を繰り返す。

　ぐちゅぐちゅと結合部から漏れる水音が、夏の熱気に蒸らされた部屋の中に響いた。

　暑い。

　ちくしょう、やっぱりクーラー効いてねえ。

「ああ、あっ、かつき、さっ、……んんっ、あ、あ」

　動くのに充分な潤滑油はあふれているけれど、やはり麻友の中は狭くて小さい。傷ついたばかりの粘膜がきついほどに俺自身を締め上げてくる。ひどくはしたくない。だけど俺も気持ちよくなりたい。粘膜と粘膜をこすり合わせる本能的な行動に没したい。

　小さな麻友の身体を犯すために、その膝裏を抱えてより強く押し込んだ。

「やっ、だぁっ、んんっ！　や、あ、ああ、……ふ、ぁ……っ」

　腰を動かすたびに聞こえる麻友の嬌声。

「克樹、さ……」

　絶え間に呼ぶ俺の名前。

　涙で潤んで焦点の合わない瞳が俺を見上げていた。

　額に浮かぶ汗は暑いからか、それとも身体にくすぶる熱のせいかはわからない。

「ふぁ、あ、あぁっ、も、だめっ、……イク、イっちゃいます……！　あ、あ、ああっ、んんっ、ああぁ…ぁ…っ！」

　白い喉を大きく仰け反らせ、汗が浮かぶ腹をふるふると跳ねさせ、麻友は限界を迎えたことを全身で示した。

　肉の収しゆう縮しゆくに全部搾しぼり取とられるような気がして、俺は自身を引き抜いた。ずるんと抜けたそれは、麻友の腹の上に白濁とした液体をぶちまける。

「……あ……」

　無意識なのか、麻友は名残惜しそうに白液の一部を指で撫でつけた。

　おぼろげな視線のまま頰を染め、濡れた肌を熱くさせ、息を荒らげたまま俺のソファベッドに横たわる黒髪の少女。

　穢けがしてしまったことに今更ながらに罪悪感を抱き、俺はうしろを向いてしまう。

「……克樹さん……あの……」

　そんな俺の背中に弱々しい声がかけられた。

「な、なに？」

「……おかず、ラップかけて冷蔵庫に入れてください……」

　傷んじゃいます、なんて言ったまま麻友は頭をことりと落とした。すぅすぅと気持ち良さそうな寝息までたてて。

「……なんて色気のない」

　まぁ、しかし、べつにいいか。

　遺言のとおりに食べかけの昼飯にラップをかけて冷蔵庫に入れてやった。シャツを首にひっかけてほぼ全裸のまま眠り続ける麻友の身体には毛布をかけた。

「安らかに眠れよ」

　聞いていたら張り倒されそうだが本当に寝ているからそれもなかった。

　ついでに窓を開けてどこか湿っぽい空気と熱を追い出し、煙草を取り出した。

「……さて」

　結局、深く関わってしまった。

　最初に出会ったときに追い払ったハゲ親父のことを笑えない。

「……身体をつなげたくらいで赤の他人と家族になれるんなら苦労はしねーよ」

　聞いていないのはわかっているはずなのに、俺は吐き捨てるようにつぶやいていた。

　血のつながりがある本当の家族でさえ離れていくっていうのに、赤の他人が家族だなんて面倒くさいこともすべて引き受けてくれる存在になってくれるわけがない。




　できるとしたら──それは傷の舐め合いだけ。







　夕方もすぎ、空が藍あい色いろに変わり始めた頃ころに麻友は身体をのろのろと起こした。

「身体べたべたします……シャワー浴びていいですか……」

「どぞ」

　床に放り投げたままのズボンを拾い、ゆっくりと、ときたま身体をひきずるように麻友は風呂場へ歩いた。麻友にとっては大きなサイズのシャツの裾すそから白い脚が伸び、さっきさんざん抱えていた膝の裏が見えた。あわてて目を背そむけた。

　あいつが風呂に入ってるあいだに冷蔵庫のチキンカツを取り出して電子レンジで温めた。鍋なべに戻しておいた味噌汁にも火を入れた。

　風呂場から戻った麻友がちゃぶ台に並んでいるおかずを見て「うわぁ……」と小さな声を漏らした。喜びとか感心のような感情とは真逆の声だった。なんつーか、うわぁ、ものすごく珍しいもの見てしまいました、気持ち悪いです、とでも言いたげな。

「ものすごく珍しいもの見てしまいました、気持ち悪いです」

「本当に言うなよ、おまえはさ！　……いいや、飯食おう」

　そして俺たちは昼食兼夕食をもそもそと食べ始めた。

「……そういやパンツは？」

「心配しなくても新しいほうを穿いてますよ。明日の朝洗いますから、匂いを嗅かぎたかったら洗濯機の中のをどうぞ」

「いや、嗅ぐかよ」

　というか飯を食いながらなんてことを話してるんだ、俺たちは。

　もっと飯時にふさわしい話題があるだろ、話題が。

「……あ、そうだ。俺、明日と明後日あさつてバイトないから」

「そうなんですか？　じゃあずっと一緒にいられますね」

　麻友はにっこりと笑った。




　こいつは一週間、今日から四日すぎたら出ていくと言っていたが。

　……どこに行くつもりなんだろう。




　聞くのはすごく面倒くさそうだ。

　だからやめた。
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　昨日麻ま友ゆに言ったとおり、今日のバイトは休み。

　かといってどこかに出かけるような予定も出かけたい場所もない。いつもなら部屋で煙草たばこを吸いながら時間がすぎるのを待っているか、パチンコに行くだけなんだが。

　さっきから麻友が和室のほうで掃除機をかけている。ちなみに引っ越し直後に購入したけどずっと使わずに箱の中に入れていたもので、今朝押入れの中から発掘された。

　やっぱり落ち着かないから煙草の減りも早く、俺は掃除する麻友に声をかけてからコンビニに向かった。

　煙草と簡単な買い物をしてからすぐに帰る。部屋の窓に昨日と同じ洗濯物が揺れているのが見えた。

　昨日洗濯物を取り込まなかったことについてはぶつぶつと文句を言われた。洗いなおす手間が増えてしまったと。

　乾いていれば多少臭におっていてもいいと思うんだけどな。面倒くさい。

　階段を上ってドアを開けた瞬間……。

「いやああああっ！」

　麻友の悲鳴が聞こえた。そしてドタバタとひとりで騒ぐ音。

　ついに出たか。黒くて油ギッシュですばしっこいあいつらが。

　ホウ酸団子と殺虫剤のおかげでここ数週間やつらの姿を見ていない。だがやつらはどこかから侵入してかならず俺の部屋に巣を作る。居心地よさそうだしな。

　俺は玄関に置いていた殺虫剤を手に取り、和室の襖ふすまを開けた。

「殺虫剤ならここにある」

「克かつ樹きさんのばかーっ！」

「ぞぁっ！」

　顔面に小さくて軽い、だが硬いなにかがぶつけられた。それは未使用でケースに入ったままのピンクの楕だ円えん形けいをした、いわゆる大人の玩具おもちやだった。

　あー、こんなものもあったっけ。

「な、なんでこんなもの持ってるんですかっ！」

「三ヵ月くらい前にバイト先で客の忘れ物を押しつけられて」

「いやーっ！　聞きたくありませーん！」

　両手で耳を塞ふさぎながら首をぶんぶんと横に振る麻友。

「自分で聞いたくせに……」

　というか意外と潔けつ癖ぺきなとこあるよな、こいつ。裸エプロンはすすんでやったくせに。

　本当に面倒くさいやつだ。

「そ、掃除するから出てってください！」

「はいはい」

　と言われても使っていないほうの和室はまだ押入れも同然だし、結局俺の居場所はキッチンしかなかった。

「……それ捨てておいてくださいよね」

「任せてオーケー」

　適当に返事をすると安心したのか、麻友は再び掃除機をごうごうとかけ始めた。

　キッチンに座り込んで小さなケースをもてあそんでいると、開きっぱなしの襖の向こうに麻友の尻しりが見えた。昨日洗っていたロングスカートは再び洗って外で乾かし中。だからいま穿はいているのは昨日とは別の、ぶかぶかの俺のジーンズだ。

「ふむ」

　俺はケースからピンク色の物体を取り出し、乾電池を入れてスイッチを入れた。とたんに小刻みに震動する楕円形の物体。

　麻友は俺に背中を向けて掃除機をかけてるから気づいていない。掃除しやすくするためか、長い黒髪は輪ゴムで束ねられてポニーテールになっていた。

　俺はできるだけ気配を消しながら近づき、脚を半開きにしながら掃除をしている麻友の股こ間かんに、ジーンズの厚い布地の上から震えるそれを押しつけた。

「ひぁっ!?」

　大きくびくりと震え、背筋をぴんと伸ばす麻友。閉じていた脚は反射的に閉じられた。もちろん俺の手は麻友の股間に伸ばされたまま。だから離れるどころか、よけいに玩具を食い込ませることになった。

　掃除機は麻友の手を離れたが、電源が入ったままなので大きな音を立てている。

「あ……あ……っ！」

　麻友は身体からだを強こわ張ばらせながらも口をぱくぱくと動かす。

　ジーンズ越しにやるからいちばん強い設定にしてたんだが、やりすぎたか。スイッチをオフにしてやった。

「なにするんですか！」

「えい」

　またスイッチをオンにした。

「やああっ！　あ、あぅ……」

　玩具と連動するように麻友の膝ひざがガクガクと震え、力なく畳の上に落ちた。

「あ、ああっ……う、……や、だぁ……もぉ……！」

　床にうずくまり、額を畳に押しつけて震える麻友。そのくせ腰だけは高く上げられた格好に。伏せをした犬みたいだ。

　ジーンズの上から麻友の秘部を震動し続ける楕円形の物体でころころと撫なでつけた。内うち腿ももがより閉じることで、ズボンに肉感的な皺しわがくにゃりと浮かび上がった。

「……んはっ……あぁううっ……！　あぅ、やだっ、です、……こんなっ、んんっ！」

　たぶんここが一番敏びん感かんだろう、と勘で思うところに強く押し込む。

「あ、あ、あっ、……ひあああんっ！」

　強くびくびくと震えた麻友の腰がぱたりと畳の上に落ちた。はぁはぁと息を荒らげてその場から起き上がろうともしない。

「レビュー聞かせてくれ」

「……変態……」

「それはどうも」

　俺は麻友のズボンに手をかけ、そのままおもいきり引っぱった。サイズが合ってないので昨日と同じように簡単にズルンと剝むけた。

　見えたのは丸みを帯びた尻とそれを覆おおう安っぽいストライプのショーツ。新品のはずなのにクロッチ部分にはもう染みができていた。それさえもゆっくりと脱がすと、くちりと小さな水音が湧わき立つ。

「せっかく買ってやったのになー」

「……またあなたのせいだと思います」

「そうだっけ？」

　過去は振り返らないことにしてるんだ。












　とぼけたらおもいきりにらまれてしまった。

　わー怖い怖い。噓うそ。

　でも怖いから震動したままの楕円形の物体を直接蕩とろけた花か芯しんへと押し当てた。震動は『中』くらいにセットして。

「ひゃあああっ!?　やめてくださっ、んんッ！」

　背中を仰のけ反ぞらせてびくびくと跳ねる麻友。今度は釣り上げたばかりの魚だな。

「ふっ、うううんんっ……はぅ……」

　震動を弱くすると嬌きよう声せいや身体の跳ねも小さくなった。

「あ、……あぅ……ふ、ぁあっ……」

　敏感な秘肉の周囲をゆるい震動で円を描くように攻めれば、漏れる嬌声も甘く恍こう惚こつとしたものに変化していく。

　俺自身は特になにも刺激を与えられてないというのにぞくぞくと背筋を駆け上るものがある。

　子供の残ざん酷こくな悪戯いたずら心ごころめいたものを抱きながら俺は割れ目の中で最も敏感だと思われる先端に、楕円形の物体をほんの少しだけ押し当てた。

「ひあっ!?」

　少しだけだったのに麻友の腰はいままでになく強く跳ねた。

「ふむ」

　だから震動を一気に強くした。

「ふぁああぅ……！」

　麻友は手足を縮ちぢませ、体育座りのまま寝転がるような姿勢になった。唇を震わせながら身体を走る強烈な電流に抗あらがっていることは俺から見てもわかる。

　は、は、と短く浅く繰り返される息。

　先程まで普通に掃除機をかけていたというのにいまでは頰ほほをほんのり赤く染めて、淫みだらな姿になっていた。

「あっ、あっ、やっだぁ……！　もう、んんっ！　くぅ、あ、あ、あぁ、んンンッ！」

　目の前の麻友は無機物に与えられる刺激に身を震わせているというのに、俺の手は止まらない。

　秘肉の中へ振動する楕円形の物体を差し入れて、強く擦こすりつけた。ヴィイイ、と響く震動が指の腹に強く伝わった。

「やっ、だ、だめっ！　んんっ、これ、いじょはぁ、あ、あ、あぁ……ンッ！　出ちゃいま、やだぁ、ふぁ、……ぁああっ！　でっ、出ちゃうよぉっ！」

　ぷしっ。

　排はい泄せつ物ぶつとは言えるのか言えないのか曖あい昧まいな、透明な液体が秘所から噴ふき出た。液体が畳にぽたたっとこぼれて小さな水みず溜たまりになる。

　麻友は畳の上に横たわりながらも先ほどよりも力なく腕や脚を投げ出し、軽く震えていた。その瞳ひとみはとろりと揺れていて、どこか恍こう惚こつとした顔だ。

「……おしっこ……出ちゃいました……」

　全部終わったとき、麻友は熱い息をこぼしながら淡々と自分のありさまをつぶやいた。

「いや、いまのは」

　尿じゃないと思う。が、言わないことにした。

「出ちゃったな。どうしようか」

「……うぅ……」

　生理的な涙で濡ぬれた目がより潤うるんだ。俺の前でお漏らししたのが恥ずかしいんだろう。本当は違うけど。

「あそこ拭ふいてやろうか？」

「えっ、遠慮します！」

「じゃあトイレまでひとりで行くか？」

「……っ」

　無理だな。イったばかりで脚に力が入るわけがない。

「しょうがないな」

　俺は身を屈かがめ、ひくひくと震える麻友の秘所へと口を寄せる。

「ひゃっ！　だ、だめですっ、そんなのっきたな、……ふぁああうっ」

　秘肉にまとわりついたままのとろりとした蜜みつをぢゅ、とおもいきり吸った。丁寧に粘膜を舌先で舐なめ取りながら。

　目線だけ動かして麻友の様子をうかがうと、

「あ……あ……」

　口をパクパクさせて顔を真っ赤にしていた。恥ずかしいなら目くらい背そむければいいのに。ま、そんなことも考えられないんだろうが。

「んん……っ」

　ほぐれ切った蕾つぼみへと舌先を出し入れして粘ねん膜まくを粘膜で擦り上げた。もちろんあふれてくる蜜を吸いながら。じゅぶじゅぶと唾だ液えきと絡めるような水音をわざと立てると、秘肉の熱が増したような気さえする。

「い、や、……ですっ！　も、克樹さっ」

　涙をぼろぼろと流しながら麻友は訴えた。

「こうされるの嫌？」

「そうじゃっ、なくって……っ」

　駄々をこねるように首を振ると、麻友は自分から、指で花弁の肉を押し広げた。そこにはまだ処女の名残が充分に残っていて。




「早く入れて、ください……！」




　昨日まで処女だった麻友をここまで堕おとすとは。

　おそるべし、大人の玩具。




　まだ手に持っていたそれはスイッチを切って近くに置いた。

　畳に横たわったままの麻友を抱え上げ、俺のあぐらの上に落とした。麻友は小柄だからこうするとすっぽりと納まってしまう。

　自分のチャックを下ろしたらギンギンに昂たかぶったやつが麻友の割れ目の下から飛び出てきた。麻友の股間に生えてきたみたいで少しおかしい。

「…………」

　居心地悪そうに麻友が太腿を動かすと、柔らかい肉の熱が俺自身を軽く刺激した。

「……やべ」

「…………？」

　なにがですか、と濡れた瞳が俺を見上げてきた。

　早く入れたいとか言えるか。

　俺は麻友の膝裏を抱え上げ、昂った欲望を蕩とけた場所へとあてがい、抱えていた麻友の膝をゆっくりと落とした。

「んんっ！　ふ、っぁ、あ、あ……っ」

　侵入を拒こばむような隔へだたりはすでにない。麻友の内部はとろとろと蜜と熱で満たされていた。俺自身が粘膜の中にひたりと埋もれる感覚。身体と身体を結び付け合う感覚。

　ただのじゃれあいから始まったこの行為も、傷の舐なめ合いでしかない。

　腰を軽く前後や左右に揺らすだけで、

「あ、あ、あっ、やぁ、あ」

　麻友はとぎれとぎれに甘い声を漏らした。

　ポニーテールの盛り上がっている場所が顎あごに当たって少し邪魔だ。

「ん？」

　白いうなじの向こう、大きく開いたシャツの襟えり首くびの中に、硬そうに張りつめた淡い桃色の乳突起が見えた。

　俺はシャツの下から手を差し込み、両方の乳首を指で同時に軽くひねりあげた。

「ふぁっ、ぁあっ」

「なんでまたノーブラなんだよ。もしかして本当はつけない派？」

「違い、ます！　洗い直してて、やっ、ああっ！」

　答えようとした麻友の乳首をおもいきりぐにっと潰つぶした。

　そういえば昨日はブラは買ってない。急いでたせいか。

「ふむ」

　俺は畳に放置したままの玩具を拾ってスイッチを入れた。そして楕円形の物体を左乳首のシャツの上から押し当て、右乳首には俺が直接触れた。

「っ、あ……！　なにする、んンンッ、あぁあッ！　も、やっぁあ……っ」

「どっちが気持ちいい？」

　背後から息を吹きかけるように耳にささやいた。

「こっちと」

　楕円形の物体を左乳首周辺に円を描くように触れさせ、

「こっち」

　右の乳首を親指と人差し指とのあいだで挟むようにこねた。

「そんな、のっ、ふぁ、やぁああっ！　ひゃ、らっ、らめです、やっ、ああ……」

　同時に乳首をふたつの触しよつ感かんで攻め立てられ、麻友は喘あえいだ。麻友は身じろぎ自ら腰を動かし、最奥が俺自身の先端を擦りつける。俺は少しも腰を動かしていないのに。

「やっ、おく、奥当たってます……！　あっあっ、……ぁあぁあ……っ」

　猛たけりを包む柔やわ肉にくが大きく収しゆう縮しゆくし、麻友はびくんと身体を震わせ仰け反った。麻友の首がくたりと落ちる。

　俺の肩に後頭部を乗せながら、は、は、と熱い吐息をこぼす麻友。

「……も、……もぅだめれす……」

　えっと、三回目か。

　さすがにこれ以上はきついだろうな。

　だけど。

「……ごめん」

「え？　ひゃっ！」

　しっかりと身体はつなげたまま、俺は麻友の身体を畳の上に押し倒した。麻友の身体は俺が抱きかかえるような姿勢だったので、麻友が手と脚を折り曲げて畳に四よつん這ばいになるように。

「なに、を……ああっ！　う、うしろからなんてっ、やっあぁあ……っ」

「ごめん、俺まだ一回もイってないから」

　畳に爪つめを立てる麻友の手を上から押さえつけ、俺は麻友の白い尻に自分の欲望をぶつける。

　幾いく度ども達したおかげか、熱い猛りの抽ちゆう挿そうを阻はばむものはほとんどない。ただ熟れた果実のようにとろとろになった麻友のそこを欲望の塊でかき回すだけ。

「あ、あ、ああっ、ん……っ！　ら、らめ、やだ、これいじょぉっ、……いっちゃう、どっかいっちゃぁ……！　んんっ、あ、あぅっ、は、……やぅっ……あ、んん……っ」

　ぽたり、ぽたり、と結合部から蜜があふれ、畳へとこぼれおちる。

　うしろからただずちゃずちゃに乱暴に衝動のままに掻き回して、大切な場所を犯し尽くし、限界まで高められた欲望を解き放つことだけを考えた。いやもうそれしか考えられない。

　麻友の小柄な体たい軀くに覆いかぶさって、獣のように身体を重ねて、腰を振って。

　頭が熱いのはクーラーが効いてないせいか、それとも俺がこの行為に興奮しすぎているせいか。

　きっとどっちもだ。

　それは麻友も同じだと、服越しに伝わる体温からも、押さえつけている手からも、そして結合部の熱からも伝わってくる。

「あぅ、なか、にゃか、熱いれす……！　も、ひゃ、ひゃめ……っ」

　声を出しすぎたせいか呂ろ律れつさえ回っていない。

　そんな麻友を気き遣づかうことなく俺は腰を強く打ちつけた。

　下腹部で渦巻いていた熱は、強すぎる刺激の前に抵抗できない。いや最初から抵抗するつもりはない。

　とく、とく、と速められた鼓動と同じリズムで俺は白い欲望を麻友の中に放った。

「は、中、いっぱい、あついの……！」

　麻友はふるふると身体を小さく震わせながら、その熱の感触を感じ取っていた。

　そしてくたりと畳の上に身体を横たえてしまった。いや、倒れた。

「おーい、おい？」

　ぴくりとも動かない麻友の頰をぺしぺしと叩たたいても反応はない。ぐったりと、まるで死んだかのように……息はしているけど、眠っている。気絶したというべきか。

「……やりすぎた」

　さすがに反省。本当はちょっとしたいたずらのつもりだったのに、つい。

　俺は起きた麻友に殺されないためにも、できるだけの後始末をして、別のシャツを着せた麻友を布団に寝かせた。身体をつなげているあいだずっと動いていた掃除機も電源を切った。

　……本当に殺されないといいな。







　夕方すぎになっても麻友が目を覚ます気配はなかった。腹が減ったから冷蔵庫の中をのぞいたが、すぐに食べられそうなものはなかった。料理なんてほとんどしたことないし、こういうのって勝手に使ったら使ったで面倒くさいこと言われそうだし。

　だからコンビニに行ってふたりぶんの弁当を買ってきた。

　帰ってきたら麻友は起きていた。起きてコンビニ袋をぶら下げた俺をぎりっとにらみつけた。マジで怖い。本当に怖い。

「弁当買ってきたんだけど……」

「いりません。食べません。餓うえて死にます。餓えて死んで即そく身しん仏ぶつになっておはようからおやすみまで克樹さんの生活を見守ります」

「嫌だな、そんなオブジェ」

　あと、よく即身仏なんて言葉知ってたな。

「いくらなんでもひどすぎます」

「悪かったよ……謝る」

「本当に悪いと思ってますか？」

「……まぁ」

「なんでもしますか？」

「……命の危険がないことなら」

　いまの麻友にならいますぐ死ねと言われてもおかしくない。

「それでは──明日一日デートしてください。休みなんですよね」

「デートって……」

　それは本当にものすごく面倒くさそうな。







「……………………わかった」

　俺は長い沈黙のあとにぼそっと返事をした。
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『おおきくなったらおいしゃさんになってたくさんのひとをたすけてあげたいです』




　そんな馬ば鹿かげた夢、かなわなくてよかったといまなら言える。

　医者なんて他人の人生に最も深く関わらなきゃいけない仕事、俺はごめんだ。

　深く関われば関わるほど他人の人生の責任を負わなきゃいけなくなる。

　自分の人生の責任を負わせることになる。




『ごめんね、克かつ樹き。でも、あなたも悪いの』




　知らない男と家を出ていく前日くらいに母さんから言われた言葉。

　どうして。

　父さんがよそで女を作ったのも母さんから心が離れていったのも俺の責任じゃないだろ？

　なんでそれが俺が大学に行けない理由になるんだ？

　──ああ、そうさ。わかってるさ。

　父さんがよそで女を作っているのを知っていながら見て見ぬふりをしたり、受験勉強で忙しいふりをして母さんの話を聞こうともしなかった俺が悪いことくらい。

　本当に家族ってのは自分の生きる責任を押しつけ合う面倒な集まりだ。

　だから俺は家族なんていらないし、ほしいとも思わない。




　誰だれかの人生の責任なんてもう──
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「…………あー……嫌な夢見た……」

　遮しや光こうカーテンから差し込む朝の光に気づいて目が覚めた。いつもと比べたらずいぶんと遅い時間に起きた。

　まだうまく働かない頭を押さえながら身体からだを起こして、部屋の中を見渡した。

　磨かれたダイニングキッチンの床。同じように磨かれているちゃぶ台。コンビニ弁当やカップ麺めんの容器が積み重なっていた埃ほこりだらけのシンク廻まわりもピカピカになっていて、のぞき込めば俺の顔がぼんやりと映る。

　数日前と比べてずいぶんときれいになった。まだゴミの袋が玄関横に置いてあったりするが、それでも足の踏み場もない頃ころに比べたら天と地の差がある。人間らしい生活になったというべきか。

　その原因は隣の部屋で寝ている。

　前の部屋のことはもうほとんど思い出せない。

　たった五日しかすぎてないのに麻ま友ゆがこの部屋にいることはあたりまえになった。




　終わるのは早いうちがいい。
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　アパートの近くからバスに乗り、以前行ったスーパーがある駅とは違う駅に向かった。それから三○分ほど電車に揺られて終点で降りた。

　いろんな路線の集合点だから店や人もそれなりに多い。ここなら日常の買い物から休日の時間潰つぶしまでいろんな用事をすませることができる。いろんな人間がいるから俺と麻友がとくに注目されることもない。

「さーてと……どこ行こうか？」

「決めてなかったんですかっ！」

　麻友の鋭い突っ込み。

　今日の麻友は出会ったときと同じ、無地のブラウスにロングスカートだ。……ブラはしてるんだろうか。ちょっとわからないな。

「だって約束したの昨日の夜だし……どうすればいいのかわかんないし。デートってなにすればいいんだ？」

「そ、それは、ですね……映画館行ったり？　一緒に買い物したり？　ゲーム……とか、食事とか？」

　なんで疑問形なんだよ。

　つまりは映画観みに行って買い物してゲーセン行ってどっかで食べればいいのか。どこかの誰かにとっては普通のことかもしれないが俺にとっては非常に面倒くさい。

　だが約束だから仕方ない。

「映画館は行って何を観るか選べばいいとして……買い物はどこ行けばいいんだ？」

「え、……あの……」

「普段友だちと行ってるようなとこでいいぞ」

「じゃあ……」

　と言って麻友が指差したのはスーパーの看板だった。しかもいつも行っているスーパーと同系列の店。

「……ここ数日の普段じゃなくてもいいだろ」

「……い、いえっ……その……本当にああいうところが私の普段なんです……。……母が、あんまり派手な店や服が好きじゃなくて……だから……」

　出会ったときに「携帯なんて一度も持ったことない」と言ってたことを思い出した。

　どういう生き方をしてきたかはなんとなく理解できた。

　レールに敷かれた生き方をすれば喜んでくれるから、だから自分で考えもせずに、干渉もせずに生きてきた。

　自分がいちばん知っている誰かに重ね合わせている事実は心の中に押し込めた。

「よし、わかった。とりあえず行くか」

「い、行くってどこにですかっ」

　麻友に答えないまま俺は地下のショッピング街に向かった。
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　地下街の地図を頼りについた場所は──ランジェリーショップ。

　店の入り口全体がフリルで彩られ、ピンクやらパステルブルーが目にまぶしい。ショーウィンドーのマネキンが黒いストッキングを穿はいてセクシーな脚を演出していた。

　俺がひとりで飛び込めば不審者として通報されるのは間違いない。

　幸運なのは店が開いたばかりで客の姿がないことか。

「かっ、克樹さんは普段こういう店に行ってるんですカッ!?」

　語尾が半分裏返ってるぞ。

　うはは、こんな反応になるとはおもしれー。

　意地でも放ほうり込みたくなる。

「行かねーよ。使うあてがねえもん。おまえのほうはどうなんだよ。こういう店」

「そ、それは………………行ったことありません、よ……」

　両手の指をもじもじと絡め合わせながら、麻友はひたすらに穴が開くほど床を見つめていた。ここまで恥ずかしがられると、本来恥を持つべき俺のほうが冷静になれる。

「こないだブラのほうは買い忘れたんだろ。せっかくだから買いに行くぞ」

「せっかくってなにがせっかくなんですかっ！　わざわざこんな店じゃなくても……ひゃっ、う、腕つかまないでください！　行きますっ、行きますから！」

　こうして俺たちはふたりで店の中に入った。




　……一○分後。

「……すごいな……」

「……すごいですね……」

　俺たちは同じ言葉を同じようにぼうぜんとつぶやいた。

　ランジェリーショップだから下着しかないのはあたりまえ。

　売るほどたくさん存在するのもあたりまえ。

　どこを見ても下着しかない。そんなあたりまえの光景に俺たちは酔いそうになっていた。なんで入ったんだっけ。おっとそうだそうだ。

「……黒のレースを買うんじゃなかったっけ」

「かっ、克樹さんが好みなら買いますよ？」

「おう、正直に言うなら好みだ。ついでにガーターベルトと黒ストッキングも買っておけ」

「……いひゃあああっ」

「あっちのなんか穴が開いてて実用的だと思うぞ」

「な、なんの実用なんですか！　だ、大事なとこに穴が開いてて非実用的ですよっ!?」

「直接触れるから実用的」

「さ、さわああああっ」

　奇妙な叫びを上げ続ける麻友。

　店の店員がこっちに来ることはないが視線だけは感じる。

　空気を読んでいるのか、関わりたくないのか。両方だろうな。

「それともやっぱりノーブラ派？」

「バカにしないでくださいっ！　買ってやりますとも、黒くてセクシーで実用的な穴が開いたやつを！　……で、でもっ、残念なことにサイズが合わないのなら、買わないということも考えられ……」

「……それならあれだな」

　細身のマネキンを指差した。身に着けさせられているのは黒くてセクシーなブラとパンティーのセット。実用的な穴は開いてないが……たぶんサイズは麻友のと同じくらい。麻友に見えないように指をわきわきと動かし、昨日一昨日おとといのことを思い出した。間違いない、やっぱりあれくらいだ。

「ふああああああっ」

　目を白黒とさせながら麻友は叫んだ。

　本当に客がいなくて助かった。

　そして俺たちは買い物をすませ、ジェットコースターを降りたばかりの人間のように足下もおぼつかないまま店を出た。

「……とんでもないものを買ってしまいました……」

　ピンクの紙袋を抱えて麻友はぼうぜんとつぶやいた。

「俺の金で買ったんだぞ。ちゃんと使えよ」

「……そんなに言うなら克樹さんが使えばいいと思います」

「……遠慮しておく」

　精神的に疲れているせいかいつもの面倒くささもキレがない。俺も疲れた。

「少し休むか」

　俺は近くにある喫茶店を指差した。
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「いらっしゃいませ～。二名様ですか？　お煙草たばこはお吸いになりますか？」

「ああ、ふたりだ。煙草は吸う」

「それではこちらの喫きつ煙えん席せきへどうぞ～」

　店員に案内されて俺たちは奥の席に座った。店の中はコーヒー豆の苦い匂いとクリームの甘い匂いで満ちていた。昼飯には少し早い時間、平日ということもあり客の姿はあまり見えない。

　机の上に立てかけてあったメニューは麻友に渡した。

「見ないんですか？」

「俺はコーヒーでいい」

　煙草を取り出して火をつけた。落ち着く。麻友はそんな俺を見てからメニューに視線を落とした。一枚、二枚、めくったところで麻友の目が輝いた。やっぱ女の子だから甘いものとか好きなのか。俺んち来てからスイーツ食べてるとこなんか見てないもんな。

「好きなもの頼んでいいぞ」

「本当ですか？」

「ああ。決めたなら店員呼んで頼んでくれ」

「わかりました。……すいませーん」

　麻友が呼ぶと近くで待機していた店員がすぐにやってきた。

「コーヒーと、……アイスですか？」

「アイス」

　店員に注文していた麻友が確認してきたので俺は小さく答える。

「アイスコーヒーと、このスペシャルラブエンジェルパフェください」

「アイスコーヒーと……スペシャルラブエンジェルパフェですね。少々お待ちください」

　店員は注文を書き留めるとすぐに店の奥へと消えていった。

　というかすげえ名前。どんなのがくるんだ？

「楽しみですねっ」

「……そうだな」

　なぜか嫌な予感がした。

　十数分後、店員がアイスコーヒーと一緒に持ってきたパフェは……でかかった。

　三○センチはありそうなガラスの器の中にコーンフレークとピンクのゼリーが詰まっている。周囲はチョコと果物で固められ、真ん中にはアイスと生クリームでできた塔が立っていた。両端には二本のスプーンが刺さっている。……二本？

「……でかいな」

「普通ですよ？」

「そういうものなのか？」

　昼前にしても多すぎる気がするが。

「だってふたりぶんですから」

「なにっ!?」

「だから、ふたりぶんなんですよ。ほら」

　そう言いながら麻友は俺にメニューを見せた。

『恋人限定！　スペシャルラブエンジェルパフェ　ラブラブでスイーツなひとときを恋人たちにプレゼント』

　なんて頭が痛くなる文句だ。俺はこめかみを押さえた。

「ほら、ここ『恋人限定』って書いてありますよ。恋人同士に見えたから注文できたんですよ。だから恋人らしくしなきゃいけませんよ。ほら、あーん」

　生クリームをやけに長いスプーンですくって、麻友は俺の前に突きつける。

「……く……」

　ひとりで食え。

　そう言いたい言葉をなんとか飲み込んだ。

　もしここで食べなかった場合、あとでどんな復ふく讐しゆうをされるかわかったもんじゃない。まだ客も少ない店の中で恥ずかしい真ま似ねをするほうが被害がわかってるぶんマシというか……。

「あーん」

　にこにことスプーンを差し出し続ける麻友。

　覚悟を決めて俺は口に入れた。

　甘い。

　口に入れるとすぐに溶けてなくなったくせに味だけはいつまでも残っていた。さっきパフェを運んできた店員が観葉樹の陰からニヤニヤこっちを見ていた。仕事しろ。

「はい、今度はこっちに」

　麻友はパフェに残されたもう一本のスプーンを指差した。

「…………」

　俺はスプーンをつかみ、できるだけたくさんのアイスをすくい、麻友の口の中に突っ込んだ。

「ひゃっ!?　ふ、ふめたふぎまふ……」

　少しだけ涙目になりながら麻友はアイスを飲み込んだ。

「うー」

　などと色気なくうめきながら麻友は次の一口をスプーンですくおうとした。

「……あ、ちょっと待て。俺みかん系苦手なんだ」

「そうなんですか？　では私がいただきます」

「ウェハースもらっていい？」

「どうぞ。こっちのアイス、先に半分食べますね」

　お互いに食べさせていたはずなのに、いつの間にか俺たちは無言でパフェを自分の口に運んでいた。

「……なんかいつもと同じなような気がしてきた……」

「……じつは私もです……」

　恥ずかしさもないせいかあっという間にパフェは空になった。

　……デートって本当にこれでいいのか？
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　そのあと映画館に行った。恋愛映画を選んだつもりだったのに本格ＳＦ映画だった。

　麻友の要望どおりにゲーセン行って、小腹を満たすためにそこらのファーストフード店に行ったら一六時をすぎていた。

　そろそろ帰ることを考えなきゃいけない。

　駅へと抜ける大きな公園を俺たちは歩いた。

　平日の夕方だからかほとんど人はいない。それに遊具もないから子供の姿もない。たぶん元から人ひと気けがないんだろう。

　舗装されてほとんどゴミなんて落ちていない道を麻友と俺が歩く。

　麻友は俺よりも少し前を、踊るような足取りで歩いていた。

　そして突然振り向き、ロングスカートと長い黒髪を風になびかせながら俺にいつものようにほほえんだ。

「今日は楽しかったです、ありがとうございます。遅くなるといけませんからそろそろ帰りましょうか。晩ごはんはなにがいいですか？」

「……いらん。というか帰らない、おまえは」

「……え……？」

「やるよ」

　俺はバッグの中から厚みのある封筒を取り出して麻友に渡した。

「これは……」

　中身を見た瞬間、麻友の眉み間けんに皺しわが寄った。入ってる金は二○万ほど。デートの最中に麻友にばれないようにトイレに行くふりして下ろしてきたやつだ。

「足りないか？」

「足りるとかじゃなくって……！」

「これだけあればひとりでしばらく生活できるだろうし、おまえなら保護してくれる施設とか、自分で探せるだろ。なんならこれから一緒に本当に警察行くか？　……それとも自分の家に帰るか？」

　ふるふると、麻友は黙って首を横に振った。

　家に帰れるようなら最初から家出なんかしないな。

「……面倒くさいですか？　私みたいな子は」

「たしかに面倒くさいな」

「そうですか……」

　麻友は顔をうつむかせ、ロングスカートを両手でぎゅっと握りしめた。

　まるで親にひどく怒られた子供のようだ。

　ずっとそうしてきたんだろう。

「だけど嫌じゃない」

　俺の言葉に麻友は顔を上げた。

　俺は目を背けることなく、麻友の顔を見続けた。

「でも俺はおまえの家族なんかになれない」

「それは私も、ですか……？」

「……さぁな」

　俺は答えを曖あい昧まいにしてごまかした。答えなんて用意していない。俺もわからない。

　たしかなことはこれ以上傷を舐なめ合うような生活をしていたら戻れなくなること。

　終わるのは早いうちがいい。

　舐め合っていた傷口が新しい傷になってしまう前に。

「それじゃ、仕方ないですね」

　麻友は深々と俺に向かって頭を下げた。

「いままでお世話になりました、ありがとうございます」

　そしてくるりと背中を向けると、そのまま歩き出した。

　これでいい。

　俺は立ったまま煙草を取り出し火をつけて。




「……なんて、本当に出ていくわけないじゃないですか！」




　前を歩いていたはずの麻友がこっちのほうを向き、駆けてきた。そしてそのまま俺の胸へと抱きついてきた。火が消えたライターが俺の手からこぼれて地面に落ちた。

「……傷の舐め合いだっていいじゃないですか……」

　言葉が胸に刺さった。

「……なんで……俺そんなことひとことも……」

「言わなくてもわかります。……だって」

　麻友は顔を上げた。笑っていた。そして泣いていた。

「私も同じこと考えていたから」

「…………」












　いつものように麻友は幼い顔立ちのくせに大人びた笑えみを浮かべる。なのにその瞳ひとみからは涙がほろほろとこぼれていて。アンバランスな、危あやうい美しささえ感じさせる。

「軽けい蔑べつしますか？」

「……いや」

　するわけがない。できるわけがない。

「一週間くらいならって言ったじゃないですか……こんな中途半端なとこで追い出さないでください……」

　うなずくべきじゃないとわかっている。

　いまはいい。

　邪魔でもないし、嫌でもない。

　だけど、これ以上一緒にいてこいつの人生の責任を負うことになるのはごめんだ。

　俺にはもう誰の人生の責任も負う資格はない。

　わかっているはずなのに、




　俺は麻友の小さな肩を強く抱だき締しめていた。




　壊れそうだった。




「……それに」

「それに？」

　腕の中の麻友が言った。

「……ちゃんと食べてもらいたいんです、ごはん」





　　　❖◇❖






　帰って麻友が作った飯を食べて、風ふ呂ろ入って、明日のバイトに備えて早めに寝ることにした。

　明かりを消してソファベッドに横になったとたん、和室の襖ふすまが開いた。

「……来れば？」

　声をかけると、黙ってうなずいた麻友が布団を引っぱってソファベッドの隣に並べた。ソファベッドと布団は高さが違う。だから麻友のほうを向くと少しだけずれた目線がこっちを見ていた。

「これからしっぽり大人の時間ですねっ」

「いや、寝るし。今日疲れたし。明日超早いし。おやすみ」

　寝転がって麻友に背中を向けた。

「……ほんとにする？」

　うしろを向いたまま声をかける俺。

「わっ、私も疲れましたし、明日超早いですからっ！」

　背後であわててもぞもぞと動き背中を向ける気配がした。

　じつは冗談でもなかったんだが、まぁいいや。

　俺はため息をひとつ吐ついて、麻友に呼びかけた。

「麻友」

　顔は見えなかったが、小さく息を飲んだのがわかった。

「……名前、やっと呼んでくれたんですね」

　気づいていたのか。

　犬や猫じゃないけど名前を呼べば深く関わることになると思い込んでいた。

　だけど、もう逃げない。

　俺は自分と同じかたちの傷を持ったこいつから目を背けない。

　気まぐれに拾った面倒くさい家出少女じゃなく、『麻友』として見てやろうと決めた。

「おまえ、自分から一週間なんて言ってたけど、一週間後にどこに行くか決めてたわけでもなかったんだろ？」

　そしていまも。

　ひとつ小さなため息が聞こえてから、

「……そうですね……」

　麻友は答えた。

「どうするつもりなんだ？」

「……まだ、考えてません……」

「……そっか」

　俺も思いつかなかった。

　一週間すぎたらどうすればいい？

　どこに行かせればいい？




　どうしたら……俺が納得する？




　思いつかないまま、五日目がすぎた。
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　麻ま友ゆが作った朝食を食べてアパートを出た。

「いってらっしゃい」

「おう、いってくる」

　軽い挨あい拶さつをして別れる俺たち。

　今日も午前中のバイトが終わればドラッグストアに行くことになっている。そしてもちろん向かった。働かなければ生きていけない。

　ただ最近はその理由も変わってきたような気もする。

「比ひ良らくん、ちゃんとゴミ捨てた？」

　バックヤードから新しいトイレットペーパーを出していると本ほん田ださんが俺に声をかけてきた。気のせいかいつもより距離をとられている気がする。失礼な、人を細菌テロ扱いしやがって。

「捨てましたよ」

　麻友が。

　部屋にあったゴミはほとんどなくなった。いまなら誰だれかを呼んでも玄関前で立ち去られることはない。

「そう？　じゃあ今度こそ遊びに行っていい？」

「いや……それは……まだ散らかってるんで……」

　ごまかして断ろうとした。

　が、やめた。

「……じつは一緒に住んでるやつがいるんで……」

「えっ、比良くん彼女と同どう棲せいしてるんだ！」

　女とも言ってないし、同棲とも言ってないんですけど。

　だけど、まぁ。

「……はい……」

　俺は素直に返事した。

「もーう、それならそうと早く言ってくれればいいのにー。半年前のゴミがあるだなんてリアリティのある噓うそつかないでよね」

　言ったときは噓じゃなかったんだけどな。

「じゃあ、今度その彼女さんも一緒にどこかへ遊びに行こうか？」

「……まぁ、聞いてみないとわかんないんで」

　適当にごまかしながら俺は仕事に戻った。

　聞いたらうなずいてくれるだろうか。

　きっとやたら面倒くさいことを言いながらも、

『ま、まぁ、克かつ樹きさんがそこまで泣いて頼むのなら、私も克樹さんの仕事の人間関係を円えん滑かつにするために努力してあげないこともありませんけどっ』

　とうなずいてくれるはずだ。





　　　❖◇❖






　明日で、一週間になる。




　俺はやっぱり麻友を部屋から追い出すことにした。

　追い出して、家に帰す。保護してくれるようなところを探すのもいい。

　このままずっと俺の部屋にいるのはきっといいことじゃない。俺にとっても、麻友にとっても。

　でもそれで終わりにはしない。

　麻友にとっていちばんいい結果を一緒に探す。

　俺が納得するまで、きっと最後まで。




　帰ってそう告つげようと決めていた。







　アパートの窓からは新しい洗濯物が揺れていた。もう夕方だっていうのに干しっぱなしか。少し前の俺だったら気にするはずもなかったのに。

　ドアには鍵かぎがかかっていた。だから自分の鍵を使ってドアを開けた。

「いるのか？」

　声をかけても返事はない。玄関に麻友の靴はない。

「買い物か」

　仕方ない、帰ってくるのを待つか。

　俺は窓にぶら下がったままの洗濯物を取り込み、煙草たばこを取り出して火をつけた。三○分もすれば戻ってくるだろう。




　一時間すぎても、二時間すぎても……日付が変わる時間になっても麻友は帰ってこなかった。




　いつの間にか七日目になっていた。
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『帰ってきたらここにいろよ』

　という書き置きを玄関前に残して昨日は部屋を出た。

　バイトから戻ってきても書き置きの場所は変わらず、部屋の中はあいかわらず誰だれの気配もなかった。

　夕飯をコンビニに買いに行く気にはなれず、その晩はカップ麺めんを食べた。味気なさすぎてコショウを入れすぎた。




　麻ま友ゆはどこに行ったのか。




　帰ったと考えるのが自然だろう。

　俺だってデートに行ったときに一週間すぎるのも待たずに追い出そうとした。だから買い物に行った際に家族に会って、そのまま家に帰りたくなったのかもしれない。

「……んなわけあるか」

　スーパーでの様子を見るかぎり、あいつらは顔を合わせても挨あい拶さつひとつしやしない。

　じゃあ、母親ではない、別の麻友の知り合いに会ったとか？

　麻友が家を出た理由を考えた。

「…………」





　　　❖◇❖






　だから俺は今日バイトを休んだ。

　そして駅前のスーパーに開店時間前から立っている。

　……麻友の母親に会うために。

　もしかしたら来ないかもしれない。

　母親には会えたとしても、麻友には会えないのかもしれない。

　それならそれでいい。あいつが自分なりの生活をしているんなら、それでも。俺が納得できる結果に収まっていればいいんだ。

　ずっと待った。腹が減ったときは自動販売機のジュースと煙草たばこでごまかした。便所に行きたくなったらできるだけ早く戻ってきた。







　そして夕方頃、ようやく数日前に見た女性がスーパーに入っていくのが見えた。声をかけたくなる衝しよう動どうを抑えてスーパーから出てくるのを待った。かなり時間をかけて店から出てきた女性は缶ビールとつまみの入った袋を両手に持っていた。

　俺はその女性のうしろを距離をとりながら歩いた。

　ずっとうつむきながら歩くうしろ姿はどこか麻友に似ていた。麻友は通りすがりの主婦だとあからさまな噓うそをついていたが。

　そして女性は住宅街に入り、周囲と比べてなんの変へん哲てつもない、言うなればまったく目立たない灰色の家のひとつへと入っていった。

　ねずみ色のドアはすぐに閉じられ鍵かぎが閉められる音が聞こえた。

　俺はドアに近づき、インターホンを押した。

　ピンポーン。

　出てこない。

　ピンポーンピンポーン。

　やっぱり出てこない。

　居い留る守すだということはわかっている。

「…………ちっ」

　ピンポーン、ピンポピンポピンピンピンピンポー、ピンポーン。

　連打。とにかく連打。軽くＤＪ気分で楽しくなりかけたところで鍵が開く音がした。

　ドアが少しだけ開いてさっきの女性が怯おびえた顔を見せた。扉には当然だがチェーンがかかっていた。

「あの……どなたでしょうか？」

「俺は麻友の知り合いです」

「あ……」

　思い出したのか、女性、麻友の母親は小さく口を押さえた。違う方向を見ていたから覚えられていないかと思っていたが。

「……麻友は……お友だちと遊びに行ってます」

　床に視線を落としながら麻友の母親は答えた。

「本当に？」

　普段行ってる店はと聞いたらスーパーの看板を指差したあいつが？

　友だちいねえんじゃねえの、あいつ。

「……はい」

「……ふーん」

　たとえそれが噓だとしてもこの中に踏み込む権利は俺にはない。

　だけど家には帰ってきたってことか。それにここが麻友の家だということは確定した。

　あらためて出直そうかと思った。

　そのとき。




　家の奥からなにかを怒鳴りつける男の声、物が落ちて壊れる音、そして「いやっ、いやです！」という麻友の悲鳴が聞こえた。




　俺はすぐに閉ざされようとしている扉に手を差し込んだ。

「あぐっ！」

　わかっていたけど指を強く挟はさまれてしまった。だけど抜き出すことなんて考えずにドアの端をつかんだ。

　あわてたようにドアは再び開いたがチェーンはかかったままだ。

　それでもドアを開けようとする俺の指。それを一本ずつ外そうとする麻友の母親。

「か、帰ってください！　お願いします！　……なにも聞かなかったことに……」

「できるかよ！　中に入れろよ、くそったれ！」

　俺はドアを閉めさせまいと力を入れ、チェーンを外すために中へと手を伸ばした。だけど外からじゃ難しい。

　それに麻友の母親が必死になって、まるで自分の人生を懸けているかのように俺の指を外そうとしてくるから扉は開けることも閉めることもできずにいる。

「お、お願いします！　麻友のことはなにも見なかったことにしてくれれば、そうすれば私も幸せになれるはずなんです……！」

　麻友の母親の言葉に一瞬のうちに頭の血液が逆流した。




「あんた麻友の家族だろ!?　俺を追い出して娘に無理強いさせて、なにもかも隠してしまうのがあんたの役目なのかよ!?　親ならほかにやらなきゃいけないことがあるだろうが！」




　それがあんたたちの役目なのかよ。

　ずっと叫びたかった言葉が胸の奥から飛び出た。




「…………っ！」

　息を飲む音が聞こえた。

　俺の指にかかっていた手が離れ、チェーンの鎖を外した。

「私は……！　私はただ、誰かに……！」

　その場に座り込み両手で顔を押さえ、しくしくと泣き出す麻友の母親。

　俺はそんな彼女を一いち瞥べつしてから見知らぬ家の中に飛び込んだ。

　麻友はどこだ？　さっきの音はどこから聞こえた？

「麻友！」

　俺は家中に聞こえるように叫んだ。




「……克かつ樹きさっ……」




　一瞬遅れて聞こえた麻友の声と激しく人間が暴れる音。

　俺はここだと思ったドアのノブに手をかけて、おもいきり開けた。

　薄暗くても整せい理り整せい頓とんされているおかげでなにが置いてあるかよくわかる部屋。

　机と椅い子すと少女漫画が並ぶ本棚がある、あいつらしい部屋。

　そのあいつは、ベッドの上で知らない男に口を手で塞ふさがれながら涙目でうめいていた。体格はいいくせに身に着けているシャツや貴金属は嫌味なくらいに派手な男に。

「んっ、んーっ！」

　俺の姿を見てより強くジタバタと暴れる麻友。

「うぁああっ!!」

　俺は麻友を抑え込もうとしている男の斜めうしろから体当たりした。麻友に気を取られてくれていたおかげで驚くほどあっさり男ははじき飛んだ。

「麻友！」

「克樹さんっ！　克樹さ……！」

　半分ほど肩をはだけた麻友が俺にひし、と抱きついた。抱き返すと小さくて細くて壊れそうな肩が初めて会った晩のときのように頼りなく震えていた。

「麻友……」

「……っ!?　克樹さん危な……」

　俺の肩越しになにかを見た麻友が悲鳴を上げた。

　うしろなんか見なくても男が俺の背後へと動いた気配でなにが起こっているのかわかっていたが、俺は逃げることなく麻友の小さな身体を抱え込んだ。

　ガツッ！

「いっ！」

　うしろから硬いもので殴られた。

　ガツッ！　ガツガツッ！

　何度も何度も。

　たぶんそこにあった椅子で殴られてるんだろうなー、なんて他ひ人と事ごとのように考える俺。

　背中は砕けたかと思うほどズキズキと痛い。額から垂れた赤い血がぽたぽたと落ちて、俺の下にいる麻友の頰ほほを汚した。

「ぃやあああああっ！　克樹さん、逃げてっ、逃げてください！」

　逃げたらおまえに当たるだろうが、ばーか。

　面倒くさいから言わないでおいた。

　そして小柄な麻友をひたすらに抱きしめた。




　本当になにもかも面倒くさい。




　背後で「おい包丁！　包丁持ってこい！」と男が叫んでいるのを聞きながら俺は意識というものを手放した。
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「……あれ……？」

　さすがに死んだ、いや殺されたかと思ったのに。

　気づいたら目の前には淡あわく光る蛍けい光こう灯とうが並ぶ天井があった。

　鼻につく消毒薬の匂におい、遠くに聞こえる患者を呼び出す放送。

「……病院か」

　とりあえず身体からだを起こそうとしたら鈍い痛みが背中に響いた。それ以上にギブスで固定されてるからひとりでは起き上がれそうにない。手足は動かせるのに中途半端に不便だ。右手にはガーゼと包帯が巻いてあった。見えないが頭にも二重三重に包帯が巻かれている。

　首を動かして周りを見ると、ここは個室で、俺以外には誰だれもいなかった。

　動けないなら誰か来るのを待つしかない。せめて便所に行きたくなる前に来てくれよ。

　……なんて思ってたら本当に行きたくなった。

　おいおいおいマジかよ。どうすればいいんだ。下半身にごわごわしたものを感じるけどもしかしてこれオムツか。ひとり赤子プレイとか上級者すぎるだろ勘弁してくれ。

　どうにかひとりでも動く方法を模も索さくしているとドアが開く音がした。

「あ、起きたんですね」

　花が飾られた花瓶を抱えた麻ま友ゆだった。俺の部屋にいるときのとは違う色だったが無地のブラウスにロングスカートという麻友らしい格好だ。

　花瓶をベッド脇わきの机の上に置き、麻友はそばにある小さな椅い子すに腰かけた。

「無理しちゃいけませんよ。ヒビは入ってないけど筋を痛めてるそうです。明日になったら動けるようになるってお医者さん言ってました」

「明日か……」

「心配しなくても明日までのお世話は私が全部やってあげますから」

「おまえは大丈夫なのか？　……身体のほうとか」

　一週間家出少女だった麻友におまえの都合はどうなんだと聞くのは今更な気がした。

「だ、大丈夫ですよっ。叩たたかれたとこももう痛くないし…………克かつ樹きさんが来てくれたから本当に大丈夫です……」

　うつむきながら麻友は答えた。耳が赤く染まっているのが見えた。

「そっか、よかった」

　俺は大きく安あん堵どのため息を吐ついた。

「なんで俺、助かったんだ？」

　重要なことも確認したし、あらためて気になっていたことを聞いた。

「それはですね……」




　そして麻友は俺が気絶したあとなにが起こったか、ついでにどうして家に戻っていたかも教えてくれた。

　俺の予想どおり、麻友は買い物の途中であの男に会い無理やり連れ戻されていた。

　その日は男の都合で乱暴されなかったが、麻友は自分の部屋にずっと閉じこめられていた。次の日昼すぎに起きた男はずっと酒を飲んでいて酒が切れたら麻友の母親に買い物に行くように命令した。

　母親がいないあいだ麻友はずっと男に絡からまれていて、機嫌を取りながら逃げる機会をうかがっていたが、いつ犯されるかわからない状態だったらしい。

　そこに俺がやってきて、麻友は逃げようと暴れて、ということだ。

　気絶したあとも麻友の身体を抱き締め続ける俺にキレた男は台所から包丁を持ってきた。麻友の母親は一応止めてくれたらしいが。

　そして気絶したままの俺に包丁を振り上げた瞬間、近所の通報でやってきた警察に捕まえられた。

　見知らぬ不ふ審しんな男が玄関先で麻友の母親と揉もめていたから通報されたらしい。となると本来捕まえられるべきなのは俺だったようだ。




「……でもああいう状況だったら義理の娘を乱暴されてキレた父親が、なんて思われてるんじゃないのか」

　俺は半裸の麻友を抱きしめながら気絶したことを思い出しながら聞いた。

「いえ、それは私がしっかりと状況説明しました。しっかりと」

「しっかりと……」

　こいつが。説明を。

　どんな説明をしたんだ。

　……深く考えるのはやめよう。傷の治なおりが悪くなるような気がする。

「本当に、いろいろとありがとうございました」

　麻友は俺に向かって丁てい寧ねいに頭を下げた。

「おい、いまさらなんなんだ。だいたいだな、おまえが素直に礼を言う姿なんて気持ち悪い…………麻友……？」

　いつまで経たっても頭を上げようとしないから俺は名前を呼んだ。気持ち悪いだなんて言ってしまったから傷ついてるのか？　いや、こいつはそんなやつじゃない。だいいち本当に気持ち悪いと思ってるわけじゃなくて、どっちかと言うと……。

「……来てくれるとは思ってませんでした……」

　顔を上げないまま麻友は言った。

「俺だって行くとは思ってなかったよ。ただ……」

　あらためて言うのは気恥ずかしい気もするが、言うことにした。

「……おまえが幸せにならないと俺が納得しそうになかったから」

「納得、ですか」

「そうだな、納得だ」

　自分と同じ傷を持つ存在がどんなことになるのか見たかった。できるなら幸せになってほしかった。

　俺がそうならなかったぶん。

　愛情でも哀あわれみでもなく、ただ納得したかった。それだけだ。

「……幸せになれそうか？」

「……わかりません。……だけど」

　麻友の手が俺の指を握り込んだ。麻友は顔を上げて、笑った。




「こうしてるいまは幸せだと思います」




　なにやらくすぐったい気持ちになって俺は軽く身じろぎした。

　……というか便所行きたい。

「どうしたんですか？　背中かゆいんですか？」

　落ち着きなく身体をもぞもぞとさせる俺に麻友は首を傾かしげた。

「あー……じつはさっきから便所行きたくて仕方ないんだが。ちょっと起きるの手伝ってくれないか？」

「嫌です。断ります」

「んなっ!?　世話するって言ったのは噓うそか！　ここで苦しむ俺を観察するつもりか!?」

「いえいえ、それも楽しそうですけど。無理に起こさないようにって言われてます。それにオムツしてるって看護婦さん言ってましたよ。だからそのまましちゃっても大丈夫です。あ、恥ずかしいなら私、部屋出てますから」

「マジかよ……いや、ちょっと待て」

　俺は首を動かして机の下に置いてある尿し瓶びんを見つけた。

「麻友、それだっ。その尿瓶を使うんだ」

　尿瓶でやってもらうのも恥ずかしい気がするがオムツより数倍マシだ。

「え、ええっ!?」

「俺の世話をするって言っただろ。早くしろ」

「そう、ですけど……」

　はぅぅ、と麻友はうめき、俺の着ている患者用のパジャマに手を伸ばした。よく見えないがテープが剝はがされた音と下半身のごわごわ感が消えたことからオムツが脱がされたことも理解した。

　よかった。できるなら一生世話になりたくない。いろんな意味で。

　そばのゴミ袋にオムツが捨てられる音と下半身が外気にさらされる感覚。なのに股こ間かんに容器があてがわれる感覚はない。首を動かせば様子を見ることもできるがさすがに自分の排はい泄せつの世話をされているところは見たくない。

「早くしろって……うっ、……もう、ダメだ……がっ、我慢できない……！」

「ままま待ってくださいっ！　いま！」

　わざと焦ったふうに言うとやっと股間になにかの容器があてがわれた。

「ど、どうぞ！」

　そんなに緊張されると出るものも出てこねえよ。

　と思ったが一度出始めたら最後まで出てくれた。プラスチックの容器を叩く水の音が我ながら情けない。

「ふー……あ、もういいぞ」

「はっ、はい」

　股間から容器は離れ、麻友が中身や尿瓶を片づける音が聞こえた。

「そっ、それじゃ拭ふきますねっ」

「ん、ああ」

　べつにいいんじゃ、とも思ったが任せることにした。

　トイレットペーパーらしきものを持った麻友の手が俺の中心部を上下に擦こすり、先端を柔やわく握り込む。

　おいそれじゃ拭くっていうより……。

　案の定。

「ひゃっ!?　おっ、大きくなりましたよっ」

「あー……」

　首を動かして俺にとっての真下を見ると、そこには緩ゆるく勃たち上がっている俺の分身とトイレットペーパー片手に固まっている麻友がいた。

「舐なめてもいいぞ」

「舐めません！」

「吸ってもいい」

「吸いません！」

「少しなら嚙かんでもいい」

「かっ、嚙みません！　ば、ばかっ！　克樹さんのばかっ！」

　張り詰め始めた俺自身の前で顔を真っ赤にする麻友。おまえそれを自分の中に入れてあんあん喘あえいでたこと忘れてないだろうな？

　さすがにからかいすぎたかと思っていたら、トイレットペーパーも捨ててなにも持っていない麻友の手がちょこんと先端に触ふれた。

「……な、舐めて吸って、ちょっとだけ嚙めばいいんですよね？」












「な……いやいやいや冗談だから！　こんなとこでそんなことしたら誰かに気づかれるだろ！」

「で、でも」

　半勃ちになった俺の分身と俺の顔を交互に見て、麻友は不安そうな顔をした。やめろ恥ずかしい。

「大丈夫だ。ほっとけば治る」

　……たぶん。





　　　❖◇❖






　しばらく麻友は俺のそばにいてくれた。

　起きるのを支えてくれたり、トイレの入り口までついてきてくれたり。腕は動いたから食事程度なら問題なかったんだが、麻友が積極的に手伝おうとしたから……まぁ、ちょっとだけ甘えてみた。

「本当は退院するまでお世話したかったんですけど」

　窓の外が完全に暗くなった頃、麻友は言った。

「私、明日から学校に行きます」

「そうだな、そのほうがいい」

「いままで本当にありがとうございました」

　そう言って、もう一度麻友は深ふか々ぶかと頭を下げた。

　そして顔を上げたとき、麻友は黒い瞳ひとみで俺を見つめてきた。その顔は赤く染まり、なにかを決断するために唇は引き結ばれている。やがて意を決して麻友は口を開く。

「……私、あなたのこと……」

「ストップ」

　開いた麻友の口を俺は手で塞ふさいだ。

「それ以上は言わないほうがいい。俺がおまえを拾ったのも身体を重ねたのも全部傷の舐め合いだ」

「傷の……」

　見捨てることはできなかったんだ。それはお互いに。相手を見捨ててしまえば自分を見捨てることになってしまう。麻友と俺は同じ存在だった。

　だけど。

「おまえは俺と同じ傷を持ってるけど俺とは違う。まだ取り戻すことができる」

　俺はもう無理だ。

　すべてを捨てる生き方が身に染みすぎた。

　もう一歩を歩み出すなんてできそうにない。

「私は克樹さんの家族になれませんか……？」

「……なれるから、ダメだ」

　俺なんかといて幸せになれるわけがない。

　このまま俺のことは忘れて、俺じゃない誰かと一緒になって幸せになってくれれば。

「………………か……」

　顔をうつむかせた麻友がなにかをつぶやくが、俺のほうにはなにも聞こえない。

「麻友？」

「…………克樹さんのっ、バカっ!!」

　麻友は顔を上げたかと思うと、いきなり俺の手の甲を指でひねりあげた。

「いてっ！　いててててっ！　おいバカやめろ！　俺は怪け我が人にんだぞっ!?」

「どうしてそこで諦あきらめちゃうんですか！　なんで私は取り戻すことができて、克樹さんは違うんですか！　私はこのまま克樹さんとは違う誰かと家族になってしまって、それで克樹さんはまたゴミだらけの部屋に戻ることになって……そんなの私が許せるわけないじゃないですか！」

「わかった、わかった、わかったからつねるのやめろ！　マジで痛い！」

　俺が叫ぶとようやく麻友は俺の手をひねりあげるのを止やめてくれた。

　わかったなんて言ったけど本当は痛みのおかげで少しもわかっていない。

　──いや、わかろうとしてないんだ。

　目の前の面倒さから逃げて、たとえ負の連れん鎖さだとわかっていても楽な方向にしか目を向けない。

　そう、いまはこいつに向き合ってあげなければいけない。

　まだ終わってなんかいない。納得もできやしない。

「……怖いんだ」

　俺はぽつりとつぶやく。

「ダメな人間だってわかっているんだ、自分のこと。誰かの人生の責任なんて負える人間じゃないんだ。俺とこれ以上一緒にいることで、おまえが不幸になったらってことばかり考えてしまう」

「だから最初から無理だと諦めれば、再び傷つくこともないと？」

「…………まぁ、そういう意味かもしれないな」

　麻友の言葉を俺は曖あい昧まいに肯こう定ていする。

　気持ちが充分に伝わるのか、麻友は唇をきゅっと嚙みしめながら、手のひらを自分の膝ひざの上で握りしめた。

　だけど数秒後、麻友は顔を上げた。

「血がつながってないのなら、身体をつなげたら家族になれる。最初は嫌な言葉でした。そんなことありえないのに、そうすることが正しいかのように押しつけられて……。

　身体をつなげただけでは家族になんかなれません。いまもそう思います。私と克樹さんのことも、傷の舐め合い……ちゃんとわかっています」

　ゆっくりとたしかに麻友は言葉を紡つむいでいく。

　その言葉は俺の胸にじんわりと染しみ渡わたり、ときにつきりと痛ませる。

　この一週間、俺たちの関係は最初から最後まで傷の舐め合いでしかなかった。見捨てることができなかったから拾ってきた。優しくすることで自分も優しくされてるような気がした。

　だけど。

「だけど私も、克樹さんが幸せになるところを見ないと納得できません。そしてできるのなら」

「ストップ」

　再び俺は麻友の口を手で塞いで、続きを口に出すことを止める。

「な、なんなんですか、また邪魔してっ。今度こそ最後まで言わせてくださいっ」

「いや、だって…………」




　だってそれは俺が言わなきゃいけないことだ。

　傷の舐め合いは終わった。

　いま抱いている感情は過去についた傷を癒いやすためのものじゃなく、もっと先にもっと未来にあるもの。

　俺は自分の気持ちを口にする。

　それを聞いた麻友は目を丸くする。

　俺がずっとほしかったもの。そして誰かにあげたいと思っていた言葉。

　麻友は小さく笑みを浮かべながら俺の頭を撫なでる。




　生きるのは面倒くさい。

　家族は面倒くささを押しつけ合って生きるものだ。




　こいつひとりくらいの面倒さなら付き合ってやろうと思った。










　──家出少女らしきものを拾った。




　本当なら「保護した」と言わなければいけないんだろうが。

　首から『拾ってください』なんて書いた札をさげていたら「拾った」と言わざるをえない。




　そいつはあいかわらず無地のブラウスにロングスカートを穿はいて、俺の部屋の前に座り込んでいた。首には段ボールで作った札をさげて。

　あれから麻友の母親はすぐに入院してしまった。心のほうを患わずらったようで娘であるはずの麻友は母親の精神的健康のために面会することができない。

　だから今日から俺の部屋で暮らすことになった。

「鍵かぎ持ってるんだから入ればよかったのに」

「いえいえ、あらためて拾ってもらうんですからやはりかたちから入らないと」

　かたちってなんのかたちだ。

　少女は、麻友は立ち上がり、スカートについていた埃ほこりを払い、札を軽く持ち上げながら言った。




「拾ってくれますか？」
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　家出少女らしきものを拾った。

　いまから一ヵ月半ほど前の話だ。

　その少女はダンボール製の手作り札を首からさげてコンビニの前に立っていた。なりゆきで、俺はその少女、麻ま友ゆを、借りてるアパートの一室に泊めることにした。

　七日間限定で。

　あまり深く関わるつもりもなかったのだが。




　現在その少女、麻友は俺が住む部屋で暮らし続けている。







　夕方もすぎ、あちこちの家から夕飯の香りが漂ただよってくる頃ころ。

　バイトから戻ってきた俺がアパートのドアを開けると、そこには。

「お帰りなさい、か、つ、き、さんっ」

　エプロン姿の麻友が立っていた。間違えた、エプロンだけつけた麻友が立っていた。

「…………」

　俺は黙ってドアをそっと閉じた。

　前にもこんなことあったような……？

　デジャブのようなものを覚え、俺はふぅっとため息を吐ついた。

「もー、克かつ樹きさんってばまた仕事先に忘れ物したんですかぁ？」

「だからその姿で出てくるなっつってるだろうが!?」

　エプロンだけつけた姿で外に出てこようとする麻友の肩を押し、俺は部屋の中へと押し込めた。

「なんでまたそんな姿してるんだ。着替えがないってわけでもないだろう」

　たしか以前に裸エプロンになったときは下着も服も洗濯してしまっていたはずだ。いまの麻友は俺の部屋に正式に住んでいるから着替えがないなんてことはありえない。

「なんでって……克樹さんはこの姿を見てなにか思いませんか？」

　もじもじと身体からだを動かしながら麻友は聞いてくる。

　なにかって……。俺は麻友の全身をじっと観察した。

　腰までの長さの艶つやのある黒髪。伏ふし目めがちの瞳ひとみに、ほんのりと赤く染まった頰ほほ。細身の身体を隠すのはたった一枚の布きれ。

　だがしかし、どうにも細すぎるのだ。

　胸や尻しりに肉がついていればもう少し違った感想も抱けそうだが、ほぼ真っ平らな身体に一枚の布だけを巻いた姿はさびしさとかわびしさなんて言葉を思い浮かべる。寒そうだ。

　それに裸に前かけ姿……。小さい頃に読んだ絵本のキャラクターがそんな姿をしていたような。

「金太郎だな！」

「……さて、まさかりはどこでしょうか」

「やめろ凶器を探すな、俺が悪かった」

　キッチンへと足を進めかけた麻友をあわてて引き止めた。

　麻友は小さく唇をとがらせる。

「もう！　克樹さんってば、あいかわらずロマンが足り、ふぁりっ……へっ、くっちゅん！」

　突然、麻友は大きなくしゃみをした。

　もう夕方だ。昼間に比べればだいぶ冷え込んできた。おまけに今朝から雨がしとしと降っていた。まだ一○月だけど、一一月下旬の気温だって天気予報で言ってたっけ。

「寒いんだろう」

「寒くありません」

　俺は麻友の細い肩に手を置いた。カタカタと震えていた。

「おい、震えてるぞ」

「これはいつ克樹さんに襲われるのかと思ってちょっと怖くて……くしゅんっ！」

「いや、寒いんだろ、認めろよ。風邪をひくぞ、服着てこい」

「……ふぁい」

　ずず、と鼻をすすりながら麻友はキッチンの隣にある和室へと入っていった。コンロの上にはフタをした鍋なべとフライパンが置かれていた。そっと中身を確かめた。今夜の飯は豚の生姜しようが焼やきと味み噌そ汁しるのようだ。

　帰ってきたら夕飯が用意されているなんて、一ヵ月半前の俺の生活では考えられないこと。

　俺はフライパンの中の肉を指でつまもうとして……、

「あー！　克樹さん、つまみぐいはやめてください！」

　和室から出てきたばかりの麻友に怒鳴られた。

　ちなみに、服はちゃんと着ていた。




　ふたりで夕食を食べ、麻友が皿を洗っているあいだに俺が風ふ呂ろを掃除して、それから順番に風呂に入った。

「ふぅ～、いいお湯でしたぁ」

　乾ききってない頭にタオルを乗せて麻友が風呂場から出てきた。ピンク色のパジャマを着た麻友の頰は風呂上がりで軽く上じよう気きしていた。

　細身の身体を覆おおうゆったりとした薄手のパジャマ。少し力を入れるだけで外れてしまいそうなボタン。むき出しになった無防備な白い素す足あし。

　裸エプロンなんかよりもずっと目を奪われる。

「克樹さん？　なんですか？」

　ぼうっと見続けてしまった俺に麻友が首を傾かしげる。

「……なんでもない」

　俺は麻友から視線をそらし、煙草たばこに火をつけた。

　そして俺たちは湯上がりのままぼんやりとテレビを見た。

　番組が終わると寝るにはお互いにいい時間になっていた。

「それでは克樹さん、おやすみなさい」

「おう、おやすみ」

　俺に軽く頭を下げた麻友が襖ふすまの向こうの和室に消える。

　遠く離れてしまったわけじゃないのに、さびしさのような、安心感のような、複雑な気持ちが俺の胸に湧わき起こる。

「……寝るか」

　俺は部屋の灯りを消して、開いたままのソファベッドに横たわり、毛布に潜り込んだ。





　　　❖◇❖






　家出少女らしきものを拾った。

　いまから一ヵ月半ほど前の話だ。

　実際に一緒に暮らすことを決めて、二週間ばかりはあれこれ忙しかった。落ち着いてきたのはここ最近だと思う。

　夕飯を食べて風呂に入れば、ほかになにかをする気力もなく、あとは寝ることしかできなかった。

　……いや、できないことにしていた。

　どうして麻友が裸エプロンなんかしたのか、理由はわかる。

　やっと落ち着いてきたというのに俺が麻友に手を出さないから。




　あれから、俺たちは一度も身体を重ねていない。




　手を出す機会がないというわけじゃない。それっぽい雰囲気になったことは何度かある。だけどそのたびに俺は逃げていた。

　べつに急性の勃ぼつ起き不ふ全ぜんになったとか、ついに巨乳以外には勃たたなくなったというわけじゃない。

　自家発電なら麻友がいないときや風呂に入っているときにこっそりしている。しかも麻友との初体験を思い出したり、風呂に入ってる姿を想像してだ。我ながら情けない。

　だけど俺には手を出せない理由と意地があった。
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　玄関を開けた途端に香ばしい匂においが漂ただよってきた。

「あ、おかえりなさい克かつ樹きさん。今日は秋刀魚さんまの塩焼きですよ」

　キッチンにいた麻ま友ゆが俺のほうを振り向きながら言った。

　トレーナーとロングスカートの上にエプロンをつけている姿はなんというか……妙みように大人っぽいというか、色っぽいというか。

「……おう」

　思わず視線をそらして適当な返事をすると。

「克樹さん。おかえりと言われたときはただいま、ですよ」

　菜さい箸ばしを持ったままの麻友に叱しかられてしまった。

「お、おう。……ただいま」

　俺は頭をかきながらあらためて返事をした。

　しばらくすると小さなちゃぶ台の上にふたりぶんの夕食が並べられた。

　麻友はもう家出しているわけじゃない。俺のアパートから短大に通っている。シフトやその日のバイトの内容によっては俺のほうが早く帰ってくることもあるが、だいたいは麻友のほうが早い。

　俺の部屋に寝泊まりし続ける代わりに、こうして家事をやってくれている。俺ひとりの生活だと部屋があっという間にゴミで埋めつくされてしまうので、正直、助かる。

「大学にすっごいかっこいいひとがいるんです。瀬せ戸とさんっていって、バレー部のエースなんですけどね。背が高くて、細いけど筋肉もしっかりついてて。憧あこがれちゃいますね、ああいうひと」

「ふーん」

　秋刀魚の身をほぐしていると、麻友がやたら楽しそうに話しかけてきた。

「で、その瀬戸さんから今度講義が終わったら遊びに行かないかって誘われちゃって」

「へぇ」

「瀬戸さんって、いつも複数の女の子と一緒に遊んでいるんですよね……。あんなにたくさんの女の子と遊んでいるひとと、私なんかが一緒に遊んでもいいのかどうか悩んでしまって……克樹さんはどう思います？」

「……好きにすればいいんじゃねえの。俺なんかと一緒にいるより、その瀬戸って男とのほうが楽しいかもしれないし？」

　麻友はいったいなんのつもりでその瀬戸ってやつの話を俺に振るんだ。

　たしかに俺と麻友は身体からだを重ねたかもしれない。




　そして俺は、麻友が幸せになるのを見届けると決めた。

　麻友ひとりくらいの面倒くささならつき合ってやろうと思った。




　だけどそれは正式に麻友と……恋人になるという約束を交わしたわけじゃない。だから麻友がどんな男とつき合おうとも俺には関係ない。関係ない、本当に関係ないんだ。

　関係ないからほかの男の話なんて俺にするな。おもしろくないんだよ。

　秋刀魚の身をほぐすどころか粉々のバラバラにしてしまった俺を、麻友はくすくすと笑う。

「もう、克樹さんってば、なに勘違いしてるんですか？　瀬戸さんは女のひとですよ。だって私、女子大に通ってるんですから」

「……うっせ、ばーか」

　俺はぐちゃぐちゃにしてしまった秋刀魚の身を白飯の上に乗せ、一気にかき込んだ。

　ふと、以前に『普段行っている場所』を聞いたとき、スーパーの看板を指差したことを思い出す。友だちと遊びに行ってる場所がなかったのだ。

「友だち、いるじゃん」

「……はい。以前は……母にどういうひとを友だちにしていいか決められてましたから。だからあまり近づかないようにしていたんですけど……でも、私も一歩踏み出してみようと思いまして、こちらから声をかけてみたんです」

「そっか、うまくいってよかったな。楽しんでこいよ」

「はいっ」

　少し照れくさそうに麻友は笑う。

「あ、克樹さんも一緒に来ます？」

「いかねーよ！」
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　夕飯も終えてあと片づけをして、交互に風ふ呂ろに入って、それぞれの部屋で休む。

　部屋といっても俺の場合、ダイニングキッチンを根ね城じろにしているようなものだが。麻友は家出したときから貸している和室だ。以前は捨てるのが面倒くさくてゴミ袋をため込んでいたが、いまはすっかり片づけられている。

　実際のところ、麻友が使っている部屋のほうが広い。

　のだが。

「克樹、さん」

　毛布と布団を引きずった麻友がおずおずと俺に話しかけてくる。

「隣で寝ても、いいですか？」

　持ってきた毛布で口元を隠し、視線をわずかにそらした麻友。

　なにを求めているのか。それは子供のように本当に隣で寝ることだけなのか。




　そうじゃないことを俺は知っている。




「麻友」

「はぁ」

　あいかわらずの聞いているのか聞いてないのかよくわからない返事。

「俺とセックスしたいのか？」

「……克樹さんはどうなんですか？」

　問いかけたはずなのに逆に問い返された。

　ああ、面倒くせえな、と思いながらも俺は麻友に答える。

「俺は、したくない」

　俺は知っている。

　麻友がどうしてしつこく色いろ仕じ掛かけをしてくるのか。身体を重ねようとするのか。

　同じ傷を持つ者同士だから理解できる。




　麻友はセックスすることによって自分がここにいていいんだって確かく証しようを持ちたがっている。




「じゃあ、おやすみー」

　俺はわざと軽い声で言った。そして吸っていた煙草たばこの火を灰皿に押しつけて消し、ソファベッドに横になって麻友に背中を向けた。

「あ……」

　俺の背中になにか言いたげな麻友の声が被かぶさる。

「おやすみ、なさい……」

　だけど麻友はそれ以上なにも言わずに、引きずってきた毛布の中に潜り込んだ。







　麻友をこの部屋に住まわせてるのは麻友とセックスするためじゃない。

　あんなひどい事件があった家に独り残すよりは、俺のところにいたほうがいいと思ったからだ。

　俺は麻友の幸せを見届けると決めた。

　傷を舐なめ合う関係を続けるためじゃない。

　……それに俺は思う。

　俺と麻友はいったいなんなんだ、と。

　ただの知り合い。家族。恋人。セックスフレンド。どの言葉もきっちり当てはまる気がしない。

　だから俺は、麻友とセックスするつもりはない。

　俺と麻友の関係がいったいなんなのか、はっきりと言葉にできるようになるまではセックスしないと決めた。
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　コツ、コツ、コツ、コツ。

　灯りを消した部屋の中に時計の針が動く音だけが響く。アパートの外からは酔っぱらいの声と、遠くを走る電車の音が聞こえた。真夜中に至るまではまだちょっと早い。




「……克樹さん、起きてますか？」

　隣で寝ていた麻友がゆっくりと起き上がり、俺に声をかけてきた。

「…………」

　俺はなにも答えない。できるだけ不自然にならないように穏おだやかな呼吸を続け、眠っているフリをし続ける。

「寝てます、ね……」

　ほうっとため息を吐ついた麻友がころんと布団の上に寝転がる。

　悪いな、まだおまえに応こたえてやることはできないんだ。

「……ん……」

　寝心地が悪いのか、麻友はもぞりと身体を動かしながら小さな声を上げた。

　こそこそ、こそ、こそこそ。

　わずかな衣きぬ擦ずれの音はやむことなく、麻友は身体を動かし続ける。

「……ん、んぅ……っ、克樹、さん……」

　こぼされる小さな声には熱い吐息が込められていた。

　いや、待て。

「……あ……っ！　ん、んん……」

　待て待て待て。

　麻友はいったいなにをしているんだ？

　寝心地が悪くて身体を動かしているわけじゃない。背中から感じる気配から察するに、麻友は手だけを動かして、声を嚙かみしめている。

「……ん、んンッ！　……ふぁ……っ」

　これは。これはもしかして。

「ん、……ん、ふぅ……ぁ……！」




　間違いない。

　麻友は、俺のすぐ隣で自分を慰なぐさめている。




　聞こえるのは布がこすれる音と、嚙かみ殺ころされた嬌きよう声せいが混ざった麻友の吐息。

　俺は背中を向けているから実際になにかが見えているわけじゃない。

　見えていないからこそ、逆に想像力をかきたてられてしまう。

「……ぁ……ん、んん……」

　大きくたくし上げられたパジャマに手を差し込み、薄うす紅べに色いろの乳首を指で転がしている麻友。もちろん見えないから想像だ。だけど俺の脳のう裏りには指先で弄もてあそばれている乳首がありありと浮かんでいた。薄すぎるささやかな乳房の肉が、麻友の手のひらによってこねられている。

「ん……ぁ……ん、ふぁ……」

　耳をかすめる麻友の儚はかない息。きっとあの小さな唇はきゅっと嚙みしめられ、かと思えば、はふはふと空気を求めて開かい閉へいしているのだろう。

「ん、……んぅ……」

　そわ、そわ、と麻友の両りよう膝ひざが落ち着きなくこすり合わされる。

　ごそごそ、と衣擦れの音の種類が変わった。

「……ンッ！　……っ……！　んあ、あ……っ！」












　声に混ざる甘さの量が増した。

「……あ、あ、あ、……んンッ……！」

　押し殺されていたはずの嬌声が短い吐息とともに吐き出され、手の動きが速さを増す。

　……くちり、とわずかな水音が耳をかすめた気がした。

　それはもしかしたら妄もう想そうの末に俺が生み出した幻げん聴ちようかもしれない。

　だけどいまの俺にはその真否なんてどうでもよくて、ただただ身体を硬直させ、麻友に気づかれないようにすることだけに集中していた。

　指先ひとつでも動かしたら、俺が起きてることに気づいてしまうかもしれない。

　それはそれでおもしろそうだとは思ったが、麻友とセックスしないことを決めているいま、気づかれてしまえばせっかくの努力が無に帰きしてしまう。

　きっと、我が慢まんできなくなる。俺が。

「あ、あ、……んンッ……！」

　パジャマと下着に差し込まれた麻友の手が薄く柔やわく生えそろった産毛の向こうの芯しんに直に触れる。

　ぴりりぴりり。濡ぬれた花か芯しんが指先に触れるたびに甘い刺激が麻友の身体を走る。

　ぴくりぴくり。麻友の細い身体が震える。

　それでも麻友は手の動きを止めることができなくて、敏感なところ、自分が気持ちイイと思うところを指で転がし続ける。弄び続ける。

　繰り返すが想像だ。

　だけどその妄想を頭から追い出すことができない。

　荒くなりそうな呼吸を抑えるために、俺は限界まで息をすることを我慢していた。

「……ぁ……克樹、さ……っ」

　不意に名前をつぶやかれ、思わず声を出しそうになった。

　全身に力がこもり、肩をぶるりと震わせてしまう。やばい、麻友に気づかれる。

「……あ、あ、……ふぁ……っ、ん、んんぅ……っ！」

　気づかれることはなかった。

　麻友は自分を慰めることに夢中になっていた。

　自ら手を動かし、与えられる快かい楽らくに身体を震わせている。声をこぼさないように唇を嚙み、それでも耐えきれずに甘い音を紡つむいでしまうことに背はい徳とく感かんを抱きながら。

　快楽の象しよう徴ちようの熱はいまも奥からあふれ出て、麻友の指先を穢けがしているんだ。

「克樹、さん……克樹さん……ん、ンッ！」

　俺の名前を呼びながら、俺に触られることを妄想しながら、麻友は自じ慰いに耽ふける。

　ものすごく勝手なこととはわかっているのに、俺は麻友の心の中の俺に嫉しつ妬としていた。

　本物の俺は腕を一ミリ動かすことさえ躊ちゆう躇ちよしているというのに、麻友の心の中の俺は好き勝手に麻友の身体に触ふれて、弄んでいる。

　ああ、もう！　本当にそうしてやろうか？

　いまここで起き上がって、最初から気づいていたことをネタばらしして、驚きのあまり口をぱくぱく動かすことしかできない麻友の身体に覆おおいかぶさって、一ヵ月半の想おもいを込めて犯してやろうか。

　そんなことをすればいままでの我慢どころか、麻友との関係も終わってしまう。

　傷を舐め合う関係に堕おちてしまう。

　でももう我が慢まんできない。我慢できるとすればあと一○秒。

　ほら、九、八、七、六……。

「んンッ！　んん、ううんンン……ッ!!」

　嚙みしめられた麻友の唇からひときわ高い声が漏れる。びくびくっと強く痙けい攣れんした麻友の身体からくたりと力が抜け落ちた。

「……ん……ふぁ……」

　イった。イってしまったんだ。

　その証しよう拠ことばかりに、麻友は身体を投げ出しながらも、は、は、と荒い呼吸を繰り返していた。

「……う、うぅぅ……」

　泣きそうな声をこぼしながら麻友は起き上がった。そしてふらふらとした足取りで洗面所がある方向へと向かっていった。

　ジャー、と蛇口から流れる水音が聞こえた。

「…………。……………………はぁ～～……」

　俺は長い沈黙のあとに大きなため息を吐き、ごろりと寝返りを打った。

　気づけば額ひたいにも手のひらにも汗がびっしょりと浮かんでいた。もちろん俺の下腹部は元気いっぱいに張はり詰つめている。

　麻友はいなくなったのに、部屋の中には淫みだらな空気が漂ただよっているような気がした。

　この空気の中にどれだけいやらしい汗と熱の成分が含まれているんだろう。俺は肺いっぱいに空気を吸い込んだ。変態か。

　しばらくもしないうちに麻友は戻ってきて俺の隣に寝転がり、毛布を被った。

　やがて定期的な寝息が麻友のほうから聞こえてくる。本当に眠ってしまったようだ。

　俺は……俺は真っ暗い部屋の天井を見続けることしかできなかった。
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　眠れなかった。

　いっそ俺もトイレに行って抜いてこようかと思った。

　しかし、少しでも妙な素振りを見せれば隣にいる麻友になにもかも気づかれてしまうような気がして、結局朝になるまでなにもできなかった。




「克樹さん、朝ですよー。ごはんできましたよー」

　昨夜のことなんてなにもなかったかのように、麻友は普通に起きて朝食を作り、いまだにソファベッドに寝転がって起きてこない俺に声をかけてきた。

「んー……あとで食べるぅー……」

　尻しりをかきながら寝ぼけ声で麻友に返事をする。

「うわ、おじさんみたいですよ、克樹さん。ハゲないでくださいね」

　なんだとこの野郎！

　思わず起き上がって怒鳴りたくなる衝動を抑えた。

「私、先に食べますから。あと片づけ、お願いしますね」

　麻友は俺に呆あきれたため息を吐き、寝ている俺の隣で朝食を食べた。そして自分のぶんの食器を洗い、身み支じ度たくをしてから外に出ていった。

「…………」

　独りになった部屋で俺はゆっくりと起き上がった。

　ちゃぶ台の上には俺のぶんの食器と、ラップがかけられた焼やき鮭ざけが置かれていた。

　俺はすっかり冷めてしまった朝食をもそもそと食べて、麻友に言われたとおりに食器を片づけた。片づけないとあとが怖い。

　眠気覚ましにメンソール入りの煙草を吸ってみたが。

「……ふぁ……」

　口から生あくびがこぼれてしまった。
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　バイトに行っても眠いのは変わらなかった。

「うわっ」

　商品を棚の上に陳ちん列れつしようとして落としそうになった。いつもならこんな失敗しないのに。

「……はぁ～」

　その場に座り込んでため息を吐く。身体がめっちゃだるい。店の中だというのにこのまま横になりたい衝動がむくむくと湧わいてくる。本当にそうしてしまおうか。

「ちょっと比ひ良らくん!?　床に手をついてどうしちゃったの？　大丈夫？」

　うわ、やべ。本当に寝そうになったところを本ほん田ださんに見つかってしまった。

「あー、その……なんでもないです。ちょっとバランス崩くずしただけです」

「なんだか顔色悪いよ？　反応も鈍にぶいし」

　本田さんが俺の顔をのぞき込みながら心配そうな顔を見せる。

　このひとともずいぶん親しくなったと思う。

　いままで、ひとつの仕事を長く続けることはなかった。長くその職場にいれば、それだけそこにいる人間と距離が縮まってしまう。

　だけどこのドラッグストアでのバイトはいままででもっとも長く続いていた。

　続けられたのは、まぁ、心境の変化があったせいだ。

「ここはやっておくから比良くん、奥で休んでなよ」

「いや、まぁ……これくらいならべつに」

「ほらほら遠慮しないでって！　商品落としたらたいへんでしょ？」

　もたついているあいだに並べなきゃいけない商品を台車ごと奪われてしまった。

　まぁ、いいか。本田さんの言っていることも正しい。少し奥で休ませてもらおう。

　俺は店の奥のほうにある従業員用の休きゆう憩けい所じよに行ってパイプ椅い子すに腰かけた。

　ぼーっと天井をあおぎ見ていたら、いつの間にやら本田さんが缶コーヒー片手に姿を見せた。気づいたら一五分ほどすぎていた。

「はい、おごりだから、どーぞ」

　本田さんは缶コーヒーを俺に差し出してきた。

「ども、すみません。いつかお返しします」

「いいっていいって。気にしないで。私のほうが年上だもんね」

　年上であることとおごることになんの関係があるのかわからないが、なにか言うのもめんどいのでおとなしくおごられておくことにした。

　本田さんは短大生だが、煙草が合法的に吸える俺より年上だ。なぜかというと二回ほど留年しているからだ。バイトなんかしてないで真ま面じ目めに勉強すればいいのに、なんてことは面倒くさいのでもちろん言わない。

「比良くんさぁ、彼女と同どう棲せいしてるんだよね」

「え？　彼女？」

　思わず聞き返した。

　そんなこと言ったっけか。

「前に言ってたでしょ、一緒に住んでるやつがいるって」

「あー……」

　そう言えばそんなことも言った気がする。

「ほら、前、比良くんが交通事故の怪け我がでバイト休んだとき。彼女さんから連絡あったんだよ」

「ああー……そんなこともありましたね」

　一ヵ月半前の事件のとき、俺はひどい怪我をした。そのとき麻友が各種方面への連れん絡らくを済ませてくれたらしい。交通事故とごまかしてくれたのはよかったと思う。

「もしかして、彼女とうまくいってないの？」

「いや、うまくいってないわけじゃ……」

　というかだ。俺は麻友を〝彼女〟なんかと呼んでいいのだろうか。

　本田さんに聞かれたときは面倒くさくて思わず彼女がいることを肯定してしまったが。

「同棲してるけど、彼女じゃないとか？」

　言葉をつまらせてしまった俺を見て、本田さんは核かく心しんに近いことを突っ込んできた。

「ああ、えっと、ですね……」

　寝不足で頭がよく回らない。

　冷静に考えてみればごまかす方法なんていくらでもあったのに。俺はつい言ってしまった。

「その、家庭に事情がある親しん戚せきの子を預かっているんですよ……」

　当然だが、俺と麻友は親戚じゃない。血のつながりなんてない。

「ああ、やっぱり。彼女じゃなかったんだ」

「……ええ、はい」

　再度確認してくる本田さんからちょっとだけ視線をそらしながら肯定した。

「家庭に事情がある子かぁー。詳しくは聞かないけど、そういう子と一緒に暮らしてるといろいろ悩みそうだもんね」

「はは、まぁ、そうなんですよ……なんかうまく距きよ離り感かんつかめないっていうか、どう接すればいいのかわからないって感じで」

「一緒に遊びに行ったら？　そういう家庭環境の子には楽しい思い出を作ってあげるべきだよ。比良くんも家族からいろんな思い出もらったんでしょ？」

「はっはっは」

「笑ってごまかしてもだーめ。だから本田さんが比良くんにいいものあげちゃうよ」

　俺の目の前に一枚の券が差し出された。

「温水プール？」

　券に大きく書かれている文字を読んだ。

「そ、温水プール。シーズンじゃないけど温水だから関係ないでしょ。これ一枚で三人まで入れるんだって。プールが嫌なら隣についてる温泉の入場券としても使えるよ」

「へー、それはありがとうございます」

「ふふ、じゃあ今度デートしてくれる？」

「それは……」

　返事をしようとした瞬間、店長が休憩所にやってきた。

「ああ、その券、うちの会社で配ってるやつなんだ。比良くんもらってないならもらっておいてね」

　それだけを言い残してトイレへと向かっていった。

「はっはっはっはっは」

「あっはっはっはっは」

　ふたり見つめ合って笑い合う俺と本田さん。

「券はいただきます。デートは断ります」

「ケチ」

「はっはっは」

　俺がケチならあんたは詐さ欺ぎ師しだよ。

　さて、適度に休憩もしたことだし仕事を再開しようか。チケットをポケットにねじ込んで店内に戻ることにした。

　ねじ込む前に『関係者様ご家族　招待券』とチケットに書いてあるのが見えた。

　家族、か。

『血がつながってないのなら、身体をつなげたら家族になれるって言われたんです』

　じゃあ身体をつなげた俺たちは家族と言っていいのか。

　そんなわけない。あれはただの傷の舐め合いだ。

　俺と麻友はいったいどんな関係なんだ。

「……ま、いいか」

　あれこれ悩みすぎて、こんな寝不足な状態になるよりかは遊びに行ったほうが気持ちの整理もつきそうな気がする。

　たしか麻友の誕生日が一一月初めだったはずだ。

　遊びに連れていってやると言ったら麻友はどんな顔をするだろうか。

　それを想像するのは、思った以上に心地がよかった。





[image: ]







「温水プール、ですか？」

　スプーンを片手に持ちながら麻ま友ゆが首を傾かしげた。

　今日はシチューだ。面倒くさがりの俺でもときどきは作っていたメニューだが、麻友特製のシチューは小麦粉と牛乳で作られていて、市販のルーは入っていなかった。おまけに隠し味として味み噌そを投入しやがった。

　どんな味がするのかとハラハラしながら口にしたが、……うまかった。

「ああ、バイト先から優待券もらってきたんだ。行くか？」

「それってデートですか？」

「んー、たぶん……」

　はっきりしたことは俺にもわからない。

　じつは誕生日プレゼントのつもりでもあったんだが、素直にそれを告げるのは……なんだか気恥ずかしかった。

　麻友は俺の曖あい昧まいな言い方に文句をつけることもなくうれしそうに小さく笑った。

　いや、うれしいならうれしいってもっと派手に喜ぶべきだと思うがね。

「克かつ樹きさんの水着なら洗ってタンスに入れてますよ」

「あー、うん、……あんがと」

　つか、水着があることも水着が必要なのも忘れてた。

「おまえは水着持ってるのか？」

「持ってますよ。高校のときに使っていたのが」

　ふーん、と生なま返へん事じをしようとして気づいた。

「おい。それって、いわゆるスクール水着ってやつじゃないのか？」

「授業で使っていたんですから、そうなりますね」

「普通のはないのか、普通のは。とも……」

　友だちと一緒に遊んだときに着たやつ、と言いかけてこいつのかつての人間関係を思い出す。

「いませんでしたよ。どうせぼっちでしたから。ええ、ぼっちでしたから」

「……自分で言ってて悲しくならないのか」

　しかも二回も。言わせてしまったのは俺なんだが。

「あー、なんだ。どうせだから買ってこいよ。大学で友だちできたんだろ。必要になるかもしれないじゃないか」

「そうですね、そうします」

　にこりと笑いながら麻友は答えた。本当にうれしそうだ。

「一緒に行こうか？　今度の土曜、休みになるし」

「……克樹さんのえっち」

　なんでだよ!?

「そんなに私の大胆なハイレグ姿が見たいんですか、しょうがありませんね」

「見たいか見たくないかだったら見たいけど！」

「正直者ですね。そんな克樹さんには金のハイレグパンツを進しん呈ていしましょう」

「いらねーよ!?　俺が着ることになるのかよ！」

　ふたりそろってハイレグだなんて着たくない。変へん態たいか。

「普通のにしろ、普通のに」

「むぅ、わかりましたよー。でも克樹さんはついてこないでくださいね。ひとりで買いに行きます」

　こいつひとりで買いに行かせてもいいのか？　……心配だ。

「そんな目で見ないでくださいっ！　ちゃんと店員さんに超イカしたデザインのを聞きますから安心してください。……それにですね、デート、なんですよね」

「お、おう」

「克樹さんに水着を見せるのも楽しみのひとつにしたいんです。だから、ついてこないでください」

　店員に聞くというのなら、まぁ、大丈夫だろう。貧乳のくせに無理にビキニを着て悲惨なことになることもないと思う。それはそれで見たい気もするが。





　　　❖◇❖






　土曜になり、昼食を終えると麻友はさっそくひとりで出かけていった。玄関を出る前にこぶしを握にぎりしめ、やる気満々だった。

　見送った俺は特にすることもなく、部屋でテレビをぼんやりと見ていた。

　夕方になり、麻友が帰ってきた。

「……ただいま戻りました」

「おかえり……」

　なんだろうか、出かけたときと比べるとやけに落ち込んでいる気がする。

「水着は買えたのか？」

「は、はい！　それはバッチリです！　とてもとてもいいものを買うことができました！」

　水着が入っているらしい紙袋を持ち上げて麻友は主張した。水着が買えたのは本当のことのようだが、どこか空元気のような気がしてならない。好きなデザインのものが買えなかったのだろうか。

「そ、それじゃ、ごはんにしますねっ！　ちょっと待っててください、すぐに作ります」

「帰ってきたばかりだろうが。今日は俺が買ってくるわ。それともどこか食べに行くか？」

「だ、ダメです！　それはダメです！　作ります！　ちゃんと作りますから！」

　なぜか麻友は必死に作ると主張してくる。

「いや、疲れてるだろ。たまには弁当くらい……」

「違うんです！　私が、ごはん作りたいんです。作らせてください……」

　妙なものを感じながらも、飯を作ると言い張る麻友に俺はうなずいた。







　やがてちゃぶ台の上に夕飯が並ぶ。

　ハンバーグにポテトサラダ、ミネストローネとちょっと手間がかかりそうな品ばかりだ。が、作ってもらった俺に文句を言う資格はない。

「あの、ですね」

　ミネストローネの表面をスプーンでつつきながら麻友はぽつりとつぶやいた。

「さっきのことなんですけど」

「ああ」

　俺もポテトサラダを口に運びながら生返事をする。真ま面じ目めに答えてやれば、逆にプレッシャーを与えることになりかねない。わざと世間話を聞くように答えた。

「買い物が終わって歩いていたんですよ」

「うん」

「そのとき、親しん戚せきのひとに出会ったんです」

「……へぇ」

　本ほん田ださんに麻友のことを『親戚』だと説明してしまったことを思い出し、なんとなく気まずくなった。

「母の、従姉いとこのひとでして。母は親戚の方があまり好きではなかったようでしたので、法事以外で顔を合わせることはほとんどなかったのですが。母が入院して、いろいろたいへんだろうからしばらくうちに来ないかって、言われまして」

「いいひとじゃないか」

「……そうですね、いいひとです。あまりつき合いはありませんが」

「ここにいることは言ってないのか？」

「あはは。男のひとと暮らしてるって言ったほうが心配されちゃいますよ」

　それもそうだな。

「克樹さんはどう思いますか？」

「どうって？」

「その、やっぱり、克樹さんは血のつながりがあるひとじゃありませんし、……私みたいな子が厄介になるなら血縁者の方のほうがいいかな、なんて……」




　ああ、そういうことか。

　やっぱり面倒くさいな、こいつも、……そして俺も。




「べつに……おまえが好きなようにすればいいんじゃねーの。親戚のとこに行きたいってんなら止めないし。……ここにいたいってんなら、いてもいいんじゃねえの。おまえひとりがこの部屋にいたからって面倒なことなんてねぇよ」

　俺の答えに麻友はわずかに唇をとがらせる。

「まぁ、いいです。この話は。たぶん向こうも社交辞令で言ったんだと思いますし、本気にしちゃったら迷惑になっちゃいますね」

「そうだな」

　なんて話をしているうちにハンバーグは冷めてしまい、少し硬かたくなりつつあった。

「克樹さん。克樹さんってわがまま言う子じゃなかったでしょう」

「いきなりなんなんだよ……」

　冷めかけたハンバーグを口に放ほうり込みながら俺は答える。

　確かに昔の俺はクソ真面目で、授業も宿題もさぼることなく勉学に励み、医者になることを目指していた。

　……だけどそれは勉強以外のことを考えるのが面倒くさかったせいもある。

　わがままを言って自分の我を通すよりも、社会は、世界はそんなものだと自分のほうから馴な染じんで受け入れてしまったほうがトラブルを起こすこともないと、いつの間にやらわかっていたから。

　だから親にわがままなんて言ったことは、ほとんどなかった。

「わかるんです、私もそうでしたから」

　麻友は小さく微笑を浮かべた。

　いや、嘲あざ笑わらった。

　それは麻友自身のことだったかもしれないが、俺は俺自身の胸がちくりと痛むのを感じた。閉じかけていた傷が再び開き、血を流している。




　麻友をこの場で押し倒したくなった。

　押し倒して、唇を重ねて、舐なめ合いたくなった。

　それは正真正銘の傷の舐め合いだ。




「麻友」

「なんですか？」

　俺は麻友の皿に残っているハンバーグをさっと奪い取り、口に放り込んだ。

「ああーっ!?　ああああああーっ!!　克樹さんのばかーっ！」

　さっさと食べないほうが悪いんだよ、ばーか。





　　　❖◇❖






　土曜の次は日曜である。

　麻友の大学は休み、そして俺もバイトが午前中で終わる予定だった。だから外で待ち合わせをすることにした。

　待ち合わせは駅前の広場で、一二時ちょうど。しかしいまの時計は一二時半を示していた。

「三○分遅れちまったな……」

　遅れることはバイト中にわかっていたが、どうしても連絡することはできなかった。麻友が携帯電話を持っていないせいだ。

　キョロキョロと周囲を見渡していると。

「克樹さんっ！」

「わぁっ!?」

　いきなり背後から現われた麻友に腕を強く握られてしまった。

「克樹さん、克樹さん、克樹さん、克樹さん、克樹さんですよね？」

「そうだよ、俺だよ！　だから名前連呼しながらくっつくな！」

　腕にまとわりついてこようとする麻友を必死になって引きはがす。引きはがされた麻友は着ている服を両手でぎゅっと握りしめながら泣きそうな顔をしていた。

「も、も、もう来ないんじゃないかって、思いました……」

「……遅れて悪かったな」

　俺は麻友の頭に軽く手を置きながら謝った。途端に麻友の顔がほうっと赤く染まり、いまにも泣きそうだったそれはすねた子供のようになった。

「べ、べつに、来なくても、そのまま帰ってただけですし……。お、おなかが減ったからどこで食べようかな、って悩んでただけですから」

　ふと、小柄な麻友の全身を見下ろして眺める。

　今朝は無地のブラウスとロングスカートといういつもの地味な格好だったのに、いまは黒いワンピースに明るい灰色のジャケットを羽織った姿になっていた。手に持っている大きなバッグには水着やタオルが入ってるんだろう。

「なんだ、今朝と違う格好だな」

「デートですから。いつもと違う感じにしてみました。どうですか？」

　俺から少しだけ離れた麻友がワンピースの端を持ち上げ、俺に笑いかけてくる。

「まぁ、似合ってるんじゃね。金太郎よりかは」

「後半いりません！」

　思いきり叩たたかれた。痛い。




　似合ってる。とてもかわいい。




　なんて言わねーよ！　バーカ！　バ────カ!!





　　　❖◇❖






　俺たちは駅から電車に乗って、目的の温水プールの最寄り駅に向かった。

　休日なのでさほど混こんでもおらず十数分ほどで目的駅へたどりついた。

　麻友と初めてデートに行ったときに使った駅ほどではないが、ここもそこそこに大きな駅だった。

「で、腹減ってるんだっけ。まずは食うか。どこか行きたい場所あるか？」

　待ち合わせ時間には遅れてしまったが、時刻はまだまだ昼飯時である。周りにいる家族連れや休日を満喫中の学生たちは、いろんな飲食店へと足を運んでいた。

　駅前はかなりにぎやかな様子を見せていて、ファーストフード店からファミレス、お高いレストランまでさまざまな店が並んでいる。

　いつもは麻友に作ってもらってばかりだから、少しくらい高い店に行ってもいいが。

「立ち食いそばがいいです」

「はぁ？」

「立ち食いそばがいいです！」

　こぶしを握りしめながら麻友は立ち食いそばを希望していた。

　冗じよう談だんや、遠えん慮りよして言っているふうじゃない。本気で立ち食いそばに行きたいようだ。

「いやまぁ、これから泳ぎに行くんだからちょっと軽いもののほうがいいけどさ。立ち食いそばって……なんで」

「私、立ってなにかを食べることに憧あこがれていたんです。ずっと、買い食いも禁じられていましたから……。ダメ、ですか？」

　ジャケットをぎゅうっと握りしめながら麻友は上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

　麻友の癖くせだ。服を両手で握りながら相手の反応をうかがってくる。ダメだと言われたらそれ以上わがままも言わずにあきらめる。ずっとそういう生き方をしていたせいで染みついてしまったんだろう。

「わかった。立って食べればいいんだな」

　麻友の言うとおりに立ち食いそばでもよかった気はしたが、俺たちは駅前商店街の中にあったクレープの店に行った。

　店の周囲では麻友と同じ年とし頃ごろの少女たちが明るくにぎやかにはしゃいでいた。

　その集団を見て、麻友は少しだけ逃げ腰になった。麻友の手が俺の着ているシャツをきゅっとつかむ。

「あの、私……本当にこういう店行ったことなくて……」

「知ってる。でも友だちできたんだろ。予行演習だ。一度くらいは行っとけ」

　いまにも俺の背中に隠れそうになっている麻友の肩を押して前へと歩かせた。レジではなく、横にあるメニューの看板の前へ。話し込んでいた数人の少女たちが俺たちのために道を開けてくれた。

「ここで注文するやつ選んでおけ。店員の前まで来て決めたらうしろで並んでるやつに迷めい惑わくだからな」

「わ、わかりましたっ」

　真剣な顔でメニューを見つめる麻友。

　俺もメニューの中から適当なやつを目で選んだ。

「……決めたか？」

「は、はい！　バッチリです！　任せてください！」

　クレープ初心者になにを任せればいいっていうんだ、なんてことを思いながら俺たちはレジの前の列に並んだ。俺たちの順番はすぐに来て、店員が接客用のスマイルを向けてくる。

「俺、照り焼きチキンとレタスのやつ」

「わ、私は！　えっと、えっと……」

　任せてくださいと言ったくせに、麻友の視線はレジ前に置かれてあるメニュー表の上をさまよった。

「こ、この、これ！　チョコと生クリーム、のスペシャルください!!」

　店員は俺たちの注文を繰り返し、そしてしばらく待つと注文どおりの商品が出された。

　クレープを受け取った俺たちはとりあえず店から離れ、誰だれにも邪魔にならないような道の脇わきに立った。

「これがクレープという物体なんですねぇ～」

　手にクレープを持ちながら麻友はしみじみとつぶやいた。物体とか言うな。

「思いきりかぶりつくのがマナーだぞ」

「お、思いきりですね、わ、わかりました！　あ、あ～～んっ！」

　俺に言われたとおりに麻友は口を大きく開け、生クリームのたっぷり詰まったクレープにかぶりついた。

　びゅるっ！

　途端にあふれ出た半固形の白いクリームが麻友の口元や鼻の頭までをべたりと汚した。

「はぅ……生クリームがいっぱいついちゃいました……」

「ぶっ」

　こらえきれなくなった俺は思わず噴ふき出した。

　そんな俺を見て麻友はじとりとにらみつけてきた。

「さっきの噓うそだったんですね……」

「くっくっく、気づけよなぁ、そんなもの思いきり食ったらどうなるかなんて」

「傷つきました。乙女の初体験をこんな形で汚すなんて……あいかわらず克樹さんにはロマンがありません。傷つきました、本当に傷つきました」

「初体験って、おまえなぁ……」

　なにかを思い出し、俺は微び妙みような気持ちになった。

　麻友は俺に向かってクリームのついた顔を突き出し、目を閉じた。

「傷ついたので舐めて取ってください」

「舐めてって……！」

　俺は思わず周囲を見渡した。

　クレープ屋の周りにいるのは若い女性に、小さな子供を連れた家族。こんな俺たちに興味を持っている人間はいまのところいないが、クリームを舐め取るなんてことをすればあっという間に注目の的になってしまうだろう。

「…………む～」

　早くしてください、とばかりに麻友の唇が突き出される。

　鼻の頭や口元が白い液体で汚よごされ、ほんのりと赤く染まった顔。

　顔に出されたあとみたいだな、なんてバカなことを考えて俺の頭もかぁっと熱くなってしまう。

　俺はおずおずと麻友の両肩に手を置いた。

　舐める？　この場所で？　本当に？

　高たか鳴なる胸の鼓こ動どうとともに顔を近づけようとして……。

「なんて、冗じよう談だんですよ」

　いきなり目を開いた麻友はポケットティッシュを取り出して、顔の生クリームをごしごしと拭ふき取った。

「…………」

　俺はその額ひたいに軽く頭ず突つきを食らわせた。

「いたっ！　いきなりなにするんですか！」

「うるさいバカ、さっさと食っちまえ！　立ちながら食うのに憧れてたんだろうが」

「……わかってまふよぉ……」

　麻友はあらためてクレープをもきゅもきゅと頰張った。

　俺も自分の買ったぶんのクレープを口に入れた。




　ああ、びっくりした！　びっくりしたわ、バカ！





　　　❖◇❖






　軽い昼食を終えた俺たちは優待券に印刷されている簡易的な地図を頼りに、プールに向かった。

　外から見るとけっこうでかい建物だった。日曜だからか客もそれなりに入ってるようだ。できるなら夏場ニュースで報道されているような芋いも洗あらい状じよう態たいは避けたい。

「さてプールはと……」

「あっちのようですよ」

　麻友が看板を指差す。『プール入り口』と書かれた文字と矢印が見えた。ほかにも『温泉入り口』と書かれて別方向を差している看板があった。たしか温泉にも入れると本田さんが言ってたっけ。

「温泉ですかぁ、いいですね」

「どうする？　プールじゃなくて温泉に入るか？」

　俺としては疲つかれきっている身体からだを癒いやすために温泉に入ってもまったく構わないが。

「うーん……混こん浴よくではないのでしょう？　プールに行きましょうよ」

「……混浴ならよかったのかよ」

　軽く雑談しながらも俺たちは看板の案内のとおりにプールに向かった。当然だが、更衣室は男女別のようだ。

　俺たちは更衣室の出口近くで合流することを決めて中に入った。

　着替えるといっても全裸になったあとに水着を穿はくだけだからすぐに終わる。更衣室には思ったより人がいなかった。

　プールサイドに出てもそれは同じ。まったく人がいないというわけではないが。入り口での客の数を見てもっと賑にぎわってるのを想像してたのに。

「シーズンじゃないしな……」

　どうやら客の半分以上は温泉のほうに向かっているようだ。

「さてと……」

　麻友はいつ来るのか。

　つかどんな水着を着てくるんだか。

　ワンピース型かセパレート型か。ビキニなんて似合いそうにないものは着てこないだろう。いや、そんなのわからないか。意外と似合う可能性だって……。

　って、俺はべつに楽しみにしているわけじゃ。

「お待たせしましたー」

　うしろからかけられる声。

　さて、麻友はいったいどんな水着を……。

「店員さんにこれが超イカした水着だって教えてもらったんです。……どうですか？」

　顔を赤らめながら恥ずかしそうにしている麻友。プールに入るためか長い髪は軽く編み上げられていた。

　それはまだいい。

　着ている水着はワンピース型だった。というか、黒いエナメル質の競泳水着で、しかも中央にはジッパーが付属していた。

　さすがにフロントのジッパーは閉じられていた。が、ごく一部、どうにもこうにも不自然な場所があった。

「ふふふ、克樹さん。私のせくしぃな水着姿に言葉も出ないようですね」

　などと偉そうにしている麻友の胸元は丸くぼゆんとふくらんでいた。

　俺は麻友の胸の大きさがどれくらいかよく把握している。見たこともあるし、触ったこともある。

　あれは、こんな水風船のような形をしていなかった。




　もうどこから突っ込めばいいのかわからない！




「きょわー！」

　俺は麻友の水着のフロントジッパーを下ろし、胸の詰め物を取り出した。こいつ、本当に水風船を入れてやがった。

「きゃわー!?」

　叫んだ麻友が胸元を押さえながらその場にしゃがみ込む。

「な、なにするんですか、克樹さん！　こんなひとがいる場所で……ひとがいない場所だったらいくらでも見せてあげても……」












「うるせー！　そのジッパーは胸に詰め物を入れやすくするためのものじゃねえ！」

「私だって、私だってですねぇ、これがおっぱい大きなひとが着るものだってわかっているんです……！　夢くらい見てもいいじゃないですか！」

「いいからジッパー上げろ。ほかの水着は持ってきてないのか？」

「持ってきてませんよ。ほかのは買ってませんし」

　言うとおりにジッパーを上げながらも麻友はさらっと言ってのけた。

「あのなぁ……」

　思わず頭を抱えそうになった。

　店員に超イカしたデザインのものを聞いてくるとは言っていたが、まさかこんなものを着てくるとは思わなかった。恨むぞ、顔も知らない店員。

「友だちと泳ぎに行く機会があるなら、そのときは別のにしろ」

「えー、せっかく買いましたのにー」

　麻友は唇をとがらせて不満そうな顔を見せた。

　気に入ってるようだが、ダメなものはダメなんだからな。
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　外から見るとでかいと思っていた建物だったが、中を見渡すとそんなに広くない、むしろ狭いように感じられた。

　空間いっぱいを使って二五メートルのプールやウォータースライダー、南国の海岸風にアレンジされたプールが配置されているせいだろうか。飲み物を売っている小さなカフェまであった。

　客も少ないからあまり人目を気にすることもなく麻友を連れ歩くことができた。

　……ほとんどは俺がはしゃぐ麻友に引きずられてたんだが。




「……さすがに疲れたからあそこで休憩な」

　へとへとになった俺はプールサイドの小さなカフェを指差した。

「はーい、わかりましたー」

　プールから出た麻友がひたひたと歩いていく。水に濡ぬれたエナメル質の水着が、光をてらてらと反射させながらも麻友の尻しりの形をくっきりと浮かび上がらせる。数粒の水滴が麻友の内うち腿ももを滑すべり落おちる様さまが見えて、あわてて目をそらした。

　カフェの近くにあったテーブル席に麻友を座らせ、俺は更衣室へ戻った。そして財布を取って再びプールサイドへと戻り、カフェでアイスのココアとコーヒーを買った。

「ま……」

「あれぇ、比ひ良らくんだー。偶然だねぇー」

　麻友に声をかけようとした途端、麻友の隣のテーブル席に座っていた人物に声をかけられた。

「うげっ、本田さん」

「うげってなによ、うげって」

「……いやべつに。偶然ゲップが出ただけです」

「偶然ー？　比良くんってへんなのー」

　なにがおかしいのか本田さんはケラケラと笑う。

　俺が本田さんからもらったチケットは、正確に言えばバイト先からもらったものだ。同じチケットをもらっているんだから偶然出会う可能性も考えておくべきだった。

　しかし本田さん、職場で会ってるから知ってるけど、でかい。胸が。ＦかＧくらいか。ひとつの胸を両手で押さえても、きっと覆おおいきれない。見た目でもずっしりとした果実はビキニとパーカーに包まれていた。

「ってことは、あなたが比良くんと一緒に住んでるって子？　たしか比良くんが事故に遭あったとき店に電話くれたよね。直接会うのは初めてね、よろしく」

「ふぁっ!?　よ、よろしくお願いします！」

　本田さんと自分の胸を交互に見ていた麻友が、話しかけられてあわてて返事をした。

「あなたの名前はなんて言うの？」

「わ、私は、麻友、です」

「そう麻友ちゃんなんだ。私は……本田さんでいいよ。比良くんもそう呼んでるから」

「あの、ちょっと本田さん……」

　俺は本田さんの肩を叩いて、麻友から少し離れた場所へと連れていった。

「なぁに？　内緒の話？」

「……前にも話したとおり家庭に事情がある子なんで、あんまりからかわないでくださいね？」

「わかってるってばー。もう比良くんってば私のことなんだと思ってるの？」

「はっはっは」

　まぁ、悪いひとじゃないんだが、ひとの言われたくないことを無意識にズバズバ言う、つまりは地じ雷らい踏ふみ抜ぬき女おんな。なんてことはもちろん言わない。

　麻友のところに戻ると、麻友は少しだけ口をとがらせて不満そうにしていた。

「ねぇ麻友ちゃん、比良くんのこと好き？」

　ってなにいきなり聞いてんだ！　さっき言ったこと五秒で忘れてんじゃねーぞ、踏み抜き女！

「好きですよ」

「へー、そうなんだ」

　なぜか真顔で見つめ合う麻友と本田さん。空気が重く感じるのは気のせいだろうか。

「よかったね、比良くん」

「なんで俺に振るんですか」

「え、でも嫌われるよりいいでしょ？　たとえ親戚の子でも」

「っ!?」

　いま、それを言うか！

「親戚の、子？」

　きょとんとした顔で麻友が首を傾げる。

「比良くんからちょっとだけ話を聞いてるよ。親戚の子と一緒に住んでるって。あ、詳しい事情のほうは全然聞いてないから安心していいよ」

「へぇー、ふーん、そうなんですかぁ」

　麻友は口元ににこりと笑みを浮かべた。ただし目は笑っていない。

「比良くんって無ぶ愛あい想そうなとこあるけど、意外と優しいよね」

「ええ、それは充分にわかってます。一緒に住んでますし」

　さっきよりずっと空気が重くなっているのは、たぶん気のせいじゃない。

「だから遠慮しないでどんどんわがまま言っちゃえばいいと思うよ。親戚なんだし」

「ええ、そうですね、私と克樹さんは親戚ですもの。少しくらいわがまま言ってもいいですよね」

「じゃあ邪魔しちゃいけないし、友だち待たせてるから、そろそろ行くね。ゆっくり楽しんでいってねー」

　本田さんは自分のテーブルの上にあったジュースを一気に飲み干し、プールがある方向へと歩いていった。うしろから見てもいい尻してる。バイト中だと制服着てるからわかりにくいが。

「スタイルいいですね、本田さん」

「ん、ああ。だな」

「つき合っちゃえばいいんじゃないですかー？　あのひと、克樹さんのこと好きですよ」

「いきなりなにを言い出すんだ、おまえは」

　そりゃいろいろ誘われたことはあるけど好きかどうかはわからない。あの人は誰にだってそうだから。

「俺が本田さんとつき合うわけねーだろ」

「なんでそんなこと言えるんですかー。おっぱい好きなんでしょう、おっぱい」

　アイスココアのカップについていたストローを抜き、口に咥くわえてぷいぷいと動かす麻友。行儀悪い。つか明らかにすねている。

「ほら、私はどーせ親戚の子ですしぃー？　克樹さんが本当は誰が好きで、誰とつき合おうともぜーんぜん関係ないわけですからぁー」

「……親戚って言ったのは悪かったよ。話の流れでつい、そんなことに……」

「ふーん、つい、ですかぁー。べつにいいですけどぉー？　つい親戚って言っちゃうような仲だったんですね、私たちは」

　麻友はじとりと俺をにらみ上げた。

「じゃあ……おまえは俺との関係をなんだと思ってるんだ」

「私は克樹さんの……」

　麻友の言葉がつまる。

　思わず聞いてしまった俺も、聞くんじゃなかったと後悔した。

　自分自身が答えを出せていないのに、麻友に答えを求めようとするなんて。

「……そんなの、どうでもいいじゃないですか」

「どうでもいいなら親戚って言ってもいいじゃないか」

「よくありません！」

　麻友は椅い子すをガタン、と鳴らしながら立ち上がった。

「おまえなぁ……どうでもいいって言ったりよくないって言ったり、面倒くさいんだよ」

「ええ、そうですね、私はどうせ面倒くさい子ですよ。でも克樹さんだって面倒くさいです」

「ああ、そうかい。おまえほどじゃないと思うけどね」

　俺と麻友はテーブルを挟んでにらみ合った。

　にらみ合いながら、違う、と思っていた。

　違う。俺が本当に言いたいのはこんなことじゃない。俺とおまえは当然、親戚なんかじゃなくて、友だちでも、ただの知り合いでもなくて……。

　でも言葉が出てこなかった。

「……実家に帰らせていただきます。夕飯、作りませんから」

　麻友は顔をぷいっとそむけると、更衣室がある方向へとぺたぺたと歩いていった。

　引き止めるための声が出なかった。

　なにを言えばいいのかわからなかった。

　俺も、いつかの麻友と同じように手を握りしめることしかできなかった。
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『ごめんね、克かつ樹き。でも、あなたも悪いの』




　ひさしぶりにあの頃ころの夢を見た。

　俺は知っていた。父さんが外で知らない女と遊んでいることを。

　俺は逃げていた。受験勉強で忙しいふりをして、誰だれにも相談できずにいる母さんから。

　俺は俺の決められたことだけをやっていればいいと思っていた。

　よけいな面倒事なんて、子供に押しつけるんじゃない、親父がよそで女を作ったのは女としての魅力が足りないお袋ふくろのせいで、お袋が苦しんでいるのは家族を顧かえりみなくなった親父のせいだ。

　俺のせいじゃない、俺のせいじゃない、俺のせいじゃない──……。




　でも本当にそうだったんだろうか。

　俺には俺のできることがあったんじゃないだろうか。




　そんなことない。俺にできることなんてなかった。

　いままでもこれからも、ずっと。




　……それは、本当に？
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「……うるせー……」

　携帯電話の無む機き質しつなタイマー音で目を覚ました。

　仰あお向むけになったまま枕まくらもとの煙草たばことライターを探し、火をつけた。ゆっくりと身体からだを起こしながら煙草を吸ってぼんやりと周囲を見渡した。

　なんだか頭がすっきりしない。

　理由はわかっている。慣れきった目覚め方と違うからだ。

　携帯のタイマーが鳴る前に麻ま友ゆが起きてきて朝食を作る。その音と匂においの中で目を覚ますのは、心地がよかったとあらためて気づいた。




　あれから一週間ほどがすぎた。

　宣言どおり、麻友は俺のアパートじゃなく自分の家に帰った。

　俺はコンビニで油と肉多めの健康に悪そうな弁当を買い、日々を過ごしている。




　麻友は、今頃どうしているだろうか。

　あんなひどい思い出がある家に帰って本当に大丈夫なんだろうか。

　あの家は麻友に窮きゆう屈くつな生き方を強制してきた場所だ。そして麻友が犯されかけた場所だ。

　そんなところに独り残っていたら、いろいろと思い出してつらい気持ちになってしまうんじゃないだろうか。

　俺が自分の家じゃなくてアパートで暮らし始めたのも、似たような理由だ。家そのものは残っていたが、思い出すものが重すぎて、家を出た。

　直接会えなくても電話くらいできたらいいのに。麻友は携帯電話を持っていない。固定電話の番号はもちろん知らない。

　もしかしたら今頃、行く場所もないまま、また段ボールで作った札を持って、どこかのコンビニ前にいるんじゃ……。

『母が入院して、いろいろたいへんだろうからしばらくうちに来ないかって、言われまして』

　ふと、麻友の言葉を思い出した。

　麻友は本当の本当に独りというわけじゃない。助けてくれる本物の親しん戚せきがいる。

　家にいるのがつらいからって、また家出の真ま似ね事ごとをするようなことはしないはずだ。




　麻友の保護者になれるのは、俺だけじゃない。
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　俺は、麻友にとってなんだったんだ？




　ずっとそんな疑問が頭の中に居座っていた。




　バイトが終わってもアパートに戻る気が起きず、ずっと休憩所のパイプ椅い子すに腰かけてぼんやりとしていた。

「あれ、比ひ良らくん。もう帰ったと思ったのに」

　制服のエプロンを脱ぎながら本ほん田ださんが声をかけてきた。

「帰らなくていいの？　麻友ちゃん、待ってるでしょ？」

「あー、それは……」

　麻友はいま、俺の部屋にいない。

　なんてことをわざわざ本田さんに言う必要はない。

　だけど本田さんは少しだけ俺から視線をそらしながらつぶやいた。

「ごめんね、比良くん」

「なんのことです？」

「麻友ちゃんって、比良くんの親戚じゃないよね」

「なんで、それを……」

　とっさについた噓うそだったが、バレる要素はなかったはずだ。

「誰かから聞いたわけじゃないのよ。なんとなく思っただけ。でも合ってるでしょ？」

「…………」

「それで私が親戚って言ったせいで麻友ちゃんと比良くん喧けん嘩かして、いま比良くんの家には麻友ちゃん、いないんでしょ？」

　全部正解だ。

　じゃあ、どうして本田さんは言ってもいないうちから全部わかるんだ。

　そんな疑問は口に出してもいないのに、本田さんはぽかんとしたままの俺に向かってやわらかくほほ笑んだ。

「気づいてないかもしれないけど、私、比良くんのこと好きなんだよ」

「……あー……」

　俺は妙な居心地の悪さを感じて首のあたりをかきながら視線をそらした。

　麻友は言った。『あのひと、克樹さんのこと好きですよ』と。

　本当のことを言うなら、すでに気づいていた。気づいていたが、そうじゃないと常に思い込もうとしていた。

　それはこれ以上深く関わりたくないという思いがそうさせてきたといえる。

「っていっても、好きになったきっかけってのがあんまりなくって。このひと、うちの大学にいるようなひととは違うなぁなんて思ってるうちにいつの間にか好きになってたんだぁ」

　ゆっくりと近づいてきた本田さんが、椅子に座ったままの俺の真正面に立ち、前かがみになって目線を合わせてきた。




「ね、比良くん。好きになるのは簡単だけど、嫌いになるのは難しいものなんだよ？」




　本田さんの手が俺の顔に伸びてきた。なぜか俺はその手を避よける気にはなれなかった。やさしく頰ほほを撫なでつけてくる指と手のひらに気持ちよささえ感じていた。

「好きになるのは一緒にいるだけで自然となるものだけど、嫌いになるのはきっかけが必要なの」

　そういうものだろうかとぼんやりと考える。

　確かに親父の浮気という事件がなければ俺はいまでも家族のことが好きでいられただろう。

　麻友に心を許していたのは、ただ単に一緒に生活していたから……？

「比良くんにとって麻友ちゃんはそんなに重要な存在じゃなかったんだよ。だって本当の親戚でもないのに、適当にごまかしちゃうような関係なんでしょ」

　俺の頰を撫でていた本田さんは、俺の肩に被かぶさるように抱きついてきた。自然と本田さんの豊かな胸きよう部ぶが肩に押しつけられる。いや、わざと押しつけてきたんだ。

「比良くん、好きだよ」

　もう一度本田さんが囁ささやいてくる。

「比良くんは、私のこと、好き？」

「……嫌いじゃない、です」

　違う。こんな曖あい昧まいな答えじゃいけない。もっとはっきり答えなきゃいけないのに、俺は。

　わかっているのに。

「嫌いじゃないんだ？　じゃあ好きってことでいい？」

「…………」

「比良くんそういうのは答えないんだね、比良くん、ずるい。でもいいよ。──ねぇ今日、比良くんち、行ってもいい……？」

　熱い吐息が混ざった囁きが耳をかすめた。












　この期に及んで俺は、本田さんの身体の柔らかさや熱を気持ちいいと思っていた。

　それはまるで眠くて眠くてたまらないときに触れる毛布の不思議な引力にも似ていて。

　ああ、そうだよ。この場で本田さんを跳はねつけてしまうより、流されてしまうほうが面倒くさくないと俺は心の底で思っているんだ。

　本田さんの唇が俺の唇に近づいてくる。

　このまま流されていいのか、本当に。

　でもそれは麻友と出会うまえから繰り返していた日々と同じで。

　そう、同じなんだ。




「──ダメです」




　重ねられようとしていた唇と唇のあいだに手を差し込んだ。

「むぅっ」

　不意打ちで俺の指にキスをしてしまった本田さんがうめき声を漏らす。俺は手に力を込めて、本田さんの顔を押し返し、そして本田さんに向かって笑ってみせた。

「俺の部屋に入っていいのは、麻友だけです」

　キスする直前でわかった。

　わかってしまった。

　俺自身の問題。

　見ないふりをして存在を隠し続けていた傷。




　自分からなにかを求めるよりも、周りに流されるままにしたほうが面倒くさくない。

　悪いのは俺じゃない、俺以外の誰かが悪い。

　そう思っていたほうが楽だった。

　……あのとき本当に俺は悪くなかったのか、考える必要がなくなるから。




　でも、それじゃいけない。

　本当に大切なものが手に入らなくなる。




「あーあ、チャンスだと思ってたのに振られちゃったな。また今度ね」

　俺から離れた本田さんは肩をすくめて小さく苦笑した。自分から誘ゆう惑わくして断られたというのに変わらず明るい表情をしていた。

「今度はありません」

「でも比良くん、大事なところでヘタレそうだから。また同じことで悩みそうな気がするの」

「それも、ありません」




　俺は麻友にいてほしい。

　麻友のためじゃなくて、俺のためにそばにいてほしい。

　いまならはっきり言うことができる。
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『ごめんね、克樹。でも、あなたも悪いの』




　そうだったのかもしれない。

　俺も悪かった。

　俺はあのときなにもしなかった。

　受験勉強で忙しいふりしてなにも言わなかった。親父に浮気をやめてくれなんて言わなかった。誰も味方がいないお袋の味方になることもなかった。お袋が男に逃げたときさえ、俺は引き止めることはなかった。

　あのときなにかしていれば、なにか変わっていたんだろうか、いまの結末じゃなかったのではと考えることさえ怖かった。

　そうだ、もう俺にはふたりを呼び戻すことはできない。




　だからと言って、これ以上流され続けてもいい理由にはならない。
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　日も沈み、住宅街の道は薄暗くなっていた。道を照らすのはあちこちからこぼれる電灯の光。そんな道をただただ走り抜けた。

　わざわざこんな時間に行かなくても、次の休みまで待てばいいのかもしれない。

　でも、もう待てないんだ。この胸の想おもいを打ち明けないと、今夜は眠れそうにない。




　麻友の家には麻友の母親を尾び行こうして行ったことがある。それだけじゃなく麻友の引っ越しを手伝うためにも何度か行った。でもそれは昼間、麻友と一緒にだ。

　こんな暗い中に行く道は初めて進む道にも見えて、何度か迷いそうになった。

　同じようなデザインの家が並ぶ中で、ここがそうだと確実に言える家の前に立ったときは、かなり遅くなっていた。

　夕飯時はすぎたかもしれないが、周囲にある家にはまだ明かりがついていた。寝るには少し早い時間だ。

　だが、外から見たところ、麻友の家には明かりがついていなかった。

「なんだよ、もう眠ったのか」

　とりあえずインターホンを押すことにした。

　ピンポーン。

　反応はない。

　ピンポーンピンポーン。

　やっぱり反応はない。物音さえ聞こえてこない。

　もしかしたら麻友はこの家にはいないのかもしれない。すでに親戚の家とやらに厄介になっているのかもしれない。いや、そう考えるほうが自然だ。

「……くそ」

　ピンポーン、ピンピンピンポピンポピピピピピ、ピンポ、ピンポーン！

　やつあたり気味にインターホンを連打した。

　中に誰かがいる状態でやればただの迷惑な人間だが、誰もいないとわかっているから好き勝手連打できる。ちょっと楽しい。

「克樹さん？」

「っ!?」

　いきなりうしろから声をかけられた。おそるおそる振り向くと、そこにはコンビニの袋をぶら下げた麻友が立っていた。

「なんでうちのインターホンで遊んでるんですか？」

「い、いや、これはっ！　……そ、そういうおまえこそ、こんな夜中にどこ行ってたんだっ」

「コンビニでアイスを買ってきました」

「もう秋なのにか」

　俺が聞くと、麻友はわずかに顔をうつむかせて苦笑した。

「……夜にアイス食べるなんていままでできませんでしたから」

　しかしすぐに俺のほうを見つめてきた。

「で、どうして克樹さんはうちに来たんですか？」

　道を照らす街灯の光の中で、麻友の黒こく曜ようのように透き通った目が俺をじ、と見つめる。

「あ、それ、は……」

　思わず怯ひるんでしまい、視線をそらしてしまう。

　ここまで来たはいいが、言おうと思っていた文句をすっかり忘れてしまった。

　まずなにから言うつもりだったっけ？　軽く挨あい拶さつして、いつものように冗じよう談だん言って、それでそれとなく帰ってきてほしいと言って……。

　違う。そんな回りくどいやり方じゃいけない。

　じゃあどうすればいいんだ？

　ちゃんと言わなきゃいけない。言わなきゃ、言わなきゃ、言わなきゃ……！




「好きだ!!」

「っ!?」




　思わず口から飛び出た言葉に麻友は絶句した。そして叫んだはずの俺自身も驚きのあまり、一瞬絶句してしまった。

「いや、違う、いまのは間違いで……」

「じゃあなんですか？　克樹さんは私のことを嫌いだって言うためにわざわざこんなとこまで来たんですか？」

　少し涙目になっている麻友が俺をじろりとにらみつけてくる。

「す、好きだよバカやろう！」

　俺はもう一度声を張り上げた。

　こんな夜中だというのに、この近所にどれだけ俺の声が響いたのだろう。

　知るか、バカ。

「……そ、そうです、か。き、嫌われるよりかは、いいですね……。そ、それで、克樹さんはそれだけを言うために、わざわざここに？」

　街灯の中でも麻友の顔が耳まで真っ赤に染まったのがわかった。

　もちろん、それだけを言うためじゃない。

「麻友に帰ってきてほしいんだ、俺が。それを言わなきゃって……」

　情けなくも視線をそらしながらぼそぼそとつぶやく俺。

　麻友はそんな俺を見て、両手をぎゅっと握りしめた。

　そして俺が立ちつくしているドアの前へと一歩踏み出してきた。

「そこ、どいてください。家に入りますから」

「おい！」

　思わずその肩をつかみそうになる。だけど俺にはそこまでの権利はない。許されるのは、自分の気持ちを伝えることまでだ。

　俺の胸に、麻友が持っていたコンビニの袋が押しつけられた。

「……ちょっと片づけてから行きます。アイスが溶ける前には出発しますから」

　これ、持っててくださいと、麻友はつぶやいた。
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　本当にアイスが溶ける前に麻友は家から出てきた。

　そして薄暗くて寒い道を、俺と歩いた。

「寒いですー」

　バニラ味のアイスを口に入れながら麻友はつぶやく。

「ちゅめたいですー」

　そりゃそうだろうと突っ込みたくなる。

　いまの季節は秋。しかも夜だ。アイスなんて食べたら身体がこれ以上ないくらいに冷えきってしまうだろう。麻友の細い肩はわずかに震えていた。

「隣に凍こごえそうにしている女の子がいるんですよ、なにかすることないんですか」

「ああ、わかったわかった」

　凍えているのは自業自得だろうが、俺は寒そうにしている麻友の身体をぎゅっと抱きしめた。

「これでいいか？」

「……ふああああっ!?　お、おかしいです、克樹さん……！　いつもの克樹さんじゃありません！」

　麻友は俺を突き放すようにあわてて離れた。

「どうしたんですか？　私がいないあいだに拾い食いでもしたんですか？　あれほど道に落ちてるものを口に入れちゃいけないといつも言っているのに……！」

「してねーよ。つか、おまえは俺をなんだと思ってるんだ。そんなこと一度も言ってねえだろうが」

　俺は麻友の額ひたいを軽く小こ突づく。

「いたっ！　……へへ、いつもの克樹さんだぁ」

　小突かれたというのに麻友はうれしそうに笑った。

「……そんなにおかしいか？」

「おかしいです。すごくおかしいです。おかしすぎます。おかし大バーゲンセールです」

　そこまで言われるとショックというか、恥ずかしくなってくるというか……。

「克樹、さん……。少し、そこで話しませんか？」

　麻友はマンションそばにある小さな駐車場を指差した。

　俺はうなずき、近くにあった自動販売機でホットのコーヒーを二本購入した。そしてアイスを食べたばかりの麻友に一本手渡した。

　コーヒーを受け取った麻友は小さくほほ笑み、駐車場の端っこにある花か壇だんのブロックに腰かけた。俺もその隣に座る。

「私、初めて会ったときから克樹さんのこと、私みたいだなぁって思ってたんですよ」

「そうか」

　それは俺も思っていたことだ。

　じゃなきゃ、家出してきた少女を保護するなんてことはしなかった。

「私が克樹さんのお部屋を掃除して、ごはん作ってた理由、わかります？　耐えられないくらいすごい汚かったのもあるんですけど」

「……自分がいていい理由が欲しかったんだろ」

「あ、やっぱりわかりましたか」

　まるでいたずらがバレた子供のように麻友はくすりと笑う。

「克樹さんの部屋はゴミだらけで、食事はコンビニのお弁当で。克樹さんの生活は本当のダメダメダメダメ、ダメ人間でした」

　……そこまで言う必要があるか。

「きっとこのひとは私がいないとダメになっちゃう、だから私はここにいてもいいんだって思ってたんですよ」

　だけどそれは俺も似たようなものだ。

　どこに行けばいいのかわからない、コンビニの前で段ボール札をぶら下げることしかできない少女に声をかけたのは、俺に似ていると思ったから。

　俺に似た存在に優しくすることで、俺みたいなクズが存在してもいいと思えたから。

「克樹さん。私はこんなに汚くて、ずるい女です」

　麻友は膝ひざの上に両手を置き、服をわずかに握りしめながらも俺のほうをじっと見つめながら聞いた。




「本当に、克樹さんのところに帰ってもいいんですか……？」




　その問いについての答えならすでに言ったはずだ。

「いいか悪いか、じゃねえよ。俺が帰ってきてほしいんだ」

　正しいか正しくないかで決めたら前に進めなくなる。俺の願いはいいことなのか、悪いことなのか、考えているうちに言う機会を失ってしまう。俺はもう、自分のせいで大切なものを失いたくない。

　だから、言う。




「麻友、俺のそばにいてくれ。いてほしいんだ。俺の、わがままだ」




　俺の言葉を受け止めた麻友は、街灯の明かりの下で目を丸くしてひゅっと息を呑のみ込んだ。白い明かりの下で視線をそらした麻友が唇をもごもごと動かす。

「そ、そこまで言うのでしたら……」

　などと言いかけた麻友だったが、ふと唇をキリッと結んでから俺の顔をまっすぐに見上げてきた。

「違います、ね。克樹さんが〝わがまま〟を言ってくれたのでしたら、私も言わなきゃいけませんね」

　麻友は俺の目を見つめながらそのわがままを口にした。

「わ、私も……克樹さんのそばにいたいです！　そばにいさせてください！」

　隣に座っていた麻友が俺の身体に抱きついてきた。

　俺はその細い身体をゆっくりと抱きしめ返した。

「……克樹さん、私はずるい人間です」

「知ってる」

　俺もだ。

「ずるいついでに、少しだけやつあたりしてもいいですか……？」

「いいぞ」

　麻友の細い肩がカタカタと震え始めた。聞こえる吐息の中にしゃくり声が混ざり始める。

「なんでもっと早く迎えに来てくれないんですか……！　わ、私、あの家で独りきりになるの、本当に怖くて……だから夜中なのにコンビニ行ったりして気を紛らわせて……克樹さんのばかぁ……！　……っ……」

　俺は小さな子供のように泣きじゃくる麻友の背中を、落ち着くまで撫で続けた。
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　やっと泣きやみ、落ち着いた麻友と手を握り、俺たちはアパートまで戻った。

　錆さびの浮いた金属製の階段を駆け上がり、ドアを開けて中に飛び込んだ。

　靴を脱ぐのももどかしく俺は玄関先で麻友の身体を抱きしめた。

　麻友がいる。ここにいる。

「克樹、さん……」

　俺の腕の中で麻友がもぞもぞと身体を動かす。

「私は克樹さんの家族になれましたか……？」

　二ヵ月くらい前、病院で言われたことと少し違う問いかけ。

　なにか答えるべきなのはわかっている。

　だけど俺にはまだ言葉にできるものがない。




　家族かというとそうじゃない。

　兄妹きようだいなんかの関係じゃもちろんない。

　恋人かと聞かれるとまだ自信を持ってそうだとは言えない。




　用意すべき言葉がなかったから、俺は答えを待ち続けている麻友の唇にキスをした。

「……これじゃ答えにならないか？」

「だっ……だめです！」

　唇が離れ、真っ赤な顔をした麻友が首を振った。

「……もっとしてくれないと答えになりません……」

　俺は麻友の額に、前髪の上からキスを落とした。耳のうしろやうなじにも。アイスを食べたせいか、肌の上は少しひんやりしているようにも思えた。

「……ん……」

　耐えるように麻友はぴくりと震えた。

「まだ足りないか？」

　こくりとうなずく目の前の少女。

　俺は麻友の首筋を唇で柔やわく嚙かみながら、無地のブラウスの上から薄い乳房に触れた。揉もむというよりも、服と下着と一緒に撫でつけるような動きだったが。

「……んんっ……」

　麻友は小さく声を漏らした。

「……あのさ」

　俺は首筋に唇を触れさせたまましゃべった。人工的な香料の匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

「……は……い……」

　返事なんだか嬌きよう声せいなんだかわからない声が返ってきた。

「俺は答えもらってないんだけど」

「……ん、ぅっ……そう、でしたね……。克樹さん、ちょっとかがんでくれませんか？」

　言われたとおりに少しかがむと、麻友の両手が俺の両耳に触れた。そして麻友の唇が俺の額にちょこんと触れる。そしてそのまま耳や鼻の頭、頰にも唇で触れてきた。

　ついで細い指が俺の唇の端っこや裏、上を丁寧に、顔のへこみをなぞるように、そして壊れ物でも扱うかのように触れた。さわさわと、さわさわと。

　くすぐったい。

　こんなに優しく触れられた記憶は、たぶんない。

　頰を両手で包むように覆おおわれたとき、麻友と俺の目線は同じものになった。

「……まだ足りませんか？」

「足りないかも」

「……私も足りません」

　麻友の唇が俺の唇に軽く触れた。少し熟うれた果実のような唇。

　だから俺は麻友の頭のうしろをつかみ、舌した先さきを唇の割れ目へと差し込んだ。抵てい抗こうはなかった。むしろ受け入れることを主張するかのように俺の首に麻友の腕が絡からめられた。

　身体の表面は冷えているというのに口の中は熱い。

　つるつるした上うわ顎あごを舌でくすぐるようになぞり、根元からすくい上げるように、麻友の舌を絡からめ取った。

「……ん……むぅ……んっ……ん」

　麻友も同じように、たどたどしく俺に合わせてくる。なのにだんだんと舌の動きは鈍くなり、首に絡められている腕に力がこもり耐えるように小さく震え始めた。

　……あ、そっか。

　俺は麻友から唇を話した。

「……ぷはっ」

　深い水の底から上がったかのように麻友は大きく息を吸い、はぁはぁと荒い呼吸で必死に酸素を取り入れていた。

「あのさ……」

「……ふぁい……？」

「息は鼻でするんだぞ」

「……は、はい……」

　もう一度唇を重ねた。

　俺が舌を差し込む前に、麻友の舌が俺の口こう腔こうへと侵しん入にゆうしてきた。小さい熱の塊かたまりが舌を絡め取ろうとするが、届かない。だからなのか、舌先と舌先を合わせてこようとしたり、唇の裏を舐なめられたり軽く嚙んだりされた。

　かわいいな。そのたどたどしいしぐさが本当にかわいいものに思えてきて、俺は麻友の舌を逆に絡め取って、ぐちぐちとこねくり回した。上顎や歯し列れつを貪むさぼって、舌を根元から軽く吸い上げた。

　二ヵ月ぶりの他人の味。麻友の味。

　存分に吸い上げて、蹂じゆう躙りんしたと思える頃に唇を離すと、舌と舌のあいだに唾だ液えきの線ができた。

「ん……んぅっ……む……」

　その線が切れる前に、再び重ねて貪り合う。

　くちくちと、じゅぷじゅぷと、唾液を絡める音を立てながら。

　息を鼻でするように教えたのはついさっき。

　すぐ目の前にいる麻友が瞼まぶたを閉じながら鼻で呼吸しようとしている。顔を真っ赤にして眉み間けんに皺しわを寄せながら必死に。力が入らないのか、麻友の膝が小さく震える。

「ん、んんぅ……ん……っ！」

　唇を重ね、離れ、また重ねることを繰り返しているうちにとうとう耐えきれなくなったのか麻友はその場に崩れ落ちてしまった。

「ふぁ……」

　唾液で濡ぬれて艶つやを帯おびた唇を半開きにし、焦しよう点てんの合ってない目をとろんと揺ゆらしながら、麻友は俺を見上げてきた。

「麻友……」

　はぁはぁと荒い呼吸を繰り返しながらへたり込んでいる麻友のそばに俺も座り込み、麻友の身体を引き寄せた。

「克樹しゃん……」

　酸素も足りずにとろけた口調で俺の名前を呼ぶ麻友。

「私はあなたに幸せになってほしいんです」

　俺よりも年下のくせに折に触れて大人びたことを言い出す。

　それが乾いていたことを忘れるくらいひび割れていた心に染みる。

　俺とこいつの関係は相も変わらずに傷の舐め合いのままかもしれない。

　……傷の舐め合いでもいいじゃないか。

　舐め合って傷を癒し続けて、いつか再び歩き出せるのなら、それでも。

「だから我が慢まんしなくてもいいんですよ？」

　麻友はいたずらしている子供のように含み笑いをしながら身体をもぞもぞと移動させた。なにをするつもりなのかと見守っていたら、俺の足元へとうずくまる姿勢になった。

「えいっ」

　勢いよく俺のズボンのチャックを下ろす麻友。そのせいで俺の中心部が勢いよく頭を見せた。それはもちろん深いキスのせいで昂たかぶっていた。

「ちょっと待て、なにする気だっ」

「だって克樹さん、病院に入院したときも舐めたり吸すったりちょっと嚙んだりしてほしいって言ってたから……克樹さんの持っていた本で勉強しました。克樹さんはこういうふうにされるのが好きなんですよね」

「処分してなかったのか……」

　いや、突っ込みどころはそこじゃない。

　麻友の頭が俺の股こ間かんへと埋うまる。

　そして中心部へじっとりと舌を這はわせた。

「ん……ふ……っ」

　麻友の細い手が俺自身に添そえられる。そして張はり詰つめた猛たけりの根本から先端までを、熱と唾液を帯びた舌ぜつ尖せんがねとりと舐め上げた。

　この二ヵ月、右手でしか刺激を与えていない中心部はそんな生々しい刺激に、簡単に張り詰めてしまう。

「……ん……む……ふふ、克樹さんのここ、もうこんなに硬く……克樹さんのえっち」

　ちゅく、ちゅく、と先端を吸いながら麻友はつぶやく。えっちがどうとか、そんなものを咥くわえている人間に言われたくない、のだが、俺はなにも言えずにいた。

　瑞みず々みずしい唇の生々しさが俺自身を淡あわく包んでいた。

「……麻友……」

　頭がくらくらする。まるで酔よっぱらってしまったかのような。

　ひさしぶりの直接的な刺激のせいだ。

　じつを言うなら、麻友にこんなことをされる妄想は何度かしたことがある。

　だけどそんな妄想なんかよりも直じかに触れられる感触のほうが数倍も上質だ。

「ん、じゅ、んん……ちゅ……」

　麻友は猛りの先端を小さくぷるぷるとした唇に含み、ゆっくりと、ゆっくりと抽ちゆう挿そうを繰り返す。熱を帯びた口腔の粘ねん膜まく、舌先の柔らかさを俺は感じ取った。いま、麻友の口の中を支配しているのは熱い欲望の塊だ。

　自分で言うのもなんだけど、たぶん汗臭いだろう。仕事が終わったあとに麻友の家まで走ったんだ。シャワーを浴びる余裕もなかった。

　なのに。

「かふきふぁ……かふき、ふぁん……」

　丁てい寧ねいに、余すところなく、麻友の舌が俺自身のすべてを這はいずっていく。唇の端からこぼれた唾液が滴したたり落ち、麻友はその粘液を潤じゆん滑かつ油ゆとして、張り詰めた欲望を手できゅ、きゅ、としごいていた。

「はぅ……口の中、克樹さんの匂いでいっぱいで……」

「くさいだろ」

「んー、くさいっていうか……すき、ふぇふお？」

　俺自身の先端をわずかに唇に含みながら上うわ目め遣づかいでそんなことを言ってくる麻友。

「……ば、ばかっ、そんなもの咥えながらしゃべんじゃねーよっ」

　俺が言えるのはそんなことだけだった。

「んむー」

　麻友はそんな俺に少し不満そうな顔を見せたが、すぐに愛あい撫ぶを再開した。

「んっ、んじゅ、……んっ、ん、んふっ」

　咥えるのに邪魔なのか、麻友は長い黒髪を指でかき上げた。そのなにげないしぐさに俺の鼓こ動どうがどくんと跳ね上がる。

「ぅんっ、んっ、んむっ、かふきさん……かふひ、ふぁん……」

　俺の名前をつぶやきながら麻友は俺の中心部に舌を這わせ続けた。どこかうっとりと、夢心地になったかのような声。まだあどけなさを残してるような顔をしてるくせに、やってることはちぐはくで、なんとなく背はい徳とく的てきな快感を味わっているような気分になってしまう。

　ぞくぞくと、背筋が震える。

「ん、んじゅっ、んっ、んうっ」

　張り詰めた猛りを喉のど奥おくにまで咥え込み、呑み込み、麻友は執しつ拗ように愛撫を繰り返す。

「ん、んんっ、んぅ」

　どこかせつない声が麻友の唇からこぼれる。苦しいのかもしれない。麻友の眉間にはきゅっと皺が寄っていた。

　無理しなくていい、と言おうかと思った。

　だけどその瞬間に上目遣いになった麻友と視線がぶつかった。




　──これは、わたしのわがままなんですよ。




　言葉には出さなくても、いたずらな光を宿した麻友の目がそう語ったような気がした。

「んっ、ん、んうっ、んむっ」

　麻友の口腔が先端を強く吸い上げた。しびれるような強い刺激が敏感な個か所しよに襲いかかる。

　我慢なんてできるわけがない。

　俺は愛撫し続ける麻友の口腔に思いきり熱というものを吐き出してしまった。

「んん、んーっ」

　麻友は顔を上げ、口を手で押さえながら難しい顔でうなる。

「わっ、す、すまん！　ちょっと待ってろっ」

　俺は近くにティッシュがないか探した。だけどそんなものを見つける前に麻友の細い喉がこくんと動いた。

「飲んだのか……？」

「飲みまひ……んっ、けほっ」

　起き上がってけほけほとせき込み出したから俺はその背中を撫でた。

　頼りなくて細くてすぐに壊れそうな肩。

　落ち着いた頃、俺は麻友をうしろから抱きしめて、肩のあたりの匂いを思いきり吸い込んでいた。首筋を柔く嚙んだときにも思ったが、やっぱりいい匂いがする。シャンプーのような、少し違うような。

「……制せい汗かん剤ざいつけてる？」

「は、はい、一応……」

「……石せつ鹼けんの匂いがする」

「か、柑かん橘きつ系けいは苦手だって言ってました、から……くすぐったいです……」

「匂いはべつに嫌いじゃねーぞ」

「そうなんですか？　ひゃうっ」

　ブラウスのボタンをぷちぷちと外し、手を差し込んだ。そして指先の感覚を頼りに下着をずらし上げて、相も変わらずささやかすぎる乳房に直に触れた。

　ようやく触れた麻友の乳房。汗でしっとりと濡れた肌。冷えていると思った身体はとっくの昔に熱を帯びていた。

　中指の先に硬くとがった乳首が触れたから、そのまま指の腹で押しつぶした。ころころと、くにくにと、指の先で感触を楽しみながら弄もてあそぶ。

「あ、あ、あ、んぅっ」

　そのたびに短い喘あえぎが聞こえる。腕の中の麻友がぴくぴくと震える。

「あ、あっ、克樹、さ……」

　名前をつぶやかれ、脳裏にデジャブのようなものがよぎった。

　正確に言えば麻友にこういうことをしている姿をくっきりと想像したことがある。

「そういえば、さ」

　麻友の乳首を親指と人差し指のあいだで転がしながら囁ささやいた。

「は、はい……？」

「俺が寝てる横でオナニーしてたことあるよな」

「ひにゃああああっ!?」

　喘ぎ声じゃない悲鳴がこぼれた。

「な、な、な、なんのことでしょうぅっ!?　おなにぃ？　なんですか、それは？　私、厳しい家庭で育ちましたからなんのことかさっぱりわかりません！」

　いまさら純情ぶったって遅い。声だって裏返ってるし。

「あれ、オナニー知らないの？」

「し、知りませんっ」

　意地でも麻友は認めない。頑がん固こだなぁ。

「こういうところをこんなふうに、自分で触るんだけど」

　俺は麻友の乳首を軽く指の腹で転がした。俺がやってしまったらオナニーじゃない気もするが、どうでもいい。

「あっ、やぁっ、あ、あっ、ふぁぁ……っ」

　喘ぎ声の中に戸と惑まどいと羞しゆう恥ちが混ざり始めた。

　やっぱり俺と麻友の関係はこうでなくちゃおもしろくない。

　薄い薄いわずかな乳房を手のひら全体でくすぐるように撫でつけると、ささやかな乳肉は麻友の身体とともに小さく震えていた。

「俺の名前呼んでたよな」

「よ、呼んでませ……んっ！」

　唇をきゅっと嚙みしめながらも麻友は強ごう情じように否定した。

　本当に頑固だ。しょうがない。

　俺は乳房を弄んでいた手を、麻友の脚のつけ根へと伸ばした。ロングスカートの裾すそをたぐり寄せ、奥へと侵入させる。太ふと腿ももがもぞりと動いたが、抵抗されることはなかった。

　滑らかな内腿を指でたどり、下腹部を覆うショーツへと触れた。

　しっとりと、濡れていた。

　敏びん感かんな割れ目に食い込ませるように、指を押しつける。

　布地の向こうからじわりと感じる湿気の量が増した。

「ここもさ、触っていただろ」

「さ、触ってなんか、ふぁぁ……っ」

　クロッチの上から表面の丸みを確かめるようにこすり上げれば麻友の身体がぴくぴくと震える。膝と膝をすり合わせ、細い肩をこわばらせ、居心地が悪そうに腰がもぞもぞと動く。

　だけど拒否はされない。

　むしろショーツに置いたままの指先に敏感な個所が擦こすりつけられる。肉の熱と微び動どうが布ごしに伝わってきた。

　クロッチ部分をずらして、指を差し込んだ。

　する、と指は秘ひ肉にくの中に呑み込まれた。

「ふぁああっ、あっ、あっ、んンッ」

　指を第二関節まで呑み込んだ花か芯しんが、きゅ、きゅ、と絡みついてくる。

「濡れてるな」

　濡れてるどころの話じゃない。

　指を動かすたびにしとどにあふれた蜜みつが指に纏まとわりついた。

「ふぁ、ふぁいぃ……」

「自分でやったときも濡れてた？」

「そ、それはぁ……ぁ……っ」

　しつこい、とばかりに麻友が上目遣いに俺をにらんでくる。

　わぁい、怖い怖いー。噓。

　行き所をなくしてただ握りしめるだけになっていた麻友の手をつかみ、下着のクロッチ部分に触れさせた。

「やぁ……っ」

　そして上下に動かし、濡れたクロッチの部分をこすりつけた。

「ふぁ、あぁ……っ」

　自分の惨さん状じようを肌で実感して恥ずかしいのか、麻友は頭を小さく横に振った。

「やってみせて、オナニー」

　麻友の指を動かして、割れ目の先端にちょんちょんと触れさせた。

「こうやって、自分で気持ちいいとこ触るんだって」

「やっ、やぁあっ、わ、わかりませ……」

　意地っぱりめ。

「いいじゃん、やってみせてよ。わからないなら俺が教えてやるから」

　うしろから耳を嚙みながら囁くと、麻友の指がおそるおそる割れ目へと伸びた。麻友の指が自ら花芯を押し開き、濡れそぼった果実に触れた。

「……ん……んっ……あっ……」

　麻友の指が動く。濡れた花芯へと、中指人差し指を差し込み上下させる。敏感な個所を指の腹でこすりつける。そんな単調な動きだけなのに、あふれてくる淫みだらな水みず音おと。

「あ、あっ、んっ」

　下腹部に触れている手とは逆の手がブラウスの下へと潜り込み、ふにふにと乳房を揉んでいた。は、と熱く短い息が濡れた唇から漏れていた。

「克樹さ……克樹さん……っ」

　俺の名前を呼びながら麻友はひたすらに指を動かす。

　は、は、と熱い息はこぼれ続け、薄い胸は浅く上下していた。

　こんな密着した状態で、俺の愛いとしい少女がいやらしいことをしている。

　俺の名前を呼びながら。

「…………」

　俺は知らず唾つばを飲み込んでいた。

　さっき欲望を放ったばかりだというのに俺自身の象しよう徴ちようは反るほどに張り詰めて。

「……うー……えいっ！」

「ふぎっ!?」

　突然、麻友がその象徴を思いきり握りしめた。

「……わ、私だって二ヵ月我慢してたんですからねっ」

「……ごめん」

　まったくもってそのとおりだ。

　自分がここにいていい理由を手に入れるためにセックスしたがってたとはいえ、理由が欲しいだけなら俺の名前を呼びながら自分をなぐさめる必要もなかっただろう。

「よいしょ、っと」

　俺のあぐらにすっぽりと収まっていた麻友が立ち上がり、俺と向かい合うように座り直す。向かい合うというか、麻友の腕は俺の肩に絡みついているから正面から抱き合うような感じだ。

　麻友の腰は少しだけ浮いていて、自然と麻友の顔を見上げるような形になる。

　いつもとは違う姿勢。

　黒い瞳ひとみが黙って俺を見下ろしていた。

「……ん……っ」

　敏感な肉に俺の猛りの先端を自分からあてがい、腰を沈ませていく麻友。

「……はぅ、くぅ……！」

　熱い猛りが麻友の中に沈んでいく。自分からやっているくせに怖いのか、まだほんの先端しか埋められていない。

　中途半端に与えられる柔やわ肉にくの感触。頭と下か肢しに血が集まった。

　理性の糸なんてほとんど切れかかっていた俺は麻友の腰を両手でつかみ、一気に落とした。

「んんぅっ、やっ、あぁあ……っ」

　自慰でほぐれて餓うえていた花芯が、障しよう害がいなく最奥までずるずると俺の猛たけりを呑み込んだ。不意打ちのような刺激にびくびくと蠢うごめく濡れた柔肉。

「ふぇぇ……」

　麻友の顔がいまにも泣きそうになる。

「悪い……。痛かったか？」

「だ、大丈夫ですっ。……気持ちよすぎただけですから……ん……っ！」

　俺自身を内部に深く咥え込んだまま、麻友は俺の肩に絡めている手に力を込めた。

「あ、あっ、あ、んぅっ」

　麻友の腰が前後に揺れる。

　そうかと思えば腰を浮かせて深く沈めることを繰り返したり。

　肉と肉の結けつ合ごう部ぶはロングスカートに隠れて見えないくせに、はっきりと聞こえる卑ひ猥わいな水音、内側と内側が擦れ合う感触、それらが目に見える以上のいやらしさを俺にくれて、興奮する。

「あ、あ、あっ、んうぅぅ……っ」

　切ない声が耳をくすぐる。

　蜜をとろりと含んだ柔肉が俺の猛りをゆっくりと舐め上げた。

　どんな妄想よりも気持ちいい実感。

　気持ちいい。すごく気持ちイイ。いま俺は麻友と身体を重ねている。敏感なところをくすぐられている。これははっきりとした現実で。

「……克樹さぁ、んっ……ふぇ……気持ち、いいですか……？」

　快楽に蕩とろけた麻友の涙なみだ声ごえが耳じ朶だをくすぐった。




　──ぷつ。




　最後に残っていた理性の糸が、切れた。

「や……ぁ……！　か、かつきさ……んぁっ！」

　俺は麻友の肩をつかみ、身体をつなげたままその場に押し倒した。ここは玄関先で、ソファベッドまではまだ遠いなんてことはもうどうでもいい。今更だ。

　麻友の両腕を片手で押さえつけて、もう片方の手で脚を大きく強引に開かせて、最奥を欲望で満たす。幾いく度ども幾度も滾たぎりを最奥にぶつけることを考えて、腰を動かした。

「あ、あ、あ、ひぅっ！　……や、ぁあっ！　あぅ、あ、あ、ああっ、……あ……！　待って、ふぁっ、あ、待ってくださ、あ、あ、あ、ひあぁ……っ」

　腰を小さな尻しりたぶに打ちつけるたびに麻友は小刻みに嬌声を漏らし、口からこぼれる唾液が乱れる黒髪を汗と一緒に濡らした。

　麻友の最奥に俺自身の衝動を痛いほどに押しつけて、柔肉の感触を激しい摩ま擦さつで感じ取り、敏感な個所を擦りつけ合う刺激を、熱を、余すところなく味わい、犯した。犯しつくした。

　麻友。麻友。麻友。好きだ。大好きだ。

　渾こん身しんの想いを込めて、麻友の身体に覆いかぶさる。

「あっ、あっ、はぅぅっ……やっ、克樹さ、克樹さぁ……っ」

　すぐ目の前にある麻友の目からは涙がぼろぼろとあふれていた。

　止めてやらなきゃ、と心の端っこで考える。

　同時にもっとだ、もっと犯したいという欲望が次から次へとあふれ出てくる。

「は、ぁぅっ……いやっ、あんぅ……っ！　なか、なか、熱いよぉっ……こわれちゃ……！　克樹さんので、んんっ、こわれちゃうぅ……！　ら、らめれすっ、も、あっ、あぁあ……っ」

　翻ほん弄ろうされる麻友の喘ぎ声も理性を取り戻す楔くさびにはならず、逆に悲鳴に近い嬌声が耳朶に届くたびに下半身の熱も増した。












　かき回して押しつけて、最奥を叩たたいて、抱えた腰を両手で揺らして、




　……俺は約二ヵ月ぶりに麻友の中に欲望というものを吐き出した。




「んん……っ、なか、いっぱい……熱いの出て、まふ……」

　出したばかりの熱情を受け止め、麻友の中がとくとくと脈動した。

「あ、あ、あぁっ、……ふぁあぁ……っ」

　全身を大きく震わせ、白い喉を仰のけ反ぞらせる麻友。その震えは身体を重ねている俺にも伝わってきた。

　だけどそれも数秒。

　麻友の身体がくたりと力なく落ち、柔肉だけが絶頂の余よ韻いんに震えていた。

「……麻友……」

　犯され尽くした秘ひ芯しんから俺は劣情を放ったばかりの自分自身を抜いた。

「……は……ぅ…………」

　荒い呼吸を繰り返す麻友の返事はない。だけど口が俺の名前を呼ぶかのように動いた気がする。

　着ていたブラウスはすっかりくしゃくしゃになってしまい、ロングスカートは大きくめくれ上がっていた。下腹部の花芯は熟しすぎて自壊してしまった果実のようだ。

　焦点の合ってない目からは涙がぽろぽろと落ち、半開きの唇からは熱い吐息と唾液がこぼれ。

　まるで凌りよう辱じよくの限りを尽くされた後。途中からはほとんどそうだった。

「……すまん。我慢できなくて……」

　今更だとは思うが、熱に赤く染まった麻友の頰に触れながら謝った。

　だけど麻友は俺を責めるどころか、頰に当てられた手に自分の手を重ねながら首を横に振った。

「じゃあ今度は優しくしてください」

　そして小さく笑いながら俺に手を伸ばした。

「善ぜん処しよする、かもしれない」

「また曖あい昧まいな……でもいいですよ、べつに。また無茶苦茶にしてくれても」

　淫いん魔まのように麻友は妖よう艶えんに笑った。

　その大人びたしぐさにもう一度組み敷きたい劣情を抱いてしまうが、俺はそれを抑え込みながら言う。

「わかった。ちゃんと優しくする」

「……はい」

「よっと！」

「きゃああぁっ!?」

　俺は玄関先に仰向けになっていた麻友の身体を両手で抱え上げた。横抱きにされた麻友が悲鳴を上げ、あわてて俺の肩に抱きついてくる。

　そのまま開きっぱなしのソファベッドまで運んだ。

「どっこいしょっと」

　麻友の身体をソファベッドに降ろし、俺はひと息吐ついた。

「ふぁあああっ!?　ふぁああっ、い、いきなりなにするんですかっ！　お、お姫様抱っこするならするって先に言ってください！　びっくりしました！」

「お姫様、抱っこ……」

　よく考えてみればそうだ。俺としては脱力している麻友を運びたかっただけなんだが。

「し、しかもどっこいしょってなんですか、どっこいしょって！　私そんなに重くありません！　やり直してください！」

「えー……」

　麻友個人が細身に分類されるほうだとしても、四○キロ以上はあるんだからどっこいしょって言いたくもなるだろうが。しかもやり直しって。

「んもー、いいです。克樹さんがロマンのないひとってのはわかってますから」

「そうだ、俺はロマンがない面倒くさがりだ。わかったか」

「はいはい、しょうがないひとです」

　俺たちは顔を見合わせてくすりと笑った。

　優しくしようと思っても、どこかおかしいことになってしまう、それが俺たちだ。

　そんな空気が心地いい。

　俺は手を伸ばして、皺だらけになった麻友のブラウスを静かに脱がせた。

「…………」

　ソファベッドに仰向けになった麻友がじ、と俺を見上げてくる。薄い水色のシンプルなデザインの下着だ。細身の身体によく似合っていると思う。

「……ん……」

　唇に触れるだけのキスをしてから耳と首筋を柔く嚙んだ。麻友はくすぐたっそうに「……う、んん……」と身をよじった。

　鎖骨にも軽く吸いついた。身体に薄くまとわりつく汗がしょっぱかった。

「なんか、うれし、です」

　小さな息を何度も吐く合間に麻友はつぶやく。

「どうして？」

「優しくしてくれるの、んっ、初めてですから」

「……悪かったな」

　複雑な気持ちで俺は謝った。

　俺は麻友の背中に手を回し、ブラのホックを外してたくし上げた。途端に淡い桃色の乳首が転がり出てきた。仰向けになっているせいで乳房はほとんど平らになっていたが、それでも滑らかな丘の上で乳頭だけがぴんと直立していた。

　白い肌の上で存在を主張するそれに、俺は唇を寄せた。

「ん……っ」

　麻友の身体がわずかに震える。

　硬くとがった肉の芽をころころと舌先で転がし、乳肉ごと吸い上げた。

「くふっ」

　麻友の身体が小さく震えて含み笑いのような甘い声が漏れた。

「ん、克樹さん赤ちゃんみたいです」

　それはもっと胸が大きくなってから言うべきだ。

　……と思ったが言わないままにしておいた。

　片方の乳房に吸いつきながら、もう片方の乳房を手のひらで揉んだ。いや、揉むというよりも薄い肉をくすぐったというほうが正しいか。

「ん、んふっ、んっ、くぅっ」

　含み笑いなんだか喘ぎ声なんだかわからない麻友の声。

　ふと、耳のあたりをくすぐる感触がした。

　見上げれば、麻友が俺の頭に両手で触れていた。

「おい……」

「いいじゃないですか。私だって、優しくしたいんです」

　麻友の手はさわさわと俺の頭を撫でつける。まるで幼い子供にするかのように。

　乳突起を愛撫する俺を、麻友は優しく優しく撫で続けた。

　心地いいような、それでいてどこか落ち着かないもどかしい感覚が俺を襲う。

　逃げるように俺は麻友の乳房からみぞおち、腹の周辺を丁てい寧ねいに舐めた。

「あ、んっ、んぁ……か、克樹、さん……そんなとこ、ひゃうっ、な、舐める必要ある、んですか……っ」

　麻友の上半身が軽くよじられる。浮きそうになる腰を両手で押さえ込み、俺はへその周辺を丁寧に丁寧に舌先でくすぐった。舌先をくぼみにねとりと挿し込めば、麻友の腹部は緊張で強こわ張ばりながら薄く上下した。

「ない。けど、俺がしたいから」

　ひくひくと震える腹部に舌をじっとりと這わせながら答えた。

「そ、ですか……それなら、しょうがないです……っ……」

　震える声が嚙み殺される。

　もしかしたら麻友は腹が弱いのかもしれない。

　滑り落ちるようにキスを腹へと落とし続け、俺は麻友の脚のつけ根、敏感なところへと手を伸ばした。当然だが濡れていた。秘部を指でぬちっと押し開くと、淫らな液体がどろっと中からあふれた。

「ん、あっ」

　濡れた花芯はさっきよりもたやすく指を呑み込む。

　交わりの証あかしで満たされた麻友の中は、異物の侵入に悦よろこび、ひくついた。

　くぷ、と水音をたてて秘芯がじっとりと花開く。

「あっ、あっ、あっ、んぅっ」

　指の関節を動かせば動かすほどに麻友の身体はぴくぴくと跳ねた。

　柔肉をこすりつけるほどにその反応は実感を持って返ってくる。

　ぐちゅ、と強い水音が湧わき立った。

「あ、あの……さっきもしたから……もういいです、もう……」

　もっとかわいがろうと思っていたのにその手は麻友によって押さえられた。

　そして白い粘液がねばり落ちる花芯を、桃色に濡れ切ったそこを、指三本で開きながら言った。




「……もう、入れてください……」




　くちり、と水音が立った。

「いやらしいやつだな」

「……克樹さんだって……」

　麻友は俺の下半身に視線を少しだけ向け、唇をとがらせた。俺自身も麻友に愛撫しているあいだにすっかり昂たかぶりを見せていた。

　俺は麻友の身体に覆いかぶさり、敏感な個所に昂ったそれを押しつけた。

　つぷ……。

　さんざん犯しつくされた秘芯はするすると俺自身を呑み込んでいく。きっと最奥を強く打つことだっていまなら簡単だろう。

　でも俺は優しくすると麻友と約束したから。

「ふあぁぁぁ……っ」

　引きつるような麻友の声。

「麻友……っ」

　俺は細い身体を背中から抱きしめた。折れそうな気がした。壊れそうな気がした。これ以上力強く抱きしめていいのか迷った。

　だけど麻友の手が、優しく俺の肩を抱き寄せてくる。

「克樹さ……好き、です……」

　熱に浮かされた声が耳をくすぐった。

「好き、です。好き、なんです……好きです、んっ、好き、です、ふぁっ」

　そんなに言わなくてもと思ったが俺も麻友の身体を抱きしめながらつぶやいた。

「……好きだ」

「はい、はい……っ」

　身体をつなげる以上に心がつながるうれしさ。

　俺自身を麻友の柔い秘肉が温かく包み込んでいる。

　もう二回達したというのに、それだけで興奮してしまい麻友の中に精を吐き出してしまいそうだ。

　腰をゆっくりと、ゆっくりと動かした。

　敏感な個所をこすり合わせる。熱と熱が混ざり合って。とろとろにほぐれ切った肉の中で、俺と麻友の境界が曖昧になっていくような気持ちさえ抱いてしまう。

「あ、ああ……、ふぁあぁ……、克樹さ、克樹さ……っ！　気持ち、いいですか？　私の身体、克樹さんの……あ、あ、やっあぁ……っ」

　俺が麻友を愛すると同時に麻友も俺を愛してくれている。慈いつくしんでくれている。

　身体をつなげても血なんてつながらない。家族にはなれない。




　──じゃあ、これは傷の舐め合いですか？




　なにも言われてないのに悦えつ楽らくに蕩とける麻友の瞳が俺に聞いた気がした。




　……そうかも、しれない。




　否定できるほどの強さを俺はまだ持っていない。

　だけど胸をじんわりと温かくしてくれる愛おしさも本物だ。

　麻友、好きだ。




「んっ、克樹さっ……わ、私……んっ、あ、あ、あぁっ、ふぁあぁ……っ」

　身体を揺ゆさぶるたびに麻友は啼なく。腰を引き戻し、再び打ちつける。深い場所を擦りつける動きを幾度も幾度も繰り返した。結合部からは淫らな水音が激しく奏でられていて。お互いの境界が混こん濁だくしてしまうこの行動。

　優しくすると約束したはずなのに、もう俺は自分が優しくしているかどうかの判断もつかなくなっていた。

「麻友、俺は……っ」

　不安になって麻友の手に自分の手を重ねると、麻友はそっと指を絡め合わせてきた。

「……私ものすごく幸せ、です……」

　その言葉を裏づけるかのように、麻友の秘肉が俺自身を熱く包み込む。




　俺もだよ、という言葉は口にしたかどうかわからない。




　俺は麻友の中に思う存分の気持ちを吐き出した。





　　　❖◇❖






　──まどろみの中で。

　俺は麻友の胸に頭を抱かれていた。

　とくん、とくん、とくん。

　麻友の心音が伝わってくる。




　俺たちは毛布を被ったままソファベッドに横になった。シングルサイズのベッドはふたりで寝転がるには狭いが、こうして密着している俺たちにとってはちょうどいい広さだった。

「克樹さん」

　俺の頭を優しく優しくかき撫でながら麻友は俺の名前を呼んでくれた。細い指がうなじや耳のうしろをくすぐるたびに焦れったいような、安らぐような気持ちになる。

「私は克樹さんにもっと幸せになってほしいんです」

　耳をくすぐる甘い声。

「だから、わがままたくさん言ってください、ね。言っていいんですよ」

　俺はあと押しされたかったんだ。

　世界は自分の思いどおりになるものじゃないとあきらめる前に、もっと願いを口にしていいと誰かに保障されたかった。

「それが、うれしいんです」

　優しく語り続ける麻友の声。

　もしかしたらこれも傷の舐め合いかもしれない。

　それでも、そこから一歩ずつ踏み出すことができたのなら。いつかは麻友の幸せも自分の幸せも躊ちゆう躇ちよなく望むことができたのなら。

　きっと、俺たちは変わることができる。
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「はぁ～、こんなにおいしいアイス、初めて食べました～」

　移動販売車で売っていたジェラートを口にして、麻ま友ゆはほうっとため息を吐ついた。

　さっきケーキをたくさん食べたくせによく入るものだ。

　いま俺たちは外を歩いて、まぁいわゆるデートというものをしている。

　それもこれも。




『克かつ樹きさん！　私の誕生日、なにももらってません！　なにかプレゼントとかないんですか！　プ、レ、ゼ、ン、ト！　た、ん、じょ、う、び！』




　などと麻友がうるさく何度も言ったからだ。

　温水プールに連れていったのが誕生日プレゼントのつもりだったが。あれは結局喧けん嘩かして別れるはめになってしまったし。それにちゃんと説明もしていなかった。

　やり直しの意味も込めて俺は麻友を喫茶店に連れていった。

　一番小さいサイズとはいえ、ホールケーキをふたりで食べたのだから俺の腹はそれなりに満たされていた。

　なのに、俺よりたくさん食べたはずの麻友はジェラートをぱくぱく食べている。

　太るぞ。いや、肉がつくのはうれしいがその前に腹を壊すかも。

「はい、克樹さんもどうぞ」

　スプーンですくったジェラートを俺に差し出してくる麻友。

「ひとりで食え。俺は腹いっぱいなんだよ。つか、おまえもよく入るな」

「甘い物は別腹ってやつです。はいどーぞ」

　顔を背けたというのに麻友はしつこくスプーンを突きつけてくる。

「だから、俺はいらないって」

「私が、食べてほしいんです。だって、おいしいものはみんなで食べたほうがおいしくなりますから」

「…………」




　麻友が突き出すジェラートを口に入れた。

　やっぱり甘かった。





　　　❖◇❖






　なにかプレゼントでも買ったほうがいいのだろうかとブラブラ歩いていたが、麻友はあちこちの店に寄っては買い食いを繰り返している。いまは粒あんの入ったたい焼きをおいしそうに頰ほお張ばっていた。

　まぁ、今日くらいならいいか。

「わぁ～」

　今度はなんの食べ物を見つけたのか麻友がパタパタと駆けていく。

　ため息を吐きながら追いかけると、そこにあったのは食べ物の店ではなかった。

　ブルーシートの上にシルバーアクセサリーが無造作に並べられている。シートの前にいるのは帽子を被かぶった女性だ。

「見てください、とってもきれいですよ」

　すでにシートの前にしゃがみ込んだ麻友が俺に声をかけてくる。

「まぁ……そうだな」

　きれいだなんて言われても銀一色のシルバーアクセサリーだけじゃ共感は難しい。確かに細工はうまいと思うが特に惹ひかれるものはない、なんて正直な感想、店主の前で言えるわけがない。

　店の片隅には『一○○○円均一』と書かれた小さな段ボール札が立っていた。

　段ボールの札か。

　なにかを思い出してしまい、麻友にばれないようにこっそりと笑った。

　麻友はときどき髪に小さなクリップをつけている。動きやすいように結んでいることもある。しかしそれだけだ。アクセサリーと呼べる類たぐいのものをつけている場面を見たことがない。持っていない可能性だってある。

「好きなの買っていいぞ」

「ほんとですか？」

　目を輝かせる麻友にまたも軽いデジャブを覚えながら俺は財布から一○○○円札を取り出した。

　一○分くらい「むー」とうなりながら麻友が選んだものは、小さく星が刻まれた銀の指輪だった。

「サイズが調節できるのでどの指でも合いますよ」

　指輪を入れた小さな紙袋を麻友に渡しながら店主の女性はそう言った。

　そろそろいい時間になってきたので俺たちはアパートへと帰ることにした。

　途中の道、麻友は紙袋から指輪を取り出し、二本の指で挟むようにつまんだ。

「そんなことしてたら落とすだろ。袋に入れるか指にはめるかしろ」

「指輪ってはめる指によって違う意味があるんですよ」

「婚約指輪だけじゃないのか」

「人差し指が自分に自信をつけるためで、中指は家族からもらった指輪。そして薬指が婚約指輪で、小指が恋愛成就なんです。恋人からもらった指輪も小指ですね」

「へー」

　聞いた知識を右から左に聞き流そうとして、ふと一本だけ説明を受けてないことに気づいた。

「親指は？」

「……………………ど……努力？」

　たぶん違うな。俺も答えは知らないが。

「克樹さんはどの指につければいいと思いますか？」

「好きな指につければいいじゃねーか。面倒くせーな」

「もう！　さっきの話聞いてました？　人差し指が自信で、中指が家族。薬指が婚約指輪で……小指が恋人からもらった、です」

「…………」

　麻友が言いたいことがなんとなく、理解できた。

「どの指につけるか克樹さんが決めてください」

　なにもつけていない左手と、指輪を差し出しながら麻友は聞いてきた。

　どの指につけるのを期待しているかはすでにわかっている。












　小指。恋人の指。

　だから俺は裏切ってやることにした。

　俺は差し出される左手と指輪をつかみ、ある指にはめてやった。

「え……え……？」

　目を白黒させながら指輪と俺を交互に見る麻友。

　ま、期待してたロマンはやれなくて悪かったな。

　これ以上麻友を見ることはできず、俺はうしろを向いてひとりだけで歩き出した。

「おら、つけてやったぞ。さっさと帰って飯にするぞ」

「あ、あのっ！　待ってください」

「待たない」

　うしろから声をかけられるが俺は構わず歩き続ける。あわてた麻友が走ってきて、俺の右隣に並んだ。

　俺は麻友がいる反対側へと顔を向けた。明らかに視線をそらしていることがわかってしまうが、……まともに顔なんて見られるわけがない。

「あの！　……本当にここでいいんですか……？　や、やり直しもできますよ……？」

「嫌ならほかの指につけ替えろよ」

　麻友がそれを望むのなら本当にそうしてほしい。

　若干やりすぎたかもしれないと反省はしている。

　だが後悔はしない。

「いえ、ずっとつけてます」

「……いや、本当につけ替えろよ。……それ、安物だし」

　相場はよくわからないが、まさか一○○○円のシルバーアクセサリーでいいものとは思えない。

「いいえ」

　指輪をつけた左手が俺の右手をぎゅっと握った。




「一生つけてますから」
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「本ほん田ださんおつかれさま～」

「おつかれさまですー」

　今日のシフトが終わった私に何人かが声をかけてくれるので、私も挨あい拶さつし返す。

　これがみんなから本田さんと呼ばれている私のいつもどおりの日常。

　従業員用の休憩所へ向かう前に一度外に出て自動販売機で缶コーヒーを買った。そして改めて休憩所に向かってエプロンと制服の上着を脱いだ。

　休憩所のパイプ椅子に腰かけて缶コーヒーをぼんやりと眺めた。

　つい最近、私はこの椅子に座っていた同僚の男子に缶コーヒーをあげた。

「そういえば私、フラれちゃったんだよなぁ」

　今日その男の子はシフトには出ていない。彼になにかあったわけではなく、普通にそういうシフトになっているだけだ。

「まぁ、いいんだけどべつに。ちょっと顔が気になっていたくらいだし」

　缶コーヒーのタブを開けて私はこくこくと一気に飲み干した。

「顔はよかったんだよね、本当に、顔はさ……」

　そう、最初に気になったのは単にイケメンだったから。

　顔はいいけど若干愛想が悪いし、たまに煙草たばこくさいところもあった。基本的には真面目であったけど最低限のシフトにしか入ってくれなかったし、ほかの従業員たちが雑談しているところに混ざることもなかった。

　いつも諦てい観かんしたような表情で、なんだかそれがちょっとだけかっこいいかなと思ってしまったのだ。

　うちの大学にいるような入学した途端に調子に乗っている男子とはなにか違うなと。

　たぶん彼は自分の顔がいいことを自覚していない。イケメンだと自覚すればもっと要領よく人生を歩めると気づけそうなのに。

　惜しいなー、もうちょっとなんとかしてあげれば身も心もイケメンの優良物件になるだろうになー、と思いながら私はちょくちょく彼に声をかけていた。

　夏が過ぎたころ彼は怪我をして数日休んだ。

　職場に戻ってきた彼はなにか吹っ切れた顔をしていた。

　変化自体は怪我をするまえから起きていたんだけど、はっきり変わったなと思ったのはやっぱりその日から。

　以前は他人を寄せつけない壁というものを感じたけれど、それが消えたような気がした。だから私は以前よりも彼にたくさん話しかけたし、彼もぎこちなくも私の言葉に応こたえてくれた。

　それはやっぱり一緒に住んでいる彼女のおかげ？

　でも彼って女の子と簡単に一緒に住むような人だったのかな。

　おそらく違う。

　そんな要領のいい性格には見えない。

　でも誰かと一緒に暮らし始めたのはたしかなような気がする。

　しばらくすると彼は困った顔をよくするようになった。

　機会があったので彼女のことを聞いてみたら「え？　彼女？」って反応。

　突っ込んで聞いたら視線を逸らしながら親戚の子って言った。

　それも本当かなって思ったけど重要なのは彼が彼女じゃないって言ったこと。

　彼女がいないのなら私にもまだチャンスはある。

　彼のシフトを確認して、その親戚の子と遊びに行く日を逆算して。

　会えないなら会えないままでもいいやって思って友達と一緒にプールに出かけたら、彼を見つけた。思ったとおり女の子と一緒に遊びに来ていた。

　彼女は、麻ま友ゆちゃんと言った。

　すぐにわかった。麻友ちゃんは彼のことが好きだって。親しん戚せきなんかじゃないって。

　私が話しかけたせいで彼と麻友ちゃんは喧けん嘩かして、たぶん麻友ちゃんは出て行ったんだと思う。彼は以前よりもぼんやりしていた。

　きっと彼はきっかけがないと麻友ちゃんのところに行かない。

　でも同時に私のことだって、見てくれない。

　だから告白した。

　同時に囁ささやく。このまま流されるのがきっと幸せだって。

　あのころの、無気力で諦観しきっていた彼なら押せば流されてくれるはずだった。

　でも違った。彼は変わっていた。

　私のキスを直前で拒否した彼は私に向かって笑ってくれた。

　それはいままでにない一番明るい笑みで、イケメンが笑うの本当ずるいって思うような笑いかたで……私は初めてそのとき彼のことを本気で好きになってしまった。

　でもね、さすがにわかるんだ。

　彼は麻友ちゃんのところに行くし、麻友ちゃんだってきっと帰ってくる。

　今更本気で好きになっても、もう遅いんだって。

「ていうか意味わかんなくない？　告白したあとに好きになっちゃって、そんですぐに諦めなきゃいけないとか」

　我ながら自分勝手すぎて意味がわからないけど、これが事実なのだ。

　こんなに彼のことが気になるくらいならもっと早くどうにかする方法はいくらでもあったのに。

「ま、いいか」

　私は空になった缶コーヒーを手に立ち上がる。

　彼の様子を見ていれば、これからもたくさん悩んだり立ち止まったりすることはありそうだ。

　万が一、彼が麻友ちゃんと別れることがあればそのときは……。

「たぶん本当に万が一なんだろうけどね」

　そもそも私が彼にこだわる理由が顔以外にない。

　これからの人生もっといい男に出会える可能性はあるんだ。

「さてと、私も帰りますか」




　明日もいい日になりますように。








あとがき




　ファミ通文庫でははじめまして、桐きり刻きざむというものです。

　この本はもともとＫＡＤＯＫＡＷＡの別レーベル、オシリス文庫から出していた作品の一巻と二巻になります。

　なので『クーデレすぎる未来の嫁の面倒な７日間』というタイトルはオシリス文庫版の一巻部分を示しています。

　オシリス文庫版からはカバーも新しくなって新しいイラストもついてきてます。克かつ樹きさん本当にかっこいいですよね……。いや麻ま友ゆもちゃんとかわいいんですけど！　カバーの麻友がかわいくて編集さん相手にめっちゃ興奮しました。うなさか様ありがとうございます。

　ちなみにオシリス文庫は『本屋さんでは買えないラノベ世代のデジタル官能小説レーベル』（オシリス文庫公式サイトから引用）で、『ラノベ世代のエッチな妄想を刺激する作品を刊行』している、電子書籍のみを扱うレーベルさんです。

　なので本屋さんでは買うことはできませんがもしよかったらこれを機会に電子書籍やオシリス文庫のほかの書籍に触れていただけるとうれしいです。
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